
ＯＫＢ総研では、毎年、岐阜・愛知・
三重・滋賀県に在住の主婦を対象に
「主婦の消費行動に関するアンケー
ト」を実施している。
日本経済が緩やかな回復を続けて
いる中で、この地域の主婦がどのよう
な消費行動をしているのか、以下で
その実態を明らかにしたい。

本調査の概要は以下のとおりである。

（1）主婦の景気判断
最初に、消費行動を左右する景況
感と物価観を概観する。

Ａ. 主婦の景況感

「現在（2018年）の景気は、1年前
と比べてどうなったと感じています
か」と尋ねたところ、「良くなった」が
全体の4.1％、「変わらない」が69.9％、
「悪くなった」が19.3％となった（図
表1）。前年と比べて「良くなった」が
3.5ポイント低下し、「悪くなった」が
3.5ポイント上昇した。全体として主

婦の景況感は悪化していることがう
かがえた。
年代別に見ると、全ての年代で「良

くなった」が低下した。また、50歳代
を除く全ての年代で「悪くなった」の
回答率が上昇し、特に「60歳以上」
では前年比10ポイント超の大幅上昇
であった。就業形態別では、「専業主
婦」で「悪くなった」の回答率が大きく
上昇した（図表2）。
景況D.I.（「良くなった」の回答率―

「悪くなった」の回答率）は▲15.2。前
年より7.0ポイント低下した（図表3）。

Ｂ. 主婦の物価観

「現在（2018年）の物価は、1年前と

比べてどうなったと感じていますか」
と尋ねたところ、「高くなった」が全体
の63 .7％、「変わらない」が32 .1％、
「安くなった」が1.0％となった（図表4）。
前年と比べて「高くなった」が10.3ポ
イント上昇し、「変わらない」が10.0ポ
イント低下した。
年代・住所・就業形態別に見ると、
全ての属性において「高くなった」の
回答率が上昇し「変わらない」が低

下した。前年と比べ物価上昇を実感
している主婦が増加している結果と
なった（図表5）。
物価D.I.（「高くなった」の回答率―

「安くなった」の回答率）は62.8。前回
調査から10.3ポイント上昇した（図表
6）。

（２）家計について
次に、家計の収支動向を見てみる。

Ａ. 家計の収入

「2018年の家計収入は、1年前と
比べてどうなりましたか」と尋ねたとこ
ろ、「増えた」が全体の16.2％、「変わ
らない」が55.5％、「減った」が28.3％
となった（図表7）。前年と比べて「増
えた」の回答率は4.1ポイント低下、
「減った」は4.4ポイント上昇した。家
計の収入悪化がうかがえる結果と
なった。

年代・住所・就業形態別に見ると、
全ての属性で「増えた」の回答率が
低下した。特に専業主婦では、「増え
た」が8.0ポイント減少し、「減った」が
7.1ポイント増加した（図表8）。

Ｂ. 家計の支出

一方、「2018年の家計支出は、1年
前と比べてどうなりましたか」と尋ねた
ところ、「増えた」が全体の63 . 6％、

「変わらない」が30.8％、「減った」が
5.6％となった（図表9）。前年と比べ
て「増えた」の回答率は1.5ポイント上
昇し、「減った」は0.2ポイント低下した。
年代別に見ると、家計支出が「増

えた」は30歳代と40歳代で前年より
それぞれ2.9ポイントと4.0ポイント低
下したものの、それ以外の年代では
上昇した。また、全ての年代で「増え
た」が5割を超えており、家計の支出

は増加していることがうかがえた（図
表10）。

Ｃ. 家計支出の費目別動向

それでは、家計支出の費目別の動
向はどうだろうか。以下に詳しく見て
みたい。
（a）支出増加費目／支出減少費目
「2018年の家計支出を考えたとき、
1年前より支出が増えた費目は何です

か（あてはまるもの全て選択）」と尋ね
たところ、｢食費｣が46.7％でトップで
あった。前年同様、今年も夏から秋に
かけ台風が相次いで上陸し、野菜な
どの食材価格が高騰したことも影響
しているのではないかと考える。2位
は「光熱・水道費」で、前年より6.3ポイ
ント上昇し27.9％であった。発電用燃
料価格の上昇に伴い、直近の1年間
で電気料が上昇していることが要因
であると考える。なお、2011年から7年
連続で3位以内に入っていた「交通・
通信費」は、前年より8.1ポイント低下
し24.0％で4位であった（図表11）。
年代別に見ると、「教育費」がトッ

プであった40歳代を除き、全ての年
代で「食費」がトップであった。「光
熱・水道費」は全ての年代で回答率
が上昇した。特に30歳代は18.9ポイ
ントと大幅に上昇した。一方、全体で

4位となった「交通・通信費」の回答
率は全ての年代で低下し、特に20歳
代では16.1ポイントも低下する結果と
なった（図表12）。
次に、「2018年の家計支出を考え

たとき、1年前より支出が減った費目
は何ですか（あてはまるもの全て選
択）」と尋ねたところ、トップは「レ
ジャー費」、2位は「衣料費」、3位は
「外食費」で昨年と同じ順位であっ
た（図表13）。
ところで今回の調査から回答項目
に「支出が減った費目はない」を追加
したところ、この項目の回答率が最も
高かった。3割強の主婦はどの費目も
減っていないことがわかった。
年代別に見ると、20歳代と50歳代

は「衣料費」、30歳代は「外食費」、40
歳代と60歳以上は「レジャー費」の
回答率が最も高くなった（図表14）。

（ｂ）今以上に切り詰めたい費目／
　  増やしたい費目
続いて、今後の消費についてどの

ように考えているのかを見てみたい。
「2018年の家計支出を考えたとき、
今以上に切り詰めたい費目は何で
すか（3つまで選択）」と尋ねたところ、
「光熱・水道費」が39.7％でトップと
なり、次に「食費」で38.2％、「外食
費」で22.5％となった（図表15）。前
年の調査で3位であった「交通・通
信費」は15.5％で、10.3ポイントの大
幅な低下となり順位を4位に落とした。
年代別に見ると、全ての年代で「光
熱・水道費」と「食費」が上位を占め
る結果となった。なお、20歳代は他
の年代に比べ「外食費」、「交通・通
信費」、「保険料」の回答率が大幅
に上昇した。
一方、「2018年の家計支出を考え

たとき、今以上に支出を増やしたい
費目は何ですか（3つまで選択）」と
尋ねたところ、「レジャー費」が37.9％
でトップとなり、次に「教養娯楽費」で
11.6％、「教育費」で11.5％となった
（図表16）。今回の調査から回答項
目に「増やしたい費目はない・特に考
えていない」を追加したところ、この
項目の回答率が最も高い結果となっ
た。（２）Ａ「家計収入」の質問項目で、
家計収入の悪化が見てとれることも
あり、主婦の節約志向がうかがえた。
（ｃ）高額商品の購入
次に、高額商品の購入状況につい

て見てみたい。
「2018年に1商品10万円以上する
高価な買い物（家族旅行を含む）を
しましたか」と尋ねたところ、「買い物
をした」は60.1％であった。次に「買い
物をした」と回答した人に「具体的に

どのような買い物をしたか」と尋ねた
ところ、「国内旅行」が39.2％でトップ
となった。次に「一般家電」で33.4％、
「自動車の購入・維持」で26.5％となっ
た（図表17）。
年代別に見ると、30歳代～50歳
代のトップは「国内旅行」で、20歳代
と60歳以上は「一般家電」であった
（図表18）。

Ｄ. 家計管理の工夫について

それでは、主婦はどのように家計
管理を工夫しているのだろうか。
「あなたは家計を管理する中で、工
夫していることは何ですか（あてはま
るもの全て選択）」と尋ねたところ、「ポ
イント・クーポン・割引券等を活用す
る」が62.2％でトップであった。次に「特
売品・安価商品を購入する」で52.6％、
「必要なものだけを購入する」で

45.2％となった（図表19）。下位の項目
でも回答率が20％前後となっているこ
とから、主婦は家計管理において様々
な工夫を行っており、必要に応じて使
い分けしていることが見てとれた。
年代別に見ると、20歳代～50歳代

は「ポイント・クーポン・割引券等を活
用する」がトップで、2位は「特売品・
安価商品を購入する」であったが、
60歳以上は「必要なものだけを購入
する」がトップで、2位が「特売品・安
価商品を購入する」であった（図表
20）。60歳以上は他の年代でトップで
あった「ポイント・クーポン・割引券等
を活用する」の回答率が低いことが
見てとれた。このことから、若い年代
の主婦の家計管理の工夫は、お値
打ちに買い物をするための工夫が上
位となっているのに対し、60歳以上は、
必要でないものは購入しないことが

家計管理の工夫として上位となって
いることがわかった。
 

Ｅ. 買物場所について

では、主婦は実際に商品を購入す
る場所をどのように選択し、利用して
いるのであろうか。
（ａ）買物場所の選択基準
まず、「あなたが買物場所を選択す

るにあたり、重視する点は何ですか（3
つまで選択）」と尋ねたところ、「価格」
が72.3％でトップであった。次に「品
揃え」で50.4％、「品質」で48.2％と
なった（図表21）。
上位３項目について、前回調査か

ら「品揃え」と「品質」の順位が入れ替
わったものの、回答率には大きな増減
は見られなかった。

（ｂ）買物場所の利用頻度
次に、実際に主婦はどのような店を

利用しているのであろうか。
図表22は、主婦の買物場所（11業
態）の利用頻度を1年間の平均利用
回数に換算した結果である。
主婦が最もよく利用する店は従来

通り「スーパー」で、およそ2.6日に1度
（年間143.1回）の頻度で利用されて

いた。次に、「コンビニエンスストア」
で5.1日に1度、「ドラッグストア」で6.6
日に1度となっている。「ドラッグスト
ア」の利用頻度は、週一回以上と
なっており、2位の「コンビニエンスス
トア」のそれに年々近づいてきている。
経済産業省の「商業動態統計月
報（平成30年10月分）」によると、愛
知県と岐阜県で営業するドラッグスト
アの店舗数は、平成29年10月の
1 , 2 8 6店舗から平成30年10月の
1,359店舗へと73店舗増加している。
近年のドラッグストアは、薬だけでなく
日用品や食料品も安く買うことができ
るため、主婦にとってはスーパーの
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代替としてドラッグストアの利用が進
んでいるのではないかと考える。

「平成27年度使用済製品等のリ
ユース促進事業報告書」（環境省）
によると、平成27年度のリユースの
国内市場規模（自動車・バイク除く）
は1兆1千億円となっている。近年、
スマートフォン（以下、スマホ）の急速
な普及に伴い、どこでも手軽にリ
ユース品の売買ができるようになり、

メルカリやラクマなどといったフリマ
アプリのＣＭを目にする機会も増え
てきた。
そこで、今回の時事調査では、主
婦のリユース品の売買状況などにつ
いて調査を行った。

（1）リユース品への関心
はじめに、「近年、あなたの周りにリ
ユース品の売買に関心がある人が
増えたと感じますか」と尋ねたところ、
「感じる」が54 .6％、「感じない」が
13.3％、「わからない・興味がない」が
32.1％となった（図表23）。半数以上
の回答者は、リユース品の売買に関

心がある人が周りに増えたと感じて
いることがわかった。

（２）リユース品の売買経験
次に、「あなたは、リユース品を買っ

たり、売ったりしたことはありますか」と
尋ねたところ、「ある」と「ない」の回答
率は同じで50.0％であった（図表24）。
半数の回答者は、リユース品の売買
経験があるという結果となった。
リユース品の売買経験を年代別に
見ると、売買経験が「ある」と回答した
割合が最も高かった年代は30歳代
で72.6％であった。一方、「ある」と回
答した割合が最も低かった年代は60

歳以上で31.9％であった（図表25）。
30歳代を中心に若い年代の方が、

リユース品の売買経験のある割合が
高いという結果となった。

（3）リユース品の売買場所
前問で、リユース品の売買経験が

「ある」と回答した主婦に「あなたは、
リユース品をどこで買ったり売ったり
しますか（あてはまるもの全て選択）」
と尋ねたところ、「中古品取扱店舗
（古本屋、古着屋など）」が63.4％と
トップとなり、次に「フリマアプリ（メルカ
リ、ラクマなど）」で35.2％、「オークショ
ンサイト（ヤフオク！など）」で19.4％と

なった（図表26）。
年代別に見ると、20歳代、30歳代の

トップは「フリマアプリ」で、40歳代以上
は「中古品取扱店舗」となった（図表27）。
若い年代では、スマホやパソコンと

いった非対面チャネルを活用した「フ
リマアプリ」の回答率が高いのに対し
て、40歳代以上では、対面チャネルで
ある「中古品取扱店舗」の回答率が
高いという異なる結果が見られた。
次に、売買場所の回答項目について
非対面チャネル（「オークションサイト」
「フリマアプリ」「中古品通販サイト」）を
「ネット」、対面チャネル（「中古品取扱店
舗」「フリーマーケット」「知人間での直

接やり取り」）を「リアル」と定義し、を
「ネットのみ」、「リアルのみ」と回答した主
婦の割合（ネットとリアル両方の回答者
は除く）を年代別に見てみた（図表28）。
その結果、40歳代以上では、「リア

ルのみ」の回答が「ネットのみ」の回答
を大きく上回る結果となった。一方、
20歳代、30歳代では「ネットのみ」が
「リアルのみ」を上回った。特に20歳
代では、「ネットのみ」と回答した主婦
が半数近くに上った。このことから、若
い年代の主婦は、リユース品の売買
でも「ネット」（スマホ）を積極的に利用
し、高い年代の主婦に比べて「リア
ル」を利用していないことがわかった。

（4）売買したことのある
　  リユース品
次に、リユース品の売買経験が「あ

る」と回答した主婦に「あなたが、リ
ユース品を買ったり売ったりしたこと
があるものは何ですか（あてはまるも
の全て選択）」と尋ねた。
買ったことがあるリユース品は「書
籍・雑誌」が46.6％とトップであった。
次に「衣類」が42.9％、「ファッション小
物（鞄・靴・アクセサリーなど）」が
17.9％と続いた（図表29）。
売ったことがあるリユース品は「衣
類」が66.8％とトップであった。次に
「書籍・雑誌」が50.8％、「ファッション

小物」が31.1％となった。
順位は異なるものの、上位3品目は
売買ともに「書籍・雑誌」、「衣類」、
「ファッション小物」であった。また、大
半のリユース品で、“買ったことがあ
る”より“売ったことがある”の回答率
が高い結果となった。特に、「衣類」と
「ファッション小物」は“売ったことがあ
る”と “買ったことがある”の回答差が
それぞれ23.9ポイント、13.2ポイント
と大きかった。
買ったことがあるリユース品を年代
別に見ると、「衣類」は30歳代、40歳
代、「書籍・雑誌」は30歳代以外で
トップであった（図表30）。　

30歳代は他の年代と比べ「育児・
ベビー用品」や「おもちゃ・ホビー・カ
ルチャー」の回答率が高く、子育てに
リユース品を活用していることがうか
がえた。
売ったことがあるリユース品を年
代別に見ると、全ての年代で「衣類」
がトップで、2位は「書籍・雑誌」で
あった。3位は30歳代を除き「ファッ
ション小物」で、30歳代の3位は「育
児・ベビー用品」となった（図表31）。
30歳代は買ったことがあるリユー

ス品と同様に、「育児・ベビー用品」
の回答率が他の年代に比べ高い結
果となった。

（５）リユース品を買う理由
次に、リユース品を買ったことが

「ある」と回答した主婦に、「リユース
品を買う理由は何ですか（あてはま
るもの全て選択）」と尋ねたところ、
「安く買いたい」がトップで62.7％で
あった。次に「掘り出し物がある」が
40.1％、「新品を買うのはもったいな
い」が28.0％と続いた（図表32）。や
はり「安く買いたい」という動機がリ
ユース品を買う大きな動機になった。
その一方で、「掘り出し物」や「新品
で買うほどではないもの」にもリユー
ス品としてのニーズが高いようだ。
リユース品を買う理由について年

代別に見ると、60歳以上は「掘り出し
物がある」、その他の年代では「安く
買いたい」がトップであった（図表33）。
20歳代、30歳代は「安く買いたい」の
回答率が80％前後と他の年代に比
べて高く、「安く買いたい」ためにリユー
ス品を購入する傾向が見てとれた。

（6）リユース品を売る理由
次に、リユース品を売ったことが

「ある」と回答した主婦に「リユース品
を売る理由は何ですか（あてはまる
もの全て選択）」と尋ねたところ、「捨
てるのがもったいない」がトップで
76.2％であった。次に「お金が欲し

い」が32.7％、「資源の有効活用」が
31.5％となった（図表34）。不要となっ
たものでも「捨てること」に抵抗を感じ
ている主婦が多い結果が見てとれた。
リユース品を売る理由について年
代別に見ると、全ての年代で「捨てる
のがもったいない」がトップであった。
また、20歳代では同率で「お金が欲し
い」もトップであった。2位は30歳代、
40歳代では「お金が欲しい」、50歳代、
60歳以上は「資源の有効活用」で
あった（図表35）。年代を問わず「捨
てるのがもったいない」という理由は
共通している一方で、若い年代では
資金調達の手段として、50歳代以上
ではリサイクルの手段としてリユース
品を売っているようだ。

（7）売って得たお金の使い道
最後に、リユース品を売ったことが

「ある」と回答した主婦に「リユース品を
売って得たお金の使い道は何ですか
（あてはまるもの全て選択）」と尋ねたと
ころ、「生活費に使う」がトップで48.3％
となった。次に「自分のお小遣いにする」
が33.4％、「買い替える・違う商品を購
入する」が31.0％であった（図表36）。
売って得たお金の使い道を年代
別に見ると、20歳代は「自分のお小遣
いにする」、その他の年代では「生活
費に使う」がトップであった（図表37）。
リユース品を売って得たお金につ
いて、半数の主婦は生活費に充当し
ているようだ。一方で、20歳代は「貯
める」の回答率が他の年代に比べて
高かった。
また、「自分のお小遣いにする」とい

う回答率も高く、不要品を売って得た
臨時収入を自身の自由に使えるお金

にするという点も、リユース市場の活
性化に繋がっているものと思われる。

今回の調査結果から明らかになっ
た主婦の消費行動及びリユース品の
売買について、以下の3点にまとめて
みたい。
第1に、主婦の景況感は、総じて悪
化していることが見てとれた。前回の
調査では20歳代と30歳代の若い年
代で改善が見られたが、今回の調査
では、「良くなった」の回答が全年代
で低下する結果となった。また、主婦
の景況D.I.も▲15.2となり、前回より7.0
ポイント低下した。内閣府が行ってい
る景気ウォッチャー調査（平成30年12
月調査）においても、東海地域の景気
の現状判断D.I.は悪化を示す結果が
出ており、当地域における主婦の現
状の景況感は厳しいことがわかった。
第2に、主婦の物価観は、引き続き
物価上昇を実感していることが見て
とれた。物価D.I.は62.8で、前回調査
より10.3ポイント上昇した。過去3年連
続で物価D.I.は低下していたが今回
調査では反転する結果となった。夏
から秋にかけての自然災害の影響
による野菜価格の高騰や、発電用燃
料価格の高騰に伴う電気料の値上
げなどが主婦の物価観に影響して
いるのではないかと考える。
第3に、主婦のリユース品の売買に

ついてまとめてみたい。スマホの急速
な普及に伴い、どこでも手軽にリユー
ス品の売買ができるようになってきて
いる。メルカリやラクマなどといったフ

リマアプリのＣＭを目にする機会も増
えてきた。今回の調査でも、近年リ
ユース品への関心がある人が増えた
と感じる主婦は5割を超え、実際に売
買経験がある主婦も半数に達し、主
婦にとってリユース品の売買は身近
なものとなってきていることが確認でき
た。リユース品の売買場所では「中古
品取扱店舗」が63.4％とトップであっ
たが、2位、3位はそれぞれ「フリマア
プリ」「オークションサイト」と非対面
チャネルが占めた。若い年代の主婦
ほど、非対面チャネルの回答率が高
く、スマホを活用していることがうかが
えた。買ったことがあるもの、売ったこ
とがあるものは、順位は違うものの上
位は「書籍・雑貨」「衣類」「ファッショ
ン小物」であった。リユース品を買う
理由はやはり「安く買いたい」がトップ
で金銭的な理由であった。一方、売
る理由のトップは「捨てるのがもった
いない」で、売ってお金を得ることより
も「捨てること」に抵抗感を感じて売る
主婦が多いとの結果となった。売って
得たお金の使い道は「生活費に使
う」がトップで、次に「自分のお小遣い
にする」であった。不要品を売って得
た臨時収入を自身の自由に使えるお
金にするという点も、リユース市場が
活性化している要因ではないだろう
か。現在、「フリマアプリ」など非対面
を使いリユース品を売買している主
婦は、若い年代が中心であるが、ス
マホが高い年代層にも急速に普及し
てきており、非対面チャネルを使ったリ
ユース品の市場は、今後、さらに拡大
していくのではないだろうか。

家計収入（全体）の推移図表7

家計収入（属性別）図表8

（１）調査時期：2018年11月12日～11月16日

（２）調査方法：OKB大垣共立銀行本支店（東京・大阪を除く）に来訪した主婦（＊1）

 791人にアンケート用紙を配布・回収

（３）有効回答数：786名（有効回答率99.4%）

（４）回答者属性

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳以上

岐阜県

愛知県

三重県

滋賀県

専業主婦

正社員・公務員・自営業

パートタイマー

内職・その他

年代

住所

就業形態

7.7%

15.1%

28.7%

29.9%

18.6%

56.4%

39.8%

2.0%

1.8%

13.3%

43.1%

41.3%

2.3%

（＊1）本調査における「主婦」とは、既婚女性で子どもの有無や就業形態は問わない。
（＊2）数値は四捨五入の関係で合計が100％にならない場合がある（以下同じ）。

増えた

全体
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳以上
岐阜県
愛知県
専業主婦
正社員等
パート

16.2
26.7
31.4
16.9
9.8
9.0
15.4
17.0
10.6
19.0
15.5

（▲4.1）
（▲7.2）
（▲7.4）
（▲4.8）
（▲2.5）
（▲1.5）
（▲2.7）
（▲5.9）
（▲8.0）
（▲5.3）
（▲1.1）

変わらない

55.5
58.3
47.5
60.0
63.2
41.4
53.3
58.7
51.0
56.8
57.0

（▲0.3）
（8.3）
（▲5.9）
（0.4）
（7.1）

（▲11.8）
（▲4.3）
（5.4）
（1.0）
（0.3）
（▲0.4）

減った

28.3
15.0
21.2
23.1
26.9
49.7
31.3
24.4
38.5
24.1
27.6

（4.4）
（▲1.1）
（13.4）
（4.4）
（▲4.7）
（13.4）
（7.0）
（0.6）
（7.1）
（4.9）
（1.6）

（%）

高くなった 変わらない 安くなった わからない

200 40 60 80 100
（%）

2018

2017

2016

2015

2014

（年）

83.5

74.9 22.6

72.4 23.6

53.4 42.1 3.6

3.6

14.6
0.3 1.7

0.1

0.4

0.9

1.0

2.3

主婦の景況感（属性別）図表2

良くなった 変わらない 悪くなった

全体
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳以上
岐阜県
愛知県
専業主婦
正社員等
パート

4.1
8.3
6.8
2.7
3.8
2.7
3.4
5.1
1.9
6.2
2.8

（▲3.5）
（▲7.5）
（▲2.7）
（▲1.2）
（▲4.1）
（▲5.4）
（▲2.8）
（▲4.8）
（▲5.9）
（▲4.3）
（▲1.9）

69.9
65.0
67.8
75.6
75.2
56.2
66.3
75.3
63.5
69.7
72.1

（▲0.4）
（1.8）
（▲8.9）
（▲3.2）
（9.6）
（▲4.8）
（▲2.6）
（3.6）
（▲2.2）
（1.1）
（▲0.9）

（3.5）
（8.0）
（5.0）
（3.0）
（▲3.0）
（11.4）
（4.8）
（0.4）
（12.2）
（1.3）
（2.9）

19.3
15.0
13.6
15.1
17.9
34.2
22.4
14.1
27.9
16.6
19.2

（0.4）
（▲2.3）
（6.7）
（1.5）
（▲2.5）
（▲1.3）
（0.6）
（0.6）
（▲4.1）
（1.7）
（▲0.1）

6.8
11.7
11.9
6.7
3.0
6.8
7.9
5.4
6.7
7.4
5.9

わからない
（%）

（＊）括弧内は、前年差を示す。

主婦の物価観（属性別）図表5

高くなった 変わらない 安くなった

全体
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳以上
岐阜県
愛知県
専業主婦
正社員等
パート

63.7
76.7
60.2
64.9
61.5
63.0
63.6
64.4
58.7
63.8
66.3

（10.3）
（27.6）
（9.3）
（5.6）
（11.5）
（9.3）
（12.6）
（8.7）
（9.7）
（7.9）
（15.5）

32.1
16.7
33.9
31.6
35.0
32.9
32.1
31.1
37.5
32.3
29.4

（▲10.0）
（▲23.7）
（▲11.8）
（▲4.8）
（▲11.8）
（▲7.8）
（▲11.8）
（▲9.3）
（▲8.6）
（▲7.3）
（▲16.1）

（0.1）
（1.7）

（▲0.9）
（0.0）
（0.1）
（0.5）
（0.0）
（0.3）

（▲1.0）
（▲0.6）
（0.9）

1.0
1.7
0.0
0.9
0.9
2.1
1.4
0.6
0.0
0.6
1.5

（▲0.4）
（▲5.5）
（3.3）

（▲0.8）
（0.2）

（▲2.0）
（▲0.8）
（0.3）

（▲0.1）
（0.0）

（▲0.3）

3.2
5.0
5.9
2.7
2.6
2.1
2.9
3.8
3.8
3.3
2.8

わからない
（%）

（＊）括弧内は、前年差を示す。 （＊）括弧内は、前年差を示す。
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ＯＫＢ総研では、毎年、岐阜・愛知・
三重・滋賀県に在住の主婦を対象に
「主婦の消費行動に関するアンケー
ト」を実施している。
日本経済が緩やかな回復を続けて
いる中で、この地域の主婦がどのよう
な消費行動をしているのか、以下で
その実態を明らかにしたい。

本調査の概要は以下のとおりである。

（1）主婦の景気判断
最初に、消費行動を左右する景況
感と物価観を概観する。

Ａ. 主婦の景況感

「現在（2018年）の景気は、1年前
と比べてどうなったと感じています
か」と尋ねたところ、「良くなった」が
全体の4.1％、「変わらない」が69.9％、
「悪くなった」が19.3％となった（図
表1）。前年と比べて「良くなった」が
3.5ポイント低下し、「悪くなった」が
3.5ポイント上昇した。全体として主

婦の景況感は悪化していることがう
かがえた。
年代別に見ると、全ての年代で「良

くなった」が低下した。また、50歳代
を除く全ての年代で「悪くなった」の
回答率が上昇し、特に「60歳以上」
では前年比10ポイント超の大幅上昇
であった。就業形態別では、「専業主
婦」で「悪くなった」の回答率が大きく
上昇した（図表2）。
景況D.I.（「良くなった」の回答率―

「悪くなった」の回答率）は▲15.2。前
年より7.0ポイント低下した（図表3）。

Ｂ. 主婦の物価観

「現在（2018年）の物価は、1年前と

比べてどうなったと感じていますか」
と尋ねたところ、「高くなった」が全体
の63 .7％、「変わらない」が32 .1％、
「安くなった」が1.0％となった（図表4）。
前年と比べて「高くなった」が10.3ポ
イント上昇し、「変わらない」が10.0ポ
イント低下した。
年代・住所・就業形態別に見ると、
全ての属性において「高くなった」の
回答率が上昇し「変わらない」が低

下した。前年と比べ物価上昇を実感
している主婦が増加している結果と
なった（図表5）。
物価D.I.（「高くなった」の回答率―

「安くなった」の回答率）は62.8。前回
調査から10.3ポイント上昇した（図表
6）。

（２）家計について
次に、家計の収支動向を見てみる。

Ａ. 家計の収入

「2018年の家計収入は、1年前と
比べてどうなりましたか」と尋ねたとこ
ろ、「増えた」が全体の16.2％、「変わ
らない」が55.5％、「減った」が28.3％
となった（図表7）。前年と比べて「増
えた」の回答率は4.1ポイント低下、
「減った」は4.4ポイント上昇した。家
計の収入悪化がうかがえる結果と
なった。

年代・住所・就業形態別に見ると、
全ての属性で「増えた」の回答率が
低下した。特に専業主婦では、「増え
た」が8.0ポイント減少し、「減った」が
7.1ポイント増加した（図表8）。

Ｂ. 家計の支出

一方、「2018年の家計支出は、1年
前と比べてどうなりましたか」と尋ねた
ところ、「増えた」が全体の63 . 6％、

「変わらない」が30.8％、「減った」が
5.6％となった（図表9）。前年と比べ
て「増えた」の回答率は1.5ポイント上
昇し、「減った」は0.2ポイント低下した。
年代別に見ると、家計支出が「増

えた」は30歳代と40歳代で前年より
それぞれ2.9ポイントと4.0ポイント低
下したものの、それ以外の年代では
上昇した。また、全ての年代で「増え
た」が5割を超えており、家計の支出

は増加していることがうかがえた（図
表10）。

Ｃ. 家計支出の費目別動向

それでは、家計支出の費目別の動
向はどうだろうか。以下に詳しく見て
みたい。
（a）支出増加費目／支出減少費目
「2018年の家計支出を考えたとき、
1年前より支出が増えた費目は何です

か（あてはまるもの全て選択）」と尋ね
たところ、｢食費｣が46.7％でトップで
あった。前年同様、今年も夏から秋に
かけ台風が相次いで上陸し、野菜な
どの食材価格が高騰したことも影響
しているのではないかと考える。2位
は「光熱・水道費」で、前年より6.3ポイ
ント上昇し27.9％であった。発電用燃
料価格の上昇に伴い、直近の1年間
で電気料が上昇していることが要因
であると考える。なお、2011年から7年
連続で3位以内に入っていた「交通・
通信費」は、前年より8.1ポイント低下
し24.0％で4位であった（図表11）。
年代別に見ると、「教育費」がトッ

プであった40歳代を除き、全ての年
代で「食費」がトップであった。「光
熱・水道費」は全ての年代で回答率
が上昇した。特に30歳代は18.9ポイ
ントと大幅に上昇した。一方、全体で

4位となった「交通・通信費」の回答
率は全ての年代で低下し、特に20歳
代では16.1ポイントも低下する結果と
なった（図表12）。
次に、「2018年の家計支出を考え

たとき、1年前より支出が減った費目
は何ですか（あてはまるもの全て選
択）」と尋ねたところ、トップは「レ
ジャー費」、2位は「衣料費」、3位は
「外食費」で昨年と同じ順位であっ
た（図表13）。
ところで今回の調査から回答項目
に「支出が減った費目はない」を追加
したところ、この項目の回答率が最も
高かった。3割強の主婦はどの費目も
減っていないことがわかった。
年代別に見ると、20歳代と50歳代

は「衣料費」、30歳代は「外食費」、40
歳代と60歳以上は「レジャー費」の
回答率が最も高くなった（図表14）。

（ｂ）今以上に切り詰めたい費目／
　  増やしたい費目
続いて、今後の消費についてどの

ように考えているのかを見てみたい。
「2018年の家計支出を考えたとき、
今以上に切り詰めたい費目は何で
すか（3つまで選択）」と尋ねたところ、
「光熱・水道費」が39.7％でトップと
なり、次に「食費」で38.2％、「外食
費」で22.5％となった（図表15）。前
年の調査で3位であった「交通・通
信費」は15.5％で、10.3ポイントの大
幅な低下となり順位を4位に落とした。
年代別に見ると、全ての年代で「光
熱・水道費」と「食費」が上位を占め
る結果となった。なお、20歳代は他
の年代に比べ「外食費」、「交通・通
信費」、「保険料」の回答率が大幅
に上昇した。
一方、「2018年の家計支出を考え

たとき、今以上に支出を増やしたい
費目は何ですか（3つまで選択）」と
尋ねたところ、「レジャー費」が37.9％
でトップとなり、次に「教養娯楽費」で
11.6％、「教育費」で11.5％となった
（図表16）。今回の調査から回答項
目に「増やしたい費目はない・特に考
えていない」を追加したところ、この
項目の回答率が最も高い結果となっ
た。（２）Ａ「家計収入」の質問項目で、
家計収入の悪化が見てとれることも
あり、主婦の節約志向がうかがえた。
（ｃ）高額商品の購入
次に、高額商品の購入状況につい

て見てみたい。
「2018年に1商品10万円以上する
高価な買い物（家族旅行を含む）を
しましたか」と尋ねたところ、「買い物
をした」は60.1％であった。次に「買い
物をした」と回答した人に「具体的に

どのような買い物をしたか」と尋ねた
ところ、「国内旅行」が39.2％でトップ
となった。次に「一般家電」で33.4％、
「自動車の購入・維持」で26.5％となっ
た（図表17）。
年代別に見ると、30歳代～50歳
代のトップは「国内旅行」で、20歳代
と60歳以上は「一般家電」であった
（図表18）。

Ｄ. 家計管理の工夫について

それでは、主婦はどのように家計
管理を工夫しているのだろうか。
「あなたは家計を管理する中で、工
夫していることは何ですか（あてはま
るもの全て選択）」と尋ねたところ、「ポ
イント・クーポン・割引券等を活用す
る」が62.2％でトップであった。次に「特
売品・安価商品を購入する」で52.6％、
「必要なものだけを購入する」で

45.2％となった（図表19）。下位の項目
でも回答率が20％前後となっているこ
とから、主婦は家計管理において様々
な工夫を行っており、必要に応じて使
い分けしていることが見てとれた。
年代別に見ると、20歳代～50歳代

は「ポイント・クーポン・割引券等を活
用する」がトップで、2位は「特売品・
安価商品を購入する」であったが、
60歳以上は「必要なものだけを購入
する」がトップで、2位が「特売品・安
価商品を購入する」であった（図表
20）。60歳以上は他の年代でトップで
あった「ポイント・クーポン・割引券等
を活用する」の回答率が低いことが
見てとれた。このことから、若い年代
の主婦の家計管理の工夫は、お値
打ちに買い物をするための工夫が上
位となっているのに対し、60歳以上は、
必要でないものは購入しないことが

家計管理の工夫として上位となって
いることがわかった。
 

Ｅ. 買物場所について

では、主婦は実際に商品を購入す
る場所をどのように選択し、利用して
いるのであろうか。
（ａ）買物場所の選択基準
まず、「あなたが買物場所を選択す

るにあたり、重視する点は何ですか（3
つまで選択）」と尋ねたところ、「価格」
が72.3％でトップであった。次に「品
揃え」で50.4％、「品質」で48.2％と
なった（図表21）。
上位３項目について、前回調査か

ら「品揃え」と「品質」の順位が入れ替
わったものの、回答率には大きな増減
は見られなかった。

（ｂ）買物場所の利用頻度
次に、実際に主婦はどのような店を

利用しているのであろうか。
図表22は、主婦の買物場所（11業
態）の利用頻度を1年間の平均利用
回数に換算した結果である。
主婦が最もよく利用する店は従来

通り「スーパー」で、およそ2.6日に1度
（年間143.1回）の頻度で利用されて

いた。次に、「コンビニエンスストア」
で5.1日に1度、「ドラッグストア」で6.6
日に1度となっている。「ドラッグスト
ア」の利用頻度は、週一回以上と
なっており、2位の「コンビニエンスス
トア」のそれに年々近づいてきている。
経済産業省の「商業動態統計月
報（平成30年10月分）」によると、愛
知県と岐阜県で営業するドラッグスト
アの店舗数は、平成29年10月の
1 , 2 8 6店舗から平成30年10月の
1,359店舗へと73店舗増加している。
近年のドラッグストアは、薬だけでなく
日用品や食料品も安く買うことができ
るため、主婦にとってはスーパーの

第２1回「主婦の消費行動に関する
　　　 アンケート」結果

はじめに1 定例調査3

調査概要2

代替としてドラッグストアの利用が進
んでいるのではないかと考える。

「平成27年度使用済製品等のリ
ユース促進事業報告書」（環境省）
によると、平成27年度のリユースの
国内市場規模（自動車・バイク除く）
は1兆1千億円となっている。近年、
スマートフォン（以下、スマホ）の急速
な普及に伴い、どこでも手軽にリ
ユース品の売買ができるようになり、

メルカリやラクマなどといったフリマ
アプリのＣＭを目にする機会も増え
てきた。
そこで、今回の時事調査では、主
婦のリユース品の売買状況などにつ
いて調査を行った。

（1）リユース品への関心
はじめに、「近年、あなたの周りにリ
ユース品の売買に関心がある人が
増えたと感じますか」と尋ねたところ、
「感じる」が54 .6％、「感じない」が
13.3％、「わからない・興味がない」が
32.1％となった（図表23）。半数以上
の回答者は、リユース品の売買に関

心がある人が周りに増えたと感じて
いることがわかった。

（２）リユース品の売買経験
次に、「あなたは、リユース品を買っ

たり、売ったりしたことはありますか」と
尋ねたところ、「ある」と「ない」の回答
率は同じで50.0％であった（図表24）。
半数の回答者は、リユース品の売買
経験があるという結果となった。
リユース品の売買経験を年代別に
見ると、売買経験が「ある」と回答した
割合が最も高かった年代は30歳代
で72.6％であった。一方、「ある」と回
答した割合が最も低かった年代は60

歳以上で31.9％であった（図表25）。
30歳代を中心に若い年代の方が、

リユース品の売買経験のある割合が
高いという結果となった。

（3）リユース品の売買場所
前問で、リユース品の売買経験が

「ある」と回答した主婦に「あなたは、
リユース品をどこで買ったり売ったり
しますか（あてはまるもの全て選択）」
と尋ねたところ、「中古品取扱店舗
（古本屋、古着屋など）」が63.4％と
トップとなり、次に「フリマアプリ（メルカ
リ、ラクマなど）」で35.2％、「オークショ
ンサイト（ヤフオク！など）」で19.4％と

なった（図表26）。
年代別に見ると、20歳代、30歳代の

トップは「フリマアプリ」で、40歳代以上
は「中古品取扱店舗」となった（図表27）。
若い年代では、スマホやパソコンと

いった非対面チャネルを活用した「フ
リマアプリ」の回答率が高いのに対し
て、40歳代以上では、対面チャネルで
ある「中古品取扱店舗」の回答率が
高いという異なる結果が見られた。
次に、売買場所の回答項目について
非対面チャネル（「オークションサイト」
「フリマアプリ」「中古品通販サイト」）を
「ネット」、対面チャネル（「中古品取扱店
舗」「フリーマーケット」「知人間での直

接やり取り」）を「リアル」と定義し、を
「ネットのみ」、「リアルのみ」と回答した主
婦の割合（ネットとリアル両方の回答者
は除く）を年代別に見てみた（図表28）。
その結果、40歳代以上では、「リア

ルのみ」の回答が「ネットのみ」の回答
を大きく上回る結果となった。一方、
20歳代、30歳代では「ネットのみ」が
「リアルのみ」を上回った。特に20歳
代では、「ネットのみ」と回答した主婦
が半数近くに上った。このことから、若
い年代の主婦は、リユース品の売買
でも「ネット」（スマホ）を積極的に利用
し、高い年代の主婦に比べて「リア
ル」を利用していないことがわかった。

（4）売買したことのある
　  リユース品
次に、リユース品の売買経験が「あ

る」と回答した主婦に「あなたが、リ
ユース品を買ったり売ったりしたこと
があるものは何ですか（あてはまるも
の全て選択）」と尋ねた。
買ったことがあるリユース品は「書
籍・雑誌」が46.6％とトップであった。
次に「衣類」が42.9％、「ファッション小
物（鞄・靴・アクセサリーなど）」が
17.9％と続いた（図表29）。
売ったことがあるリユース品は「衣
類」が66.8％とトップであった。次に
「書籍・雑誌」が50.8％、「ファッション

小物」が31.1％となった。
順位は異なるものの、上位3品目は
売買ともに「書籍・雑誌」、「衣類」、
「ファッション小物」であった。また、大
半のリユース品で、“買ったことがあ
る”より“売ったことがある”の回答率
が高い結果となった。特に、「衣類」と
「ファッション小物」は“売ったことがあ
る”と “買ったことがある”の回答差が
それぞれ23.9ポイント、13.2ポイント
と大きかった。
買ったことがあるリユース品を年代
別に見ると、「衣類」は30歳代、40歳
代、「書籍・雑誌」は30歳代以外で
トップであった（図表30）。　

30歳代は他の年代と比べ「育児・
ベビー用品」や「おもちゃ・ホビー・カ
ルチャー」の回答率が高く、子育てに
リユース品を活用していることがうか
がえた。
売ったことがあるリユース品を年
代別に見ると、全ての年代で「衣類」
がトップで、2位は「書籍・雑誌」で
あった。3位は30歳代を除き「ファッ
ション小物」で、30歳代の3位は「育
児・ベビー用品」となった（図表31）。
30歳代は買ったことがあるリユー

ス品と同様に、「育児・ベビー用品」
の回答率が他の年代に比べ高い結
果となった。

（５）リユース品を買う理由
次に、リユース品を買ったことが

「ある」と回答した主婦に、「リユース
品を買う理由は何ですか（あてはま
るもの全て選択）」と尋ねたところ、
「安く買いたい」がトップで62.7％で
あった。次に「掘り出し物がある」が
40.1％、「新品を買うのはもったいな
い」が28.0％と続いた（図表32）。や
はり「安く買いたい」という動機がリ
ユース品を買う大きな動機になった。
その一方で、「掘り出し物」や「新品
で買うほどではないもの」にもリユー
ス品としてのニーズが高いようだ。
リユース品を買う理由について年

代別に見ると、60歳以上は「掘り出し
物がある」、その他の年代では「安く
買いたい」がトップであった（図表33）。
20歳代、30歳代は「安く買いたい」の
回答率が80％前後と他の年代に比
べて高く、「安く買いたい」ためにリユー
ス品を購入する傾向が見てとれた。

（6）リユース品を売る理由
次に、リユース品を売ったことが

「ある」と回答した主婦に「リユース品
を売る理由は何ですか（あてはまる
もの全て選択）」と尋ねたところ、「捨
てるのがもったいない」がトップで
76.2％であった。次に「お金が欲し

い」が32.7％、「資源の有効活用」が
31.5％となった（図表34）。不要となっ
たものでも「捨てること」に抵抗を感じ
ている主婦が多い結果が見てとれた。
リユース品を売る理由について年
代別に見ると、全ての年代で「捨てる
のがもったいない」がトップであった。
また、20歳代では同率で「お金が欲し
い」もトップであった。2位は30歳代、
40歳代では「お金が欲しい」、50歳代、
60歳以上は「資源の有効活用」で
あった（図表35）。年代を問わず「捨
てるのがもったいない」という理由は
共通している一方で、若い年代では
資金調達の手段として、50歳代以上
ではリサイクルの手段としてリユース
品を売っているようだ。

（7）売って得たお金の使い道
最後に、リユース品を売ったことが

「ある」と回答した主婦に「リユース品を
売って得たお金の使い道は何ですか
（あてはまるもの全て選択）」と尋ねたと
ころ、「生活費に使う」がトップで48.3％
となった。次に「自分のお小遣いにする」
が33.4％、「買い替える・違う商品を購
入する」が31.0％であった（図表36）。
売って得たお金の使い道を年代
別に見ると、20歳代は「自分のお小遣
いにする」、その他の年代では「生活
費に使う」がトップであった（図表37）。
リユース品を売って得たお金につ
いて、半数の主婦は生活費に充当し
ているようだ。一方で、20歳代は「貯
める」の回答率が他の年代に比べて
高かった。
また、「自分のお小遣いにする」とい

う回答率も高く、不要品を売って得た
臨時収入を自身の自由に使えるお金

にするという点も、リユース市場の活
性化に繋がっているものと思われる。

今回の調査結果から明らかになっ
た主婦の消費行動及びリユース品の
売買について、以下の3点にまとめて
みたい。
第1に、主婦の景況感は、総じて悪
化していることが見てとれた。前回の
調査では20歳代と30歳代の若い年
代で改善が見られたが、今回の調査
では、「良くなった」の回答が全年代
で低下する結果となった。また、主婦
の景況D.I.も▲15.2となり、前回より7.0
ポイント低下した。内閣府が行ってい
る景気ウォッチャー調査（平成30年12
月調査）においても、東海地域の景気
の現状判断D.I.は悪化を示す結果が
出ており、当地域における主婦の現
状の景況感は厳しいことがわかった。
第2に、主婦の物価観は、引き続き
物価上昇を実感していることが見て
とれた。物価D.I.は62.8で、前回調査
より10.3ポイント上昇した。過去3年連
続で物価D.I.は低下していたが今回
調査では反転する結果となった。夏
から秋にかけての自然災害の影響
による野菜価格の高騰や、発電用燃
料価格の高騰に伴う電気料の値上
げなどが主婦の物価観に影響して
いるのではないかと考える。
第3に、主婦のリユース品の売買に

ついてまとめてみたい。スマホの急速
な普及に伴い、どこでも手軽にリユー
ス品の売買ができるようになってきて
いる。メルカリやラクマなどといったフ

リマアプリのＣＭを目にする機会も増
えてきた。今回の調査でも、近年リ
ユース品への関心がある人が増えた
と感じる主婦は5割を超え、実際に売
買経験がある主婦も半数に達し、主
婦にとってリユース品の売買は身近
なものとなってきていることが確認でき
た。リユース品の売買場所では「中古
品取扱店舗」が63.4％とトップであっ
たが、2位、3位はそれぞれ「フリマア
プリ」「オークションサイト」と非対面
チャネルが占めた。若い年代の主婦
ほど、非対面チャネルの回答率が高
く、スマホを活用していることがうかが
えた。買ったことがあるもの、売ったこ
とがあるものは、順位は違うものの上
位は「書籍・雑貨」「衣類」「ファッショ
ン小物」であった。リユース品を買う
理由はやはり「安く買いたい」がトップ
で金銭的な理由であった。一方、売
る理由のトップは「捨てるのがもった
いない」で、売ってお金を得ることより
も「捨てること」に抵抗感を感じて売る
主婦が多いとの結果となった。売って
得たお金の使い道は「生活費に使
う」がトップで、次に「自分のお小遣い
にする」であった。不要品を売って得
た臨時収入を自身の自由に使えるお
金にするという点も、リユース市場が
活性化している要因ではないだろう
か。現在、「フリマアプリ」など非対面
を使いリユース品を売買している主
婦は、若い年代が中心であるが、ス
マホが高い年代層にも急速に普及し
てきており、非対面チャネルを使ったリ
ユース品の市場は、今後、さらに拡大
していくのではないだろうか。

家計収入（全体）の推移図表7

家計収入（属性別）図表8

（１）調査時期：2018年11月12日～11月16日

（２）調査方法：OKB大垣共立銀行本支店（東京・大阪を除く）に来訪した主婦（＊1）

 791人にアンケート用紙を配布・回収

（３）有効回答数：786名（有効回答率99.4%）

（４）回答者属性

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳以上

岐阜県

愛知県

三重県

滋賀県

専業主婦

正社員・公務員・自営業

パートタイマー

内職・その他

年代

住所

就業形態

7.7%

15.1%

28.7%

29.9%

18.6%

56.4%

39.8%

2.0%

1.8%

13.3%

43.1%

41.3%

2.3%

（＊1）本調査における「主婦」とは、既婚女性で子どもの有無や就業形態は問わない。
（＊2）数値は四捨五入の関係で合計が100％にならない場合がある（以下同じ）。

増えた

全体
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳以上
岐阜県
愛知県
専業主婦
正社員等
パート

16.2
26.7
31.4
16.9
9.8
9.0
15.4
17.0
10.6
19.0
15.5

（▲4.1）
（▲7.2）
（▲7.4）
（▲4.8）
（▲2.5）
（▲1.5）
（▲2.7）
（▲5.9）
（▲8.0）
（▲5.3）
（▲1.1）

変わらない

55.5
58.3
47.5
60.0
63.2
41.4
53.3
58.7
51.0
56.8
57.0

（▲0.3）
（8.3）
（▲5.9）
（0.4）
（7.1）

（▲11.8）
（▲4.3）
（5.4）
（1.0）
（0.3）
（▲0.4）

減った

28.3
15.0
21.2
23.1
26.9
49.7
31.3
24.4
38.5
24.1
27.6

（4.4）
（▲1.1）
（13.4）
（4.4）
（▲4.7）
（13.4）
（7.0）
（0.6）
（7.1）
（4.9）
（1.6）

（%）

高くなった 変わらない 安くなった わからない

200 40 60 80 100
（%）

2018

2017

2016

2015

2014

（年）

83.5

74.9 22.6

72.4 23.6

53.4 42.1 3.6

3.6

14.6
0.3 1.7

0.1

0.4

0.9

1.0

2.3

主婦の景況感（属性別）図表2

良くなった 変わらない 悪くなった

全体
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳以上
岐阜県
愛知県
専業主婦
正社員等
パート

4.1
8.3
6.8
2.7
3.8
2.7
3.4
5.1
1.9
6.2
2.8

（▲3.5）
（▲7.5）
（▲2.7）
（▲1.2）
（▲4.1）
（▲5.4）
（▲2.8）
（▲4.8）
（▲5.9）
（▲4.3）
（▲1.9）

69.9
65.0
67.8
75.6
75.2
56.2
66.3
75.3
63.5
69.7
72.1

（▲0.4）
（1.8）
（▲8.9）
（▲3.2）
（9.6）
（▲4.8）
（▲2.6）
（3.6）
（▲2.2）
（1.1）
（▲0.9）

（3.5）
（8.0）
（5.0）
（3.0）
（▲3.0）
（11.4）
（4.8）
（0.4）
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19.3
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13.6
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27.9
16.6
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（0.4）
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（1.5）
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（▲1.3）
（0.6）
（0.6）
（▲4.1）
（1.7）
（▲0.1）

6.8
11.7
11.9
6.7
3.0
6.8
7.9
5.4
6.7
7.4
5.9

わからない
（%）

（＊）括弧内は、前年差を示す。

主婦の物価観（属性別）図表5

高くなった 変わらない 安くなった

全体
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳以上
岐阜県
愛知県
専業主婦
正社員等
パート

63.7
76.7
60.2
64.9
61.5
63.0
63.6
64.4
58.7
63.8
66.3

（10.3）
（27.6）
（9.3）
（5.6）
（11.5）
（9.3）
（12.6）
（8.7）
（9.7）
（7.9）
（15.5）

32.1
16.7
33.9
31.6
35.0
32.9
32.1
31.1
37.5
32.3
29.4

（▲10.0）
（▲23.7）
（▲11.8）
（▲4.8）
（▲11.8）
（▲7.8）
（▲11.8）
（▲9.3）
（▲8.6）
（▲7.3）
（▲16.1）

（0.1）
（1.7）

（▲0.9）
（0.0）
（0.1）
（0.5）
（0.0）
（0.3）

（▲1.0）
（▲0.6）
（0.9）

1.0
1.7
0.0
0.9
0.9
2.1
1.4
0.6
0.0
0.6
1.5

（▲0.4）
（▲5.5）
（3.3）

（▲0.8）
（0.2）

（▲2.0）
（▲0.8）
（0.3）

（▲0.1）
（0.0）

（▲0.3）

3.2
5.0
5.9
2.7
2.6
2.1
2.9
3.8
3.8
3.3
2.8

わからない
（%）

（＊）括弧内は、前年差を示す。 （＊）括弧内は、前年差を示す。

主婦の景況Ｄ．Ｉ．の推移図表3 主婦の物価Ｄ．Ｉ．の推移図表6
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ＯＫＢ総研では、毎年、岐阜・愛知・
三重・滋賀県に在住の主婦を対象に
「主婦の消費行動に関するアンケー
ト」を実施している。
日本経済が緩やかな回復を続けて
いる中で、この地域の主婦がどのよう
な消費行動をしているのか、以下で
その実態を明らかにしたい。

本調査の概要は以下のとおりである。

（1）主婦の景気判断
最初に、消費行動を左右する景況
感と物価観を概観する。

Ａ. 主婦の景況感

「現在（2018年）の景気は、1年前
と比べてどうなったと感じています
か」と尋ねたところ、「良くなった」が
全体の4.1％、「変わらない」が69.9％、
「悪くなった」が19.3％となった（図
表1）。前年と比べて「良くなった」が
3.5ポイント低下し、「悪くなった」が
3.5ポイント上昇した。全体として主

婦の景況感は悪化していることがう
かがえた。
年代別に見ると、全ての年代で「良

くなった」が低下した。また、50歳代
を除く全ての年代で「悪くなった」の
回答率が上昇し、特に「60歳以上」
では前年比10ポイント超の大幅上昇
であった。就業形態別では、「専業主
婦」で「悪くなった」の回答率が大きく
上昇した（図表2）。
景況D.I.（「良くなった」の回答率―

「悪くなった」の回答率）は▲15.2。前
年より7.0ポイント低下した（図表3）。

Ｂ. 主婦の物価観

「現在（2018年）の物価は、1年前と

比べてどうなったと感じていますか」
と尋ねたところ、「高くなった」が全体
の63 .7％、「変わらない」が32 .1％、
「安くなった」が1.0％となった（図表4）。
前年と比べて「高くなった」が10.3ポ
イント上昇し、「変わらない」が10.0ポ
イント低下した。
年代・住所・就業形態別に見ると、
全ての属性において「高くなった」の
回答率が上昇し「変わらない」が低

下した。前年と比べ物価上昇を実感
している主婦が増加している結果と
なった（図表5）。
物価D.I.（「高くなった」の回答率―

「安くなった」の回答率）は62.8。前回
調査から10.3ポイント上昇した（図表
6）。

（２）家計について
次に、家計の収支動向を見てみる。

Ａ. 家計の収入

「2018年の家計収入は、1年前と
比べてどうなりましたか」と尋ねたとこ
ろ、「増えた」が全体の16.2％、「変わ
らない」が55.5％、「減った」が28.3％
となった（図表7）。前年と比べて「増
えた」の回答率は4.1ポイント低下、
「減った」は4.4ポイント上昇した。家
計の収入悪化がうかがえる結果と
なった。

年代・住所・就業形態別に見ると、
全ての属性で「増えた」の回答率が
低下した。特に専業主婦では、「増え
た」が8.0ポイント減少し、「減った」が
7.1ポイント増加した（図表8）。

Ｂ. 家計の支出

一方、「2018年の家計支出は、1年
前と比べてどうなりましたか」と尋ねた
ところ、「増えた」が全体の63 . 6％、

「変わらない」が30.8％、「減った」が
5.6％となった（図表9）。前年と比べ
て「増えた」の回答率は1.5ポイント上
昇し、「減った」は0.2ポイント低下した。
年代別に見ると、家計支出が「増

えた」は30歳代と40歳代で前年より
それぞれ2.9ポイントと4.0ポイント低
下したものの、それ以外の年代では
上昇した。また、全ての年代で「増え
た」が5割を超えており、家計の支出

は増加していることがうかがえた（図
表10）。

Ｃ. 家計支出の費目別動向

それでは、家計支出の費目別の動
向はどうだろうか。以下に詳しく見て
みたい。
（a）支出増加費目／支出減少費目
「2018年の家計支出を考えたとき、
1年前より支出が増えた費目は何です

か（あてはまるもの全て選択）」と尋ね
たところ、｢食費｣が46.7％でトップで
あった。前年同様、今年も夏から秋に
かけ台風が相次いで上陸し、野菜な
どの食材価格が高騰したことも影響
しているのではないかと考える。2位
は「光熱・水道費」で、前年より6.3ポイ
ント上昇し27.9％であった。発電用燃
料価格の上昇に伴い、直近の1年間
で電気料が上昇していることが要因
であると考える。なお、2011年から7年
連続で3位以内に入っていた「交通・
通信費」は、前年より8.1ポイント低下
し24.0％で4位であった（図表11）。
年代別に見ると、「教育費」がトッ

プであった40歳代を除き、全ての年
代で「食費」がトップであった。「光
熱・水道費」は全ての年代で回答率
が上昇した。特に30歳代は18.9ポイ
ントと大幅に上昇した。一方、全体で

4位となった「交通・通信費」の回答
率は全ての年代で低下し、特に20歳
代では16.1ポイントも低下する結果と
なった（図表12）。
次に、「2018年の家計支出を考え

たとき、1年前より支出が減った費目
は何ですか（あてはまるもの全て選
択）」と尋ねたところ、トップは「レ
ジャー費」、2位は「衣料費」、3位は
「外食費」で昨年と同じ順位であっ
た（図表13）。
ところで今回の調査から回答項目
に「支出が減った費目はない」を追加
したところ、この項目の回答率が最も
高かった。3割強の主婦はどの費目も
減っていないことがわかった。
年代別に見ると、20歳代と50歳代

は「衣料費」、30歳代は「外食費」、40
歳代と60歳以上は「レジャー費」の
回答率が最も高くなった（図表14）。

（ｂ）今以上に切り詰めたい費目／
　  増やしたい費目
続いて、今後の消費についてどの

ように考えているのかを見てみたい。
「2018年の家計支出を考えたとき、
今以上に切り詰めたい費目は何で
すか（3つまで選択）」と尋ねたところ、
「光熱・水道費」が39.7％でトップと
なり、次に「食費」で38.2％、「外食
費」で22.5％となった（図表15）。前
年の調査で3位であった「交通・通
信費」は15.5％で、10.3ポイントの大
幅な低下となり順位を4位に落とした。
年代別に見ると、全ての年代で「光
熱・水道費」と「食費」が上位を占め
る結果となった。なお、20歳代は他
の年代に比べ「外食費」、「交通・通
信費」、「保険料」の回答率が大幅
に上昇した。
一方、「2018年の家計支出を考え

たとき、今以上に支出を増やしたい
費目は何ですか（3つまで選択）」と
尋ねたところ、「レジャー費」が37.9％
でトップとなり、次に「教養娯楽費」で
11.6％、「教育費」で11.5％となった
（図表16）。今回の調査から回答項
目に「増やしたい費目はない・特に考
えていない」を追加したところ、この
項目の回答率が最も高い結果となっ
た。（２）Ａ「家計収入」の質問項目で、
家計収入の悪化が見てとれることも
あり、主婦の節約志向がうかがえた。
（ｃ）高額商品の購入
次に、高額商品の購入状況につい

て見てみたい。
「2018年に1商品10万円以上する
高価な買い物（家族旅行を含む）を
しましたか」と尋ねたところ、「買い物
をした」は60.1％であった。次に「買い
物をした」と回答した人に「具体的に

どのような買い物をしたか」と尋ねた
ところ、「国内旅行」が39.2％でトップ
となった。次に「一般家電」で33.4％、
「自動車の購入・維持」で26.5％となっ
た（図表17）。
年代別に見ると、30歳代～50歳
代のトップは「国内旅行」で、20歳代
と60歳以上は「一般家電」であった
（図表18）。

Ｄ. 家計管理の工夫について

それでは、主婦はどのように家計
管理を工夫しているのだろうか。
「あなたは家計を管理する中で、工
夫していることは何ですか（あてはま
るもの全て選択）」と尋ねたところ、「ポ
イント・クーポン・割引券等を活用す
る」が62.2％でトップであった。次に「特
売品・安価商品を購入する」で52.6％、
「必要なものだけを購入する」で

45.2％となった（図表19）。下位の項目
でも回答率が20％前後となっているこ
とから、主婦は家計管理において様々
な工夫を行っており、必要に応じて使
い分けしていることが見てとれた。
年代別に見ると、20歳代～50歳代

は「ポイント・クーポン・割引券等を活
用する」がトップで、2位は「特売品・
安価商品を購入する」であったが、
60歳以上は「必要なものだけを購入
する」がトップで、2位が「特売品・安
価商品を購入する」であった（図表
20）。60歳以上は他の年代でトップで
あった「ポイント・クーポン・割引券等
を活用する」の回答率が低いことが
見てとれた。このことから、若い年代
の主婦の家計管理の工夫は、お値
打ちに買い物をするための工夫が上
位となっているのに対し、60歳以上は、
必要でないものは購入しないことが

家計管理の工夫として上位となって
いることがわかった。
 

Ｅ. 買物場所について

では、主婦は実際に商品を購入す
る場所をどのように選択し、利用して
いるのであろうか。
（ａ）買物場所の選択基準
まず、「あなたが買物場所を選択す

るにあたり、重視する点は何ですか（3
つまで選択）」と尋ねたところ、「価格」
が72.3％でトップであった。次に「品
揃え」で50.4％、「品質」で48.2％と
なった（図表21）。
上位３項目について、前回調査か

ら「品揃え」と「品質」の順位が入れ替
わったものの、回答率には大きな増減
は見られなかった。

（ｂ）買物場所の利用頻度
次に、実際に主婦はどのような店を

利用しているのであろうか。
図表22は、主婦の買物場所（11業
態）の利用頻度を1年間の平均利用
回数に換算した結果である。
主婦が最もよく利用する店は従来

通り「スーパー」で、およそ2.6日に1度
（年間143.1回）の頻度で利用されて

いた。次に、「コンビニエンスストア」
で5.1日に1度、「ドラッグストア」で6.6
日に1度となっている。「ドラッグスト
ア」の利用頻度は、週一回以上と
なっており、2位の「コンビニエンスス
トア」のそれに年々近づいてきている。
経済産業省の「商業動態統計月
報（平成30年10月分）」によると、愛
知県と岐阜県で営業するドラッグスト
アの店舗数は、平成29年10月の
1 , 2 8 6店舗から平成30年10月の
1,359店舗へと73店舗増加している。
近年のドラッグストアは、薬だけでなく
日用品や食料品も安く買うことができ
るため、主婦にとってはスーパーの

代替としてドラッグストアの利用が進
んでいるのではないかと考える。

「平成27年度使用済製品等のリ
ユース促進事業報告書」（環境省）
によると、平成27年度のリユースの
国内市場規模（自動車・バイク除く）
は1兆1千億円となっている。近年、
スマートフォン（以下、スマホ）の急速
な普及に伴い、どこでも手軽にリ
ユース品の売買ができるようになり、

メルカリやラクマなどといったフリマ
アプリのＣＭを目にする機会も増え
てきた。
そこで、今回の時事調査では、主
婦のリユース品の売買状況などにつ
いて調査を行った。

（1）リユース品への関心
はじめに、「近年、あなたの周りにリ
ユース品の売買に関心がある人が
増えたと感じますか」と尋ねたところ、
「感じる」が54 .6％、「感じない」が
13.3％、「わからない・興味がない」が
32.1％となった（図表23）。半数以上
の回答者は、リユース品の売買に関

心がある人が周りに増えたと感じて
いることがわかった。

（２）リユース品の売買経験
次に、「あなたは、リユース品を買っ

たり、売ったりしたことはありますか」と
尋ねたところ、「ある」と「ない」の回答
率は同じで50.0％であった（図表24）。
半数の回答者は、リユース品の売買
経験があるという結果となった。
リユース品の売買経験を年代別に
見ると、売買経験が「ある」と回答した
割合が最も高かった年代は30歳代
で72.6％であった。一方、「ある」と回
答した割合が最も低かった年代は60

歳以上で31.9％であった（図表25）。
30歳代を中心に若い年代の方が、

リユース品の売買経験のある割合が
高いという結果となった。

（3）リユース品の売買場所
前問で、リユース品の売買経験が

「ある」と回答した主婦に「あなたは、
リユース品をどこで買ったり売ったり
しますか（あてはまるもの全て選択）」
と尋ねたところ、「中古品取扱店舗
（古本屋、古着屋など）」が63.4％と
トップとなり、次に「フリマアプリ（メルカ
リ、ラクマなど）」で35.2％、「オークショ
ンサイト（ヤフオク！など）」で19.4％と

なった（図表26）。
年代別に見ると、20歳代、30歳代の

トップは「フリマアプリ」で、40歳代以上
は「中古品取扱店舗」となった（図表27）。
若い年代では、スマホやパソコンと

いった非対面チャネルを活用した「フ
リマアプリ」の回答率が高いのに対し
て、40歳代以上では、対面チャネルで
ある「中古品取扱店舗」の回答率が
高いという異なる結果が見られた。
次に、売買場所の回答項目について
非対面チャネル（「オークションサイト」
「フリマアプリ」「中古品通販サイト」）を
「ネット」、対面チャネル（「中古品取扱店
舗」「フリーマーケット」「知人間での直

接やり取り」）を「リアル」と定義し、を
「ネットのみ」、「リアルのみ」と回答した主
婦の割合（ネットとリアル両方の回答者
は除く）を年代別に見てみた（図表28）。
その結果、40歳代以上では、「リア

ルのみ」の回答が「ネットのみ」の回答
を大きく上回る結果となった。一方、
20歳代、30歳代では「ネットのみ」が
「リアルのみ」を上回った。特に20歳
代では、「ネットのみ」と回答した主婦
が半数近くに上った。このことから、若
い年代の主婦は、リユース品の売買
でも「ネット」（スマホ）を積極的に利用
し、高い年代の主婦に比べて「リア
ル」を利用していないことがわかった。

（4）売買したことのある
　  リユース品
次に、リユース品の売買経験が「あ

る」と回答した主婦に「あなたが、リ
ユース品を買ったり売ったりしたこと
があるものは何ですか（あてはまるも
の全て選択）」と尋ねた。
買ったことがあるリユース品は「書
籍・雑誌」が46.6％とトップであった。
次に「衣類」が42.9％、「ファッション小
物（鞄・靴・アクセサリーなど）」が
17.9％と続いた（図表29）。
売ったことがあるリユース品は「衣
類」が66.8％とトップであった。次に
「書籍・雑誌」が50.8％、「ファッション

小物」が31.1％となった。
順位は異なるものの、上位3品目は
売買ともに「書籍・雑誌」、「衣類」、
「ファッション小物」であった。また、大
半のリユース品で、“買ったことがあ
る”より“売ったことがある”の回答率
が高い結果となった。特に、「衣類」と
「ファッション小物」は“売ったことがあ
る”と “買ったことがある”の回答差が
それぞれ23.9ポイント、13.2ポイント
と大きかった。
買ったことがあるリユース品を年代
別に見ると、「衣類」は30歳代、40歳
代、「書籍・雑誌」は30歳代以外で
トップであった（図表30）。　

30歳代は他の年代と比べ「育児・
ベビー用品」や「おもちゃ・ホビー・カ
ルチャー」の回答率が高く、子育てに
リユース品を活用していることがうか
がえた。
売ったことがあるリユース品を年
代別に見ると、全ての年代で「衣類」
がトップで、2位は「書籍・雑誌」で
あった。3位は30歳代を除き「ファッ
ション小物」で、30歳代の3位は「育
児・ベビー用品」となった（図表31）。
30歳代は買ったことがあるリユー

ス品と同様に、「育児・ベビー用品」
の回答率が他の年代に比べ高い結
果となった。

（５）リユース品を買う理由
次に、リユース品を買ったことが

「ある」と回答した主婦に、「リユース
品を買う理由は何ですか（あてはま
るもの全て選択）」と尋ねたところ、
「安く買いたい」がトップで62.7％で
あった。次に「掘り出し物がある」が
40.1％、「新品を買うのはもったいな
い」が28.0％と続いた（図表32）。や
はり「安く買いたい」という動機がリ
ユース品を買う大きな動機になった。
その一方で、「掘り出し物」や「新品
で買うほどではないもの」にもリユー
ス品としてのニーズが高いようだ。
リユース品を買う理由について年

代別に見ると、60歳以上は「掘り出し
物がある」、その他の年代では「安く
買いたい」がトップであった（図表33）。
20歳代、30歳代は「安く買いたい」の
回答率が80％前後と他の年代に比
べて高く、「安く買いたい」ためにリユー
ス品を購入する傾向が見てとれた。

（6）リユース品を売る理由
次に、リユース品を売ったことが

「ある」と回答した主婦に「リユース品
を売る理由は何ですか（あてはまる
もの全て選択）」と尋ねたところ、「捨
てるのがもったいない」がトップで
76.2％であった。次に「お金が欲し

い」が32.7％、「資源の有効活用」が
31.5％となった（図表34）。不要となっ
たものでも「捨てること」に抵抗を感じ
ている主婦が多い結果が見てとれた。
リユース品を売る理由について年
代別に見ると、全ての年代で「捨てる
のがもったいない」がトップであった。
また、20歳代では同率で「お金が欲し
い」もトップであった。2位は30歳代、
40歳代では「お金が欲しい」、50歳代、
60歳以上は「資源の有効活用」で
あった（図表35）。年代を問わず「捨
てるのがもったいない」という理由は
共通している一方で、若い年代では
資金調達の手段として、50歳代以上
ではリサイクルの手段としてリユース
品を売っているようだ。

（7）売って得たお金の使い道
最後に、リユース品を売ったことが

「ある」と回答した主婦に「リユース品を
売って得たお金の使い道は何ですか
（あてはまるもの全て選択）」と尋ねたと
ころ、「生活費に使う」がトップで48.3％
となった。次に「自分のお小遣いにする」
が33.4％、「買い替える・違う商品を購
入する」が31.0％であった（図表36）。
売って得たお金の使い道を年代
別に見ると、20歳代は「自分のお小遣
いにする」、その他の年代では「生活
費に使う」がトップであった（図表37）。
リユース品を売って得たお金につ
いて、半数の主婦は生活費に充当し
ているようだ。一方で、20歳代は「貯
める」の回答率が他の年代に比べて
高かった。
また、「自分のお小遣いにする」とい

う回答率も高く、不要品を売って得た
臨時収入を自身の自由に使えるお金

にするという点も、リユース市場の活
性化に繋がっているものと思われる。

今回の調査結果から明らかになっ
た主婦の消費行動及びリユース品の
売買について、以下の3点にまとめて
みたい。
第1に、主婦の景況感は、総じて悪
化していることが見てとれた。前回の
調査では20歳代と30歳代の若い年
代で改善が見られたが、今回の調査
では、「良くなった」の回答が全年代
で低下する結果となった。また、主婦
の景況D.I.も▲15.2となり、前回より7.0
ポイント低下した。内閣府が行ってい
る景気ウォッチャー調査（平成30年12
月調査）においても、東海地域の景気
の現状判断D.I.は悪化を示す結果が
出ており、当地域における主婦の現
状の景況感は厳しいことがわかった。
第2に、主婦の物価観は、引き続き
物価上昇を実感していることが見て
とれた。物価D.I.は62.8で、前回調査
より10.3ポイント上昇した。過去3年連
続で物価D.I.は低下していたが今回
調査では反転する結果となった。夏
から秋にかけての自然災害の影響
による野菜価格の高騰や、発電用燃
料価格の高騰に伴う電気料の値上
げなどが主婦の物価観に影響して
いるのではないかと考える。
第3に、主婦のリユース品の売買に

ついてまとめてみたい。スマホの急速
な普及に伴い、どこでも手軽にリユー
ス品の売買ができるようになってきて
いる。メルカリやラクマなどといったフ

リマアプリのＣＭを目にする機会も増
えてきた。今回の調査でも、近年リ
ユース品への関心がある人が増えた
と感じる主婦は5割を超え、実際に売
買経験がある主婦も半数に達し、主
婦にとってリユース品の売買は身近
なものとなってきていることが確認でき
た。リユース品の売買場所では「中古
品取扱店舗」が63.4％とトップであっ
たが、2位、3位はそれぞれ「フリマア
プリ」「オークションサイト」と非対面
チャネルが占めた。若い年代の主婦
ほど、非対面チャネルの回答率が高
く、スマホを活用していることがうかが
えた。買ったことがあるもの、売ったこ
とがあるものは、順位は違うものの上
位は「書籍・雑貨」「衣類」「ファッショ
ン小物」であった。リユース品を買う
理由はやはり「安く買いたい」がトップ
で金銭的な理由であった。一方、売
る理由のトップは「捨てるのがもった
いない」で、売ってお金を得ることより
も「捨てること」に抵抗感を感じて売る
主婦が多いとの結果となった。売って
得たお金の使い道は「生活費に使
う」がトップで、次に「自分のお小遣い
にする」であった。不要品を売って得
た臨時収入を自身の自由に使えるお
金にするという点も、リユース市場が
活性化している要因ではないだろう
か。現在、「フリマアプリ」など非対面
を使いリユース品を売買している主
婦は、若い年代が中心であるが、ス
マホが高い年代層にも急速に普及し
てきており、非対面チャネルを使ったリ
ユース品の市場は、今後、さらに拡大
していくのではないだろうか。

家計支出（全体）の推移図表9

支出が増えた費目（上位5費目、属性別）図表12

支出が増えた費目の推移（上位5費目）図表11

増えた 変わらない 減った

0 20 40 60 80 100
（%）

2018

2017

2016

2015

2014

（年）

食費

全体
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳以上
岐阜県
愛知県
専業主婦
正社員等
パート

１位

２位

３位

４位

５位

2009年

教育費

交通・通信費

食費

家電・家具購入費

保険医療費

2010年

家電・家具購入費

教育費

食費

交通・通信費

光熱・水道費

2011年

食費

教育費

交通・通信費

家電・家具購入費

光熱・水道費

2012年

交通・通信費

教育費

食費

光熱・水道費

家電・家具購入費

2013年

食費

光熱・水道費

交通・通信費

教育費

保険医療費

2014年

食費

光熱・水道費

交通・通信費

教育費

衣料費

2015年

食費

交通・通信費

教育費

光熱・水道費

家電・家具購入費

2016年

食費

教育費

交通・通信費

光熱・水道費

レジャー費

2017年

食費

交通・通信費

教育費

光熱・水道費

保険医療費

2018年

食費

光熱・水道費

教育費

交通・通信費

交際費

増えた費目なし

（46.7）

（27.9）

（26.6）

（24.0）

（21.9）

（3.8）

教育費 交通・通信費光熱・水道費
 26.6 
 6.7 
 39.7 
 52.7 
 13.5 
 4.3 
 24.8 
 28.6 
 26.2 
 20.8 
 32.9 

24.0 
25.0 
19.0 
24.3 
28.8 
19.1 
26.2 
21.4 
23.3 
20.8 
27.2 

（1.2）
（3.1）
（1.2）
（2.7）
（▲0.5）
（0.8）
（0.8）
（3.7）
（8.8）
（0.5）
（0.4）

（6.3）
（1.2）
（18.9）
（4.1）
（4.9）
（2.9）
（8.4）
（2.8）
（5.2）
（7.2）
（5.6）

（▲1.6）
（▲2.2）
（▲2.0）
（▲5.6）
（2.8）
（2.6）
（▲3.5）
（0.6）
（10.7）
（▲4.8）
（▲0.5）

（▲8.1）
（▲16.1）
（▲1.9）
（▲7.7）
（▲9.5）
（▲7.4）
（▲5.4）
（▲10.5）
（▲8.7）
（▲10.7）
（▲6.2）

交際費
21.9 
25.0 
12.9 
13.1 
24.9 
36.9 
20.4 
24.4 
24.3 
20.2 
23.1 

（2.4）
（▲3.6）
（3.3）
（6.1）
（0.6）
（▲2.4）
（2.2）
（3.6）
（2.7）
（▲1.4）
（7.5）

※複数回答（％）

※複数回答（％） ※複数回答（％）

 46.7 
 56.7 
 62.9 
 51.8 
 34.1 
 41.8 
 45.8 
 49.0 
 58.3 
 46.5 
 43.4 

 27.9 
 33.3 
 30.2 
 24.3 
 28.8 
 27.7 
 31.0 
 22.7 
 33.0 
 25.1 
 28.5 

増えた費目はない
3.8 
3.3 
2.6 
1.4 
4.4 
7.8 
4.4 
2.9 
4.9 
4.5 
2.5 

（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）

73.5 22.3 4.2

67.9 28.0 4.1

59.9 32.6 7.4

62.1 32.1 5.8

（＊１）■は、各属性における最も回答率の高い費目。　（＊２）括弧内は、前年差を示す。

63.6 30.8 5.6

家計支出（属性別）図表10

増えた

全体
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳以上
岐阜県
愛知県
専業主婦
正社員等
パート

 63.6 
 70.0 
 66.9 
 69.2 
 55.6 
 62.3 
 64.5 
 62.7 
 55.8 
 61.7 
 67.4 

（1.5）
（3.3）

（▲ 2.9）
（▲ 4.0）
（5.0）
（6.7）
（4.3）

（▲ 1.0）
（▲ 3.0）
（▲ 2.6）
（7.8）

変わらない

 30.8 
 26.7 
 30.5 
 27.7 
 33.8 
 32.9 
 31.0 
 30.2 
 35.6 
 33.5 
 26.7 

（▲ 1.3）
（▲ 3.1）
（4.6）
（5.2）

（▲ 6.8）
（▲ 6.6）
（▲ 2.0）
（▲ 1.3）
（2.3）
（3.2）

（▲ 7.8）

減った

 5.6 
 3.3 
 2.5 
 3.1 
 10.7 
 4.8 
 4.5 
 7.1 
 8.7 
 4.7 
 5.9 

（▲ 0.2）
（▲ 0.2）
（▲ 1.8）
（▲ 1.2）
（1.9）
（0.0）

（▲ 2.4）
（2.3）
（0.9）

（▲ 0.7）
（▲ 0.1）

（%）

（＊）括弧内は、前年差を示す。

支出が減った費目（上位5費目、属性別）図表14

支出が減った費目の推移（上位5費目）図表13

レジャー費

全体
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳以上
岐阜県
愛知県
専業主婦
正社員等
パート

１位

２位

３位

４位

５位

2009年

レジャー費

外食費

衣料費

食費

理容・美容費

2010年

レジャー費

外食費

衣料費

食費

理容・美容費

2011年

レジャー費

外食費

衣料費

光熱・水道費

食費

2012年

レジャー費

外食費

衣料費

家電・家具購入費

食費

2013年

レジャー費

外食費

衣料費

家電・家具購入費

理容・美容費

2014年

レジャー費

外食費

衣料費

家電・家具購入費

教養娯楽費

2015年

レジャー費

外食費

衣料費

家電・家具購入費

理容・美容費

2016年

レジャー費

衣料費

外食費

家電・家具購入費

食費

2017年

レジャー費

衣料費

外食費

家電・家具購入費

食費

2018年

レジャー費

衣料費

外食費

食費

理容・美容費

減った費目なし

（22.3）

（18.3）

（16.2）

（8.7）

（8.2）

（31.9）

外食費 食費衣料費
 16.2 
15.5 
17.1 
15.0 
13.8 
21.5 
15.8 
17.9 
17.7 
14.8 
15.8 

 8.7 
 10.3 
 1.0 
 4.2 
 14.7 
 11.1 
8.6 
8.6 
6.3 
8.8 
9.2 

（▲9.2）
（▲9.0）
（▲8.1）
（▲17.5）
（▲8.8）
（2.7）
（▲8.4）
（▲9.4）
（▲12.2）
（▲6.8）
（▲8.6）

（▲8.4）
（▲9.6）
（▲10.5）
（▲3.5）
（▲9.5）
（▲14.2）
（▲6.0）
（▲9.2）
（3.6）

（▲10.0）
（▲9.8）

（▲4.0）
（▲2.5）
（0.4）
（▲7.8）
（▲5.6）
（0.2）
（▲6.5）
（0.1）
（▲4.1）
（▲6.4）
（▲3.7）

（▲3.3）
（4.3）
（▲3.4）
（▲2.7）
（▲3.3）
（▲8.0）
（▲4.8）
（▲0.7）
（▲1.4）
（▲5.5）
（▲2.7）

理容・美容費
8.2 
10.3 
12.4 
6.6 
6.7 
8.9 
8.9 
6.5 
13.5 
6.6 
7.6 

（▲0.8）
（▲1.7）
（▲0.9）
（▲2.9）
（▲1.4）
（4.6）
（▲0.5）
（▲2.8）
（2.0）
（▲1.1）
（▲2.1）

※複数回答（％）

 22.3 
19.0 
15.2 
25.4 
18.7 
30.4 
24.2 
19.6 
25.0 
19.8 
24.3 

 18.3 
22.4 
9.5 
15.0 
20.4 
25.2 
18.9 
18.2 
29.2 
17.0 
15.8 

減った費目はない
31.9 
24.1 
38.1 
37.6 
30.7 
23.7 
31.3 
33.0 
26.0 
33.0 
33.6 

（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）

（＊１）■は、各属性における最も回答率の高い費目。　（＊２）括弧内は、前年差を示す。
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ＯＫＢ総研では、毎年、岐阜・愛知・
三重・滋賀県に在住の主婦を対象に
「主婦の消費行動に関するアンケー
ト」を実施している。
日本経済が緩やかな回復を続けて
いる中で、この地域の主婦がどのよう
な消費行動をしているのか、以下で
その実態を明らかにしたい。

本調査の概要は以下のとおりである。

（1）主婦の景気判断
最初に、消費行動を左右する景況
感と物価観を概観する。

Ａ. 主婦の景況感

「現在（2018年）の景気は、1年前
と比べてどうなったと感じています
か」と尋ねたところ、「良くなった」が
全体の4.1％、「変わらない」が69.9％、
「悪くなった」が19.3％となった（図
表1）。前年と比べて「良くなった」が
3.5ポイント低下し、「悪くなった」が
3.5ポイント上昇した。全体として主

婦の景況感は悪化していることがう
かがえた。
年代別に見ると、全ての年代で「良

くなった」が低下した。また、50歳代
を除く全ての年代で「悪くなった」の
回答率が上昇し、特に「60歳以上」
では前年比10ポイント超の大幅上昇
であった。就業形態別では、「専業主
婦」で「悪くなった」の回答率が大きく
上昇した（図表2）。
景況D.I.（「良くなった」の回答率―

「悪くなった」の回答率）は▲15.2。前
年より7.0ポイント低下した（図表3）。

Ｂ. 主婦の物価観

「現在（2018年）の物価は、1年前と

比べてどうなったと感じていますか」
と尋ねたところ、「高くなった」が全体
の63 .7％、「変わらない」が32 .1％、
「安くなった」が1.0％となった（図表4）。
前年と比べて「高くなった」が10.3ポ
イント上昇し、「変わらない」が10.0ポ
イント低下した。
年代・住所・就業形態別に見ると、
全ての属性において「高くなった」の
回答率が上昇し「変わらない」が低

下した。前年と比べ物価上昇を実感
している主婦が増加している結果と
なった（図表5）。
物価D.I.（「高くなった」の回答率―

「安くなった」の回答率）は62.8。前回
調査から10.3ポイント上昇した（図表
6）。

（２）家計について
次に、家計の収支動向を見てみる。

Ａ. 家計の収入

「2018年の家計収入は、1年前と
比べてどうなりましたか」と尋ねたとこ
ろ、「増えた」が全体の16.2％、「変わ
らない」が55.5％、「減った」が28.3％
となった（図表7）。前年と比べて「増
えた」の回答率は4.1ポイント低下、
「減った」は4.4ポイント上昇した。家
計の収入悪化がうかがえる結果と
なった。

年代・住所・就業形態別に見ると、
全ての属性で「増えた」の回答率が
低下した。特に専業主婦では、「増え
た」が8.0ポイント減少し、「減った」が
7.1ポイント増加した（図表8）。

Ｂ. 家計の支出

一方、「2018年の家計支出は、1年
前と比べてどうなりましたか」と尋ねた
ところ、「増えた」が全体の63 . 6％、

「変わらない」が30.8％、「減った」が
5.6％となった（図表9）。前年と比べ
て「増えた」の回答率は1.5ポイント上
昇し、「減った」は0.2ポイント低下した。
年代別に見ると、家計支出が「増

えた」は30歳代と40歳代で前年より
それぞれ2.9ポイントと4.0ポイント低
下したものの、それ以外の年代では
上昇した。また、全ての年代で「増え
た」が5割を超えており、家計の支出

は増加していることがうかがえた（図
表10）。

Ｃ. 家計支出の費目別動向

それでは、家計支出の費目別の動
向はどうだろうか。以下に詳しく見て
みたい。
（a）支出増加費目／支出減少費目
「2018年の家計支出を考えたとき、
1年前より支出が増えた費目は何です

か（あてはまるもの全て選択）」と尋ね
たところ、｢食費｣が46.7％でトップで
あった。前年同様、今年も夏から秋に
かけ台風が相次いで上陸し、野菜な
どの食材価格が高騰したことも影響
しているのではないかと考える。2位
は「光熱・水道費」で、前年より6.3ポイ
ント上昇し27.9％であった。発電用燃
料価格の上昇に伴い、直近の1年間
で電気料が上昇していることが要因
であると考える。なお、2011年から7年
連続で3位以内に入っていた「交通・
通信費」は、前年より8.1ポイント低下
し24.0％で4位であった（図表11）。
年代別に見ると、「教育費」がトッ

プであった40歳代を除き、全ての年
代で「食費」がトップであった。「光
熱・水道費」は全ての年代で回答率
が上昇した。特に30歳代は18.9ポイ
ントと大幅に上昇した。一方、全体で

4位となった「交通・通信費」の回答
率は全ての年代で低下し、特に20歳
代では16.1ポイントも低下する結果と
なった（図表12）。
次に、「2018年の家計支出を考え

たとき、1年前より支出が減った費目
は何ですか（あてはまるもの全て選
択）」と尋ねたところ、トップは「レ
ジャー費」、2位は「衣料費」、3位は
「外食費」で昨年と同じ順位であっ
た（図表13）。
ところで今回の調査から回答項目
に「支出が減った費目はない」を追加
したところ、この項目の回答率が最も
高かった。3割強の主婦はどの費目も
減っていないことがわかった。
年代別に見ると、20歳代と50歳代

は「衣料費」、30歳代は「外食費」、40
歳代と60歳以上は「レジャー費」の
回答率が最も高くなった（図表14）。

（ｂ）今以上に切り詰めたい費目／
　  増やしたい費目
続いて、今後の消費についてどの

ように考えているのかを見てみたい。
「2018年の家計支出を考えたとき、
今以上に切り詰めたい費目は何で
すか（3つまで選択）」と尋ねたところ、
「光熱・水道費」が39.7％でトップと
なり、次に「食費」で38.2％、「外食
費」で22.5％となった（図表15）。前
年の調査で3位であった「交通・通
信費」は15.5％で、10.3ポイントの大
幅な低下となり順位を4位に落とした。
年代別に見ると、全ての年代で「光
熱・水道費」と「食費」が上位を占め
る結果となった。なお、20歳代は他
の年代に比べ「外食費」、「交通・通
信費」、「保険料」の回答率が大幅
に上昇した。
一方、「2018年の家計支出を考え

たとき、今以上に支出を増やしたい
費目は何ですか（3つまで選択）」と
尋ねたところ、「レジャー費」が37.9％
でトップとなり、次に「教養娯楽費」で
11.6％、「教育費」で11.5％となった
（図表16）。今回の調査から回答項
目に「増やしたい費目はない・特に考
えていない」を追加したところ、この
項目の回答率が最も高い結果となっ
た。（２）Ａ「家計収入」の質問項目で、
家計収入の悪化が見てとれることも
あり、主婦の節約志向がうかがえた。
（ｃ）高額商品の購入
次に、高額商品の購入状況につい

て見てみたい。
「2018年に1商品10万円以上する
高価な買い物（家族旅行を含む）を
しましたか」と尋ねたところ、「買い物
をした」は60.1％であった。次に「買い
物をした」と回答した人に「具体的に

どのような買い物をしたか」と尋ねた
ところ、「国内旅行」が39.2％でトップ
となった。次に「一般家電」で33.4％、
「自動車の購入・維持」で26.5％となっ
た（図表17）。
年代別に見ると、30歳代～50歳
代のトップは「国内旅行」で、20歳代
と60歳以上は「一般家電」であった
（図表18）。

Ｄ. 家計管理の工夫について

それでは、主婦はどのように家計
管理を工夫しているのだろうか。
「あなたは家計を管理する中で、工
夫していることは何ですか（あてはま
るもの全て選択）」と尋ねたところ、「ポ
イント・クーポン・割引券等を活用す
る」が62.2％でトップであった。次に「特
売品・安価商品を購入する」で52.6％、
「必要なものだけを購入する」で

45.2％となった（図表19）。下位の項目
でも回答率が20％前後となっているこ
とから、主婦は家計管理において様々
な工夫を行っており、必要に応じて使
い分けしていることが見てとれた。
年代別に見ると、20歳代～50歳代

は「ポイント・クーポン・割引券等を活
用する」がトップで、2位は「特売品・
安価商品を購入する」であったが、
60歳以上は「必要なものだけを購入
する」がトップで、2位が「特売品・安
価商品を購入する」であった（図表
20）。60歳以上は他の年代でトップで
あった「ポイント・クーポン・割引券等
を活用する」の回答率が低いことが
見てとれた。このことから、若い年代
の主婦の家計管理の工夫は、お値
打ちに買い物をするための工夫が上
位となっているのに対し、60歳以上は、
必要でないものは購入しないことが

家計管理の工夫として上位となって
いることがわかった。
 

Ｅ. 買物場所について

では、主婦は実際に商品を購入す
る場所をどのように選択し、利用して
いるのであろうか。
（ａ）買物場所の選択基準
まず、「あなたが買物場所を選択す

るにあたり、重視する点は何ですか（3
つまで選択）」と尋ねたところ、「価格」
が72.3％でトップであった。次に「品
揃え」で50.4％、「品質」で48.2％と
なった（図表21）。
上位３項目について、前回調査か

ら「品揃え」と「品質」の順位が入れ替
わったものの、回答率には大きな増減
は見られなかった。

（ｂ）買物場所の利用頻度
次に、実際に主婦はどのような店を

利用しているのであろうか。
図表22は、主婦の買物場所（11業
態）の利用頻度を1年間の平均利用
回数に換算した結果である。
主婦が最もよく利用する店は従来

通り「スーパー」で、およそ2.6日に1度
（年間143.1回）の頻度で利用されて

いた。次に、「コンビニエンスストア」
で5.1日に1度、「ドラッグストア」で6.6
日に1度となっている。「ドラッグスト
ア」の利用頻度は、週一回以上と
なっており、2位の「コンビニエンスス
トア」のそれに年々近づいてきている。
経済産業省の「商業動態統計月
報（平成30年10月分）」によると、愛
知県と岐阜県で営業するドラッグスト
アの店舗数は、平成29年10月の
1 , 2 8 6店舗から平成30年10月の
1,359店舗へと73店舗増加している。
近年のドラッグストアは、薬だけでなく
日用品や食料品も安く買うことができ
るため、主婦にとってはスーパーの

代替としてドラッグストアの利用が進
んでいるのではないかと考える。

「平成27年度使用済製品等のリ
ユース促進事業報告書」（環境省）
によると、平成27年度のリユースの
国内市場規模（自動車・バイク除く）
は1兆1千億円となっている。近年、
スマートフォン（以下、スマホ）の急速
な普及に伴い、どこでも手軽にリ
ユース品の売買ができるようになり、

メルカリやラクマなどといったフリマ
アプリのＣＭを目にする機会も増え
てきた。
そこで、今回の時事調査では、主
婦のリユース品の売買状況などにつ
いて調査を行った。

（1）リユース品への関心
はじめに、「近年、あなたの周りにリ
ユース品の売買に関心がある人が
増えたと感じますか」と尋ねたところ、
「感じる」が54 .6％、「感じない」が
13.3％、「わからない・興味がない」が
32.1％となった（図表23）。半数以上
の回答者は、リユース品の売買に関

心がある人が周りに増えたと感じて
いることがわかった。

（２）リユース品の売買経験
次に、「あなたは、リユース品を買っ

たり、売ったりしたことはありますか」と
尋ねたところ、「ある」と「ない」の回答
率は同じで50.0％であった（図表24）。
半数の回答者は、リユース品の売買
経験があるという結果となった。
リユース品の売買経験を年代別に
見ると、売買経験が「ある」と回答した
割合が最も高かった年代は30歳代
で72.6％であった。一方、「ある」と回
答した割合が最も低かった年代は60

歳以上で31.9％であった（図表25）。
30歳代を中心に若い年代の方が、

リユース品の売買経験のある割合が
高いという結果となった。

（3）リユース品の売買場所
前問で、リユース品の売買経験が

「ある」と回答した主婦に「あなたは、
リユース品をどこで買ったり売ったり
しますか（あてはまるもの全て選択）」
と尋ねたところ、「中古品取扱店舗
（古本屋、古着屋など）」が63.4％と
トップとなり、次に「フリマアプリ（メルカ
リ、ラクマなど）」で35.2％、「オークショ
ンサイト（ヤフオク！など）」で19.4％と

なった（図表26）。
年代別に見ると、20歳代、30歳代の

トップは「フリマアプリ」で、40歳代以上
は「中古品取扱店舗」となった（図表27）。
若い年代では、スマホやパソコンと

いった非対面チャネルを活用した「フ
リマアプリ」の回答率が高いのに対し
て、40歳代以上では、対面チャネルで
ある「中古品取扱店舗」の回答率が
高いという異なる結果が見られた。
次に、売買場所の回答項目について
非対面チャネル（「オークションサイト」
「フリマアプリ」「中古品通販サイト」）を
「ネット」、対面チャネル（「中古品取扱店
舗」「フリーマーケット」「知人間での直

接やり取り」）を「リアル」と定義し、を
「ネットのみ」、「リアルのみ」と回答した主
婦の割合（ネットとリアル両方の回答者
は除く）を年代別に見てみた（図表28）。
その結果、40歳代以上では、「リア

ルのみ」の回答が「ネットのみ」の回答
を大きく上回る結果となった。一方、
20歳代、30歳代では「ネットのみ」が
「リアルのみ」を上回った。特に20歳
代では、「ネットのみ」と回答した主婦
が半数近くに上った。このことから、若
い年代の主婦は、リユース品の売買
でも「ネット」（スマホ）を積極的に利用
し、高い年代の主婦に比べて「リア
ル」を利用していないことがわかった。

（4）売買したことのある
　  リユース品
次に、リユース品の売買経験が「あ

る」と回答した主婦に「あなたが、リ
ユース品を買ったり売ったりしたこと
があるものは何ですか（あてはまるも
の全て選択）」と尋ねた。
買ったことがあるリユース品は「書
籍・雑誌」が46.6％とトップであった。
次に「衣類」が42.9％、「ファッション小
物（鞄・靴・アクセサリーなど）」が
17.9％と続いた（図表29）。
売ったことがあるリユース品は「衣
類」が66.8％とトップであった。次に
「書籍・雑誌」が50.8％、「ファッション

小物」が31.1％となった。
順位は異なるものの、上位3品目は
売買ともに「書籍・雑誌」、「衣類」、
「ファッション小物」であった。また、大
半のリユース品で、“買ったことがあ
る”より“売ったことがある”の回答率
が高い結果となった。特に、「衣類」と
「ファッション小物」は“売ったことがあ
る”と “買ったことがある”の回答差が
それぞれ23.9ポイント、13.2ポイント
と大きかった。
買ったことがあるリユース品を年代
別に見ると、「衣類」は30歳代、40歳
代、「書籍・雑誌」は30歳代以外で
トップであった（図表30）。　

30歳代は他の年代と比べ「育児・
ベビー用品」や「おもちゃ・ホビー・カ
ルチャー」の回答率が高く、子育てに
リユース品を活用していることがうか
がえた。
売ったことがあるリユース品を年
代別に見ると、全ての年代で「衣類」
がトップで、2位は「書籍・雑誌」で
あった。3位は30歳代を除き「ファッ
ション小物」で、30歳代の3位は「育
児・ベビー用品」となった（図表31）。
30歳代は買ったことがあるリユー

ス品と同様に、「育児・ベビー用品」
の回答率が他の年代に比べ高い結
果となった。

（５）リユース品を買う理由
次に、リユース品を買ったことが

「ある」と回答した主婦に、「リユース
品を買う理由は何ですか（あてはま
るもの全て選択）」と尋ねたところ、
「安く買いたい」がトップで62.7％で
あった。次に「掘り出し物がある」が
40.1％、「新品を買うのはもったいな
い」が28.0％と続いた（図表32）。や
はり「安く買いたい」という動機がリ
ユース品を買う大きな動機になった。
その一方で、「掘り出し物」や「新品
で買うほどではないもの」にもリユー
ス品としてのニーズが高いようだ。
リユース品を買う理由について年

代別に見ると、60歳以上は「掘り出し
物がある」、その他の年代では「安く
買いたい」がトップであった（図表33）。
20歳代、30歳代は「安く買いたい」の
回答率が80％前後と他の年代に比
べて高く、「安く買いたい」ためにリユー
ス品を購入する傾向が見てとれた。

（6）リユース品を売る理由
次に、リユース品を売ったことが

「ある」と回答した主婦に「リユース品
を売る理由は何ですか（あてはまる
もの全て選択）」と尋ねたところ、「捨
てるのがもったいない」がトップで
76.2％であった。次に「お金が欲し

い」が32.7％、「資源の有効活用」が
31.5％となった（図表34）。不要となっ
たものでも「捨てること」に抵抗を感じ
ている主婦が多い結果が見てとれた。
リユース品を売る理由について年
代別に見ると、全ての年代で「捨てる
のがもったいない」がトップであった。
また、20歳代では同率で「お金が欲し
い」もトップであった。2位は30歳代、
40歳代では「お金が欲しい」、50歳代、
60歳以上は「資源の有効活用」で
あった（図表35）。年代を問わず「捨
てるのがもったいない」という理由は
共通している一方で、若い年代では
資金調達の手段として、50歳代以上
ではリサイクルの手段としてリユース
品を売っているようだ。

（7）売って得たお金の使い道
最後に、リユース品を売ったことが

「ある」と回答した主婦に「リユース品を
売って得たお金の使い道は何ですか
（あてはまるもの全て選択）」と尋ねたと
ころ、「生活費に使う」がトップで48.3％
となった。次に「自分のお小遣いにする」
が33.4％、「買い替える・違う商品を購
入する」が31.0％であった（図表36）。
売って得たお金の使い道を年代
別に見ると、20歳代は「自分のお小遣
いにする」、その他の年代では「生活
費に使う」がトップであった（図表37）。
リユース品を売って得たお金につ
いて、半数の主婦は生活費に充当し
ているようだ。一方で、20歳代は「貯
める」の回答率が他の年代に比べて
高かった。
また、「自分のお小遣いにする」とい

う回答率も高く、不要品を売って得た
臨時収入を自身の自由に使えるお金

にするという点も、リユース市場の活
性化に繋がっているものと思われる。

今回の調査結果から明らかになっ
た主婦の消費行動及びリユース品の
売買について、以下の3点にまとめて
みたい。
第1に、主婦の景況感は、総じて悪
化していることが見てとれた。前回の
調査では20歳代と30歳代の若い年
代で改善が見られたが、今回の調査
では、「良くなった」の回答が全年代
で低下する結果となった。また、主婦
の景況D.I.も▲15.2となり、前回より7.0
ポイント低下した。内閣府が行ってい
る景気ウォッチャー調査（平成30年12
月調査）においても、東海地域の景気
の現状判断D.I.は悪化を示す結果が
出ており、当地域における主婦の現
状の景況感は厳しいことがわかった。
第2に、主婦の物価観は、引き続き
物価上昇を実感していることが見て
とれた。物価D.I.は62.8で、前回調査
より10.3ポイント上昇した。過去3年連
続で物価D.I.は低下していたが今回
調査では反転する結果となった。夏
から秋にかけての自然災害の影響
による野菜価格の高騰や、発電用燃
料価格の高騰に伴う電気料の値上
げなどが主婦の物価観に影響して
いるのではないかと考える。
第3に、主婦のリユース品の売買に

ついてまとめてみたい。スマホの急速
な普及に伴い、どこでも手軽にリユー
ス品の売買ができるようになってきて
いる。メルカリやラクマなどといったフ

リマアプリのＣＭを目にする機会も増
えてきた。今回の調査でも、近年リ
ユース品への関心がある人が増えた
と感じる主婦は5割を超え、実際に売
買経験がある主婦も半数に達し、主
婦にとってリユース品の売買は身近
なものとなってきていることが確認でき
た。リユース品の売買場所では「中古
品取扱店舗」が63.4％とトップであっ
たが、2位、3位はそれぞれ「フリマア
プリ」「オークションサイト」と非対面
チャネルが占めた。若い年代の主婦
ほど、非対面チャネルの回答率が高
く、スマホを活用していることがうかが
えた。買ったことがあるもの、売ったこ
とがあるものは、順位は違うものの上
位は「書籍・雑貨」「衣類」「ファッショ
ン小物」であった。リユース品を買う
理由はやはり「安く買いたい」がトップ
で金銭的な理由であった。一方、売
る理由のトップは「捨てるのがもった
いない」で、売ってお金を得ることより
も「捨てること」に抵抗感を感じて売る
主婦が多いとの結果となった。売って
得たお金の使い道は「生活費に使
う」がトップで、次に「自分のお小遣い
にする」であった。不要品を売って得
た臨時収入を自身の自由に使えるお
金にするという点も、リユース市場が
活性化している要因ではないだろう
か。現在、「フリマアプリ」など非対面
を使いリユース品を売買している主
婦は、若い年代が中心であるが、ス
マホが高い年代層にも急速に普及し
てきており、非対面チャネルを使ったリ
ユース品の市場は、今後、さらに拡大
していくのではないだろうか。

家計支出（全体）の推移図表9

支出が増えた費目（上位5費目、属性別）図表12

支出が増えた費目の推移（上位5費目）図表11

増えた 変わらない 減った

0 20 40 60 80 100
（%）

2018

2017

2016

2015

2014

（年）

食費

全体
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳以上
岐阜県
愛知県
専業主婦
正社員等
パート

１位

２位

３位

４位

５位

2009年

教育費

交通・通信費

食費

家電・家具購入費

保険医療費

2010年

家電・家具購入費

教育費

食費

交通・通信費

光熱・水道費

2011年

食費

教育費

交通・通信費

家電・家具購入費

光熱・水道費

2012年

交通・通信費

教育費

食費

光熱・水道費

家電・家具購入費

2013年

食費

光熱・水道費

交通・通信費

教育費

保険医療費

2014年

食費

光熱・水道費

交通・通信費

教育費

衣料費

2015年

食費

交通・通信費

教育費

光熱・水道費

家電・家具購入費

2016年

食費

教育費

交通・通信費

光熱・水道費

レジャー費

2017年

食費

交通・通信費

教育費

光熱・水道費

保険医療費

2018年

食費

光熱・水道費

教育費

交通・通信費

交際費

増えた費目なし

（46.7）

（27.9）

（26.6）

（24.0）

（21.9）

（3.8）

教育費 交通・通信費光熱・水道費
 26.6 
 6.7 
 39.7 
 52.7 
 13.5 
 4.3 
 24.8 
 28.6 
 26.2 
 20.8 
 32.9 

24.0 
25.0 
19.0 
24.3 
28.8 
19.1 
26.2 
21.4 
23.3 
20.8 
27.2 

（1.2）
（3.1）
（1.2）
（2.7）
（▲0.5）
（0.8）
（0.8）
（3.7）
（8.8）
（0.5）
（0.4）

（6.3）
（1.2）
（18.9）
（4.1）
（4.9）
（2.9）
（8.4）
（2.8）
（5.2）
（7.2）
（5.6）

（▲1.6）
（▲2.2）
（▲2.0）
（▲5.6）
（2.8）
（2.6）
（▲3.5）
（0.6）
（10.7）
（▲4.8）
（▲0.5）

（▲8.1）
（▲16.1）
（▲1.9）
（▲7.7）
（▲9.5）
（▲7.4）
（▲5.4）
（▲10.5）
（▲8.7）
（▲10.7）
（▲6.2）

交際費
21.9 
25.0 
12.9 
13.1 
24.9 
36.9 
20.4 
24.4 
24.3 
20.2 
23.1 

（2.4）
（▲3.6）
（3.3）
（6.1）
（0.6）
（▲2.4）
（2.2）
（3.6）
（2.7）
（▲1.4）
（7.5）

※複数回答（％）

※複数回答（％） ※複数回答（％）

 46.7 
 56.7 
 62.9 
 51.8 
 34.1 
 41.8 
 45.8 
 49.0 
 58.3 
 46.5 
 43.4 

 27.9 
 33.3 
 30.2 
 24.3 
 28.8 
 27.7 
 31.0 
 22.7 
 33.0 
 25.1 
 28.5 

増えた費目はない
3.8 
3.3 
2.6 
1.4 
4.4 
7.8 
4.4 
2.9 
4.9 
4.5 
2.5 

（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）

73.5 22.3 4.2

67.9 28.0 4.1

59.9 32.6 7.4

62.1 32.1 5.8

（＊１）■は、各属性における最も回答率の高い費目。　（＊２）括弧内は、前年差を示す。

63.6 30.8 5.6

家計支出（属性別）図表10

増えた

全体
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳以上
岐阜県
愛知県
専業主婦
正社員等
パート

 63.6 
 70.0 
 66.9 
 69.2 
 55.6 
 62.3 
 64.5 
 62.7 
 55.8 
 61.7 
 67.4 

（1.5）
（3.3）

（▲ 2.9）
（▲ 4.0）
（5.0）
（6.7）
（4.3）

（▲ 1.0）
（▲ 3.0）
（▲ 2.6）
（7.8）

変わらない

 30.8 
 26.7 
 30.5 
 27.7 
 33.8 
 32.9 
 31.0 
 30.2 
 35.6 
 33.5 
 26.7 

（▲ 1.3）
（▲ 3.1）
（4.6）
（5.2）

（▲ 6.8）
（▲ 6.6）
（▲ 2.0）
（▲ 1.3）
（2.3）
（3.2）

（▲ 7.8）

減った

 5.6 
 3.3 
 2.5 
 3.1 
 10.7 
 4.8 
 4.5 
 7.1 
 8.7 
 4.7 
 5.9 

（▲ 0.2）
（▲ 0.2）
（▲ 1.8）
（▲ 1.2）
（1.9）
（0.0）

（▲ 2.4）
（2.3）
（0.9）

（▲ 0.7）
（▲ 0.1）

（%）

（＊）括弧内は、前年差を示す。

支出が減った費目（上位5費目、属性別）図表14

支出が減った費目の推移（上位5費目）図表13

レジャー費

全体
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳以上
岐阜県
愛知県
専業主婦
正社員等
パート

１位

２位

３位

４位

５位

2009年

レジャー費

外食費

衣料費

食費

理容・美容費

2010年

レジャー費

外食費

衣料費

食費

理容・美容費

2011年

レジャー費

外食費

衣料費

光熱・水道費

食費

2012年

レジャー費

外食費

衣料費

家電・家具購入費

食費

2013年

レジャー費

外食費

衣料費

家電・家具購入費

理容・美容費

2014年

レジャー費

外食費

衣料費

家電・家具購入費

教養娯楽費

2015年

レジャー費

外食費

衣料費

家電・家具購入費

理容・美容費

2016年

レジャー費

衣料費

外食費

家電・家具購入費

食費

2017年

レジャー費

衣料費

外食費

家電・家具購入費

食費

2018年

レジャー費

衣料費

外食費

食費

理容・美容費

減った費目なし

（22.3）

（18.3）

（16.2）

（8.7）

（8.2）

（31.9）

外食費 食費衣料費
 16.2 
15.5 
17.1 
15.0 
13.8 
21.5 
15.8 
17.9 
17.7 
14.8 
15.8 

 8.7 
 10.3 
 1.0 
 4.2 
 14.7 
 11.1 
8.6 
8.6 
6.3 
8.8 
9.2 

（▲9.2）
（▲9.0）
（▲8.1）
（▲17.5）
（▲8.8）
（2.7）
（▲8.4）
（▲9.4）
（▲12.2）
（▲6.8）
（▲8.6）

（▲8.4）
（▲9.6）
（▲10.5）
（▲3.5）
（▲9.5）
（▲14.2）
（▲6.0）
（▲9.2）
（3.6）

（▲10.0）
（▲9.8）

（▲4.0）
（▲2.5）
（0.4）
（▲7.8）
（▲5.6）
（0.2）
（▲6.5）
（0.1）
（▲4.1）
（▲6.4）
（▲3.7）

（▲3.3）
（4.3）
（▲3.4）
（▲2.7）
（▲3.3）
（▲8.0）
（▲4.8）
（▲0.7）
（▲1.4）
（▲5.5）
（▲2.7）

理容・美容費
8.2 
10.3 
12.4 
6.6 
6.7 
8.9 
8.9 
6.5 
13.5 
6.6 
7.6 

（▲0.8）
（▲1.7）
（▲0.9）
（▲2.9）
（▲1.4）
（4.6）
（▲0.5）
（▲2.8）
（2.0）
（▲1.1）
（▲2.1）

※複数回答（％）

 22.3 
19.0 
15.2 
25.4 
18.7 
30.4 
24.2 
19.6 
25.0 
19.8 
24.3 

 18.3 
22.4 
9.5 
15.0 
20.4 
25.2 
18.9 
18.2 
29.2 
17.0 
15.8 

減った費目はない
31.9 
24.1 
38.1 
37.6 
30.7 
23.7 
31.3 
33.0 
26.0 
33.0 
33.6 

（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）

（＊１）■は、各属性における最も回答率の高い費目。　（＊２）括弧内は、前年差を示す。
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ＯＫＢ総研では、毎年、岐阜・愛知・
三重・滋賀県に在住の主婦を対象に
「主婦の消費行動に関するアンケー
ト」を実施している。
日本経済が緩やかな回復を続けて
いる中で、この地域の主婦がどのよう
な消費行動をしているのか、以下で
その実態を明らかにしたい。

本調査の概要は以下のとおりである。

（1）主婦の景気判断
最初に、消費行動を左右する景況
感と物価観を概観する。

Ａ. 主婦の景況感

「現在（2018年）の景気は、1年前
と比べてどうなったと感じています
か」と尋ねたところ、「良くなった」が
全体の4.1％、「変わらない」が69.9％、
「悪くなった」が19.3％となった（図
表1）。前年と比べて「良くなった」が
3.5ポイント低下し、「悪くなった」が
3.5ポイント上昇した。全体として主

婦の景況感は悪化していることがう
かがえた。
年代別に見ると、全ての年代で「良

くなった」が低下した。また、50歳代
を除く全ての年代で「悪くなった」の
回答率が上昇し、特に「60歳以上」
では前年比10ポイント超の大幅上昇
であった。就業形態別では、「専業主
婦」で「悪くなった」の回答率が大きく
上昇した（図表2）。
景況D.I.（「良くなった」の回答率―

「悪くなった」の回答率）は▲15.2。前
年より7.0ポイント低下した（図表3）。

Ｂ. 主婦の物価観

「現在（2018年）の物価は、1年前と

比べてどうなったと感じていますか」
と尋ねたところ、「高くなった」が全体
の63 .7％、「変わらない」が32 .1％、
「安くなった」が1.0％となった（図表4）。
前年と比べて「高くなった」が10.3ポ
イント上昇し、「変わらない」が10.0ポ
イント低下した。
年代・住所・就業形態別に見ると、
全ての属性において「高くなった」の
回答率が上昇し「変わらない」が低

下した。前年と比べ物価上昇を実感
している主婦が増加している結果と
なった（図表5）。
物価D.I.（「高くなった」の回答率―

「安くなった」の回答率）は62.8。前回
調査から10.3ポイント上昇した（図表
6）。

（２）家計について
次に、家計の収支動向を見てみる。

Ａ. 家計の収入

「2018年の家計収入は、1年前と
比べてどうなりましたか」と尋ねたとこ
ろ、「増えた」が全体の16.2％、「変わ
らない」が55.5％、「減った」が28.3％
となった（図表7）。前年と比べて「増
えた」の回答率は4.1ポイント低下、
「減った」は4.4ポイント上昇した。家
計の収入悪化がうかがえる結果と
なった。

年代・住所・就業形態別に見ると、
全ての属性で「増えた」の回答率が
低下した。特に専業主婦では、「増え
た」が8.0ポイント減少し、「減った」が
7.1ポイント増加した（図表8）。

Ｂ. 家計の支出

一方、「2018年の家計支出は、1年
前と比べてどうなりましたか」と尋ねた
ところ、「増えた」が全体の63 . 6％、

「変わらない」が30.8％、「減った」が
5.6％となった（図表9）。前年と比べ
て「増えた」の回答率は1.5ポイント上
昇し、「減った」は0.2ポイント低下した。
年代別に見ると、家計支出が「増

えた」は30歳代と40歳代で前年より
それぞれ2.9ポイントと4.0ポイント低
下したものの、それ以外の年代では
上昇した。また、全ての年代で「増え
た」が5割を超えており、家計の支出

は増加していることがうかがえた（図
表10）。

Ｃ. 家計支出の費目別動向

それでは、家計支出の費目別の動
向はどうだろうか。以下に詳しく見て
みたい。
（a）支出増加費目／支出減少費目
「2018年の家計支出を考えたとき、
1年前より支出が増えた費目は何です

か（あてはまるもの全て選択）」と尋ね
たところ、｢食費｣が46.7％でトップで
あった。前年同様、今年も夏から秋に
かけ台風が相次いで上陸し、野菜な
どの食材価格が高騰したことも影響
しているのではないかと考える。2位
は「光熱・水道費」で、前年より6.3ポイ
ント上昇し27.9％であった。発電用燃
料価格の上昇に伴い、直近の1年間
で電気料が上昇していることが要因
であると考える。なお、2011年から7年
連続で3位以内に入っていた「交通・
通信費」は、前年より8.1ポイント低下
し24.0％で4位であった（図表11）。
年代別に見ると、「教育費」がトッ

プであった40歳代を除き、全ての年
代で「食費」がトップであった。「光
熱・水道費」は全ての年代で回答率
が上昇した。特に30歳代は18.9ポイ
ントと大幅に上昇した。一方、全体で

4位となった「交通・通信費」の回答
率は全ての年代で低下し、特に20歳
代では16.1ポイントも低下する結果と
なった（図表12）。
次に、「2018年の家計支出を考え

たとき、1年前より支出が減った費目
は何ですか（あてはまるもの全て選
択）」と尋ねたところ、トップは「レ
ジャー費」、2位は「衣料費」、3位は
「外食費」で昨年と同じ順位であっ
た（図表13）。
ところで今回の調査から回答項目
に「支出が減った費目はない」を追加
したところ、この項目の回答率が最も
高かった。3割強の主婦はどの費目も
減っていないことがわかった。
年代別に見ると、20歳代と50歳代

は「衣料費」、30歳代は「外食費」、40
歳代と60歳以上は「レジャー費」の
回答率が最も高くなった（図表14）。

（ｂ）今以上に切り詰めたい費目／
　  増やしたい費目
続いて、今後の消費についてどの

ように考えているのかを見てみたい。
「2018年の家計支出を考えたとき、
今以上に切り詰めたい費目は何で
すか（3つまで選択）」と尋ねたところ、
「光熱・水道費」が39.7％でトップと
なり、次に「食費」で38.2％、「外食
費」で22.5％となった（図表15）。前
年の調査で3位であった「交通・通
信費」は15.5％で、10.3ポイントの大
幅な低下となり順位を4位に落とした。
年代別に見ると、全ての年代で「光
熱・水道費」と「食費」が上位を占め
る結果となった。なお、20歳代は他
の年代に比べ「外食費」、「交通・通
信費」、「保険料」の回答率が大幅
に上昇した。
一方、「2018年の家計支出を考え

たとき、今以上に支出を増やしたい
費目は何ですか（3つまで選択）」と
尋ねたところ、「レジャー費」が37.9％
でトップとなり、次に「教養娯楽費」で
11.6％、「教育費」で11.5％となった
（図表16）。今回の調査から回答項
目に「増やしたい費目はない・特に考
えていない」を追加したところ、この
項目の回答率が最も高い結果となっ
た。（２）Ａ「家計収入」の質問項目で、
家計収入の悪化が見てとれることも
あり、主婦の節約志向がうかがえた。
（ｃ）高額商品の購入
次に、高額商品の購入状況につい

て見てみたい。
「2018年に1商品10万円以上する
高価な買い物（家族旅行を含む）を
しましたか」と尋ねたところ、「買い物
をした」は60.1％であった。次に「買い
物をした」と回答した人に「具体的に

どのような買い物をしたか」と尋ねた
ところ、「国内旅行」が39.2％でトップ
となった。次に「一般家電」で33.4％、
「自動車の購入・維持」で26.5％となっ
た（図表17）。
年代別に見ると、30歳代～50歳
代のトップは「国内旅行」で、20歳代
と60歳以上は「一般家電」であった
（図表18）。

Ｄ. 家計管理の工夫について

それでは、主婦はどのように家計
管理を工夫しているのだろうか。
「あなたは家計を管理する中で、工
夫していることは何ですか（あてはま
るもの全て選択）」と尋ねたところ、「ポ
イント・クーポン・割引券等を活用す
る」が62.2％でトップであった。次に「特
売品・安価商品を購入する」で52.6％、
「必要なものだけを購入する」で

45.2％となった（図表19）。下位の項目
でも回答率が20％前後となっているこ
とから、主婦は家計管理において様々
な工夫を行っており、必要に応じて使
い分けしていることが見てとれた。
年代別に見ると、20歳代～50歳代

は「ポイント・クーポン・割引券等を活
用する」がトップで、2位は「特売品・
安価商品を購入する」であったが、
60歳以上は「必要なものだけを購入
する」がトップで、2位が「特売品・安
価商品を購入する」であった（図表
20）。60歳以上は他の年代でトップで
あった「ポイント・クーポン・割引券等
を活用する」の回答率が低いことが
見てとれた。このことから、若い年代
の主婦の家計管理の工夫は、お値
打ちに買い物をするための工夫が上
位となっているのに対し、60歳以上は、
必要でないものは購入しないことが

家計管理の工夫として上位となって
いることがわかった。
 

Ｅ. 買物場所について

では、主婦は実際に商品を購入す
る場所をどのように選択し、利用して
いるのであろうか。
（ａ）買物場所の選択基準
まず、「あなたが買物場所を選択す

るにあたり、重視する点は何ですか（3
つまで選択）」と尋ねたところ、「価格」
が72.3％でトップであった。次に「品
揃え」で50.4％、「品質」で48.2％と
なった（図表21）。
上位３項目について、前回調査か

ら「品揃え」と「品質」の順位が入れ替
わったものの、回答率には大きな増減
は見られなかった。

（ｂ）買物場所の利用頻度
次に、実際に主婦はどのような店を
利用しているのであろうか。
図表22は、主婦の買物場所（11業
態）の利用頻度を1年間の平均利用
回数に換算した結果である。
主婦が最もよく利用する店は従来
通り「スーパー」で、およそ2.6日に1度
（年間143.1回）の頻度で利用されて

いた。次に、「コンビニエンスストア」
で5.1日に1度、「ドラッグストア」で6.6
日に1度となっている。「ドラッグスト
ア」の利用頻度は、週一回以上と
なっており、2位の「コンビニエンスス
トア」のそれに年々近づいてきている。
経済産業省の「商業動態統計月
報（平成30年10月分）」によると、愛
知県と岐阜県で営業するドラッグスト
アの店舗数は、平成29年10月の
1 , 2 8 6店舗から平成30年10月の
1,359店舗へと73店舗増加している。
近年のドラッグストアは、薬だけでなく
日用品や食料品も安く買うことができ
るため、主婦にとってはスーパーの

代替としてドラッグストアの利用が進
んでいるのではないかと考える。

「平成27年度使用済製品等のリ
ユース促進事業報告書」（環境省）
によると、平成27年度のリユースの
国内市場規模（自動車・バイク除く）
は1兆1千億円となっている。近年、
スマートフォン（以下、スマホ）の急速
な普及に伴い、どこでも手軽にリ
ユース品の売買ができるようになり、

メルカリやラクマなどといったフリマ
アプリのＣＭを目にする機会も増え
てきた。
そこで、今回の時事調査では、主
婦のリユース品の売買状況などにつ
いて調査を行った。

（1）リユース品への関心
はじめに、「近年、あなたの周りにリ
ユース品の売買に関心がある人が
増えたと感じますか」と尋ねたところ、
「感じる」が54 .6％、「感じない」が
13.3％、「わからない・興味がない」が
32.1％となった（図表23）。半数以上
の回答者は、リユース品の売買に関

心がある人が周りに増えたと感じて
いることがわかった。

（２）リユース品の売買経験
次に、「あなたは、リユース品を買っ

たり、売ったりしたことはありますか」と
尋ねたところ、「ある」と「ない」の回答
率は同じで50.0％であった（図表24）。
半数の回答者は、リユース品の売買
経験があるという結果となった。
リユース品の売買経験を年代別に
見ると、売買経験が「ある」と回答した
割合が最も高かった年代は30歳代
で72.6％であった。一方、「ある」と回
答した割合が最も低かった年代は60

歳以上で31.9％であった（図表25）。
30歳代を中心に若い年代の方が、

リユース品の売買経験のある割合が
高いという結果となった。

（3）リユース品の売買場所
前問で、リユース品の売買経験が

「ある」と回答した主婦に「あなたは、
リユース品をどこで買ったり売ったり
しますか（あてはまるもの全て選択）」
と尋ねたところ、「中古品取扱店舗
（古本屋、古着屋など）」が63.4％と
トップとなり、次に「フリマアプリ（メルカ
リ、ラクマなど）」で35.2％、「オークショ
ンサイト（ヤフオク！など）」で19.4％と

なった（図表26）。
年代別に見ると、20歳代、30歳代の

トップは「フリマアプリ」で、40歳代以上
は「中古品取扱店舗」となった（図表27）。
若い年代では、スマホやパソコンと

いった非対面チャネルを活用した「フ
リマアプリ」の回答率が高いのに対し
て、40歳代以上では、対面チャネルで
ある「中古品取扱店舗」の回答率が
高いという異なる結果が見られた。
次に、売買場所の回答項目について
非対面チャネル（「オークションサイト」
「フリマアプリ」「中古品通販サイト」）を
「ネット」、対面チャネル（「中古品取扱店
舗」「フリーマーケット」「知人間での直

接やり取り」）を「リアル」と定義し、を
「ネットのみ」、「リアルのみ」と回答した主
婦の割合（ネットとリアル両方の回答者
は除く）を年代別に見てみた（図表28）。
その結果、40歳代以上では、「リア

ルのみ」の回答が「ネットのみ」の回答
を大きく上回る結果となった。一方、
20歳代、30歳代では「ネットのみ」が
「リアルのみ」を上回った。特に20歳
代では、「ネットのみ」と回答した主婦
が半数近くに上った。このことから、若
い年代の主婦は、リユース品の売買
でも「ネット」（スマホ）を積極的に利用
し、高い年代の主婦に比べて「リア
ル」を利用していないことがわかった。

（4）売買したことのある
　  リユース品
次に、リユース品の売買経験が「あ

る」と回答した主婦に「あなたが、リ
ユース品を買ったり売ったりしたこと
があるものは何ですか（あてはまるも
の全て選択）」と尋ねた。
買ったことがあるリユース品は「書
籍・雑誌」が46.6％とトップであった。
次に「衣類」が42.9％、「ファッション小
物（鞄・靴・アクセサリーなど）」が
17.9％と続いた（図表29）。
売ったことがあるリユース品は「衣
類」が66.8％とトップであった。次に
「書籍・雑誌」が50.8％、「ファッション

小物」が31.1％となった。
順位は異なるものの、上位3品目は
売買ともに「書籍・雑誌」、「衣類」、
「ファッション小物」であった。また、大
半のリユース品で、“買ったことがあ
る”より“売ったことがある”の回答率
が高い結果となった。特に、「衣類」と
「ファッション小物」は“売ったことがあ
る”と “買ったことがある”の回答差が
それぞれ23.9ポイント、13.2ポイント
と大きかった。
買ったことがあるリユース品を年代
別に見ると、「衣類」は30歳代、40歳
代、「書籍・雑誌」は30歳代以外で
トップであった（図表30）。　

30歳代は他の年代と比べ「育児・
ベビー用品」や「おもちゃ・ホビー・カ
ルチャー」の回答率が高く、子育てに
リユース品を活用していることがうか
がえた。
売ったことがあるリユース品を年
代別に見ると、全ての年代で「衣類」
がトップで、2位は「書籍・雑誌」で
あった。3位は30歳代を除き「ファッ
ション小物」で、30歳代の3位は「育
児・ベビー用品」となった（図表31）。
30歳代は買ったことがあるリユー

ス品と同様に、「育児・ベビー用品」
の回答率が他の年代に比べ高い結
果となった。

（５）リユース品を買う理由
次に、リユース品を買ったことが

「ある」と回答した主婦に、「リユース
品を買う理由は何ですか（あてはま
るもの全て選択）」と尋ねたところ、
「安く買いたい」がトップで62.7％で
あった。次に「掘り出し物がある」が
40.1％、「新品を買うのはもったいな
い」が28.0％と続いた（図表32）。や
はり「安く買いたい」という動機がリ
ユース品を買う大きな動機になった。
その一方で、「掘り出し物」や「新品
で買うほどではないもの」にもリユー
ス品としてのニーズが高いようだ。
リユース品を買う理由について年

代別に見ると、60歳以上は「掘り出し
物がある」、その他の年代では「安く
買いたい」がトップであった（図表33）。
20歳代、30歳代は「安く買いたい」の
回答率が80％前後と他の年代に比
べて高く、「安く買いたい」ためにリユー
ス品を購入する傾向が見てとれた。

（6）リユース品を売る理由
次に、リユース品を売ったことが

「ある」と回答した主婦に「リユース品
を売る理由は何ですか（あてはまる
もの全て選択）」と尋ねたところ、「捨
てるのがもったいない」がトップで
76.2％であった。次に「お金が欲し

い」が32.7％、「資源の有効活用」が
31.5％となった（図表34）。不要となっ
たものでも「捨てること」に抵抗を感じ
ている主婦が多い結果が見てとれた。
リユース品を売る理由について年
代別に見ると、全ての年代で「捨てる
のがもったいない」がトップであった。
また、20歳代では同率で「お金が欲し
い」もトップであった。2位は30歳代、
40歳代では「お金が欲しい」、50歳代、
60歳以上は「資源の有効活用」で
あった（図表35）。年代を問わず「捨
てるのがもったいない」という理由は
共通している一方で、若い年代では
資金調達の手段として、50歳代以上
ではリサイクルの手段としてリユース
品を売っているようだ。

（7）売って得たお金の使い道
最後に、リユース品を売ったことが

「ある」と回答した主婦に「リユース品を
売って得たお金の使い道は何ですか
（あてはまるもの全て選択）」と尋ねたと
ころ、「生活費に使う」がトップで48.3％
となった。次に「自分のお小遣いにする」
が33.4％、「買い替える・違う商品を購
入する」が31.0％であった（図表36）。
売って得たお金の使い道を年代
別に見ると、20歳代は「自分のお小遣
いにする」、その他の年代では「生活
費に使う」がトップであった（図表37）。
リユース品を売って得たお金につ
いて、半数の主婦は生活費に充当し
ているようだ。一方で、20歳代は「貯
める」の回答率が他の年代に比べて
高かった。
また、「自分のお小遣いにする」とい

う回答率も高く、不要品を売って得た
臨時収入を自身の自由に使えるお金

にするという点も、リユース市場の活
性化に繋がっているものと思われる。

今回の調査結果から明らかになっ
た主婦の消費行動及びリユース品の
売買について、以下の3点にまとめて
みたい。
第1に、主婦の景況感は、総じて悪
化していることが見てとれた。前回の
調査では20歳代と30歳代の若い年
代で改善が見られたが、今回の調査
では、「良くなった」の回答が全年代
で低下する結果となった。また、主婦
の景況D.I.も▲15.2となり、前回より7.0
ポイント低下した。内閣府が行ってい
る景気ウォッチャー調査（平成30年12
月調査）においても、東海地域の景気
の現状判断D.I.は悪化を示す結果が
出ており、当地域における主婦の現
状の景況感は厳しいことがわかった。
第2に、主婦の物価観は、引き続き
物価上昇を実感していることが見て
とれた。物価D.I.は62.8で、前回調査
より10.3ポイント上昇した。過去3年連
続で物価D.I.は低下していたが今回
調査では反転する結果となった。夏
から秋にかけての自然災害の影響
による野菜価格の高騰や、発電用燃
料価格の高騰に伴う電気料の値上
げなどが主婦の物価観に影響して
いるのではないかと考える。
第3に、主婦のリユース品の売買に

ついてまとめてみたい。スマホの急速
な普及に伴い、どこでも手軽にリユー
ス品の売買ができるようになってきて
いる。メルカリやラクマなどといったフ

リマアプリのＣＭを目にする機会も増
えてきた。今回の調査でも、近年リ
ユース品への関心がある人が増えた
と感じる主婦は5割を超え、実際に売
買経験がある主婦も半数に達し、主
婦にとってリユース品の売買は身近
なものとなってきていることが確認でき
た。リユース品の売買場所では「中古
品取扱店舗」が63.4％とトップであっ
たが、2位、3位はそれぞれ「フリマア
プリ」「オークションサイト」と非対面
チャネルが占めた。若い年代の主婦
ほど、非対面チャネルの回答率が高
く、スマホを活用していることがうかが
えた。買ったことがあるもの、売ったこ
とがあるものは、順位は違うものの上
位は「書籍・雑貨」「衣類」「ファッショ
ン小物」であった。リユース品を買う
理由はやはり「安く買いたい」がトップ
で金銭的な理由であった。一方、売
る理由のトップは「捨てるのがもった
いない」で、売ってお金を得ることより
も「捨てること」に抵抗感を感じて売る
主婦が多いとの結果となった。売って
得たお金の使い道は「生活費に使
う」がトップで、次に「自分のお小遣い
にする」であった。不要品を売って得
た臨時収入を自身の自由に使えるお
金にするという点も、リユース市場が
活性化している要因ではないだろう
か。現在、「フリマアプリ」など非対面
を使いリユース品を売買している主
婦は、若い年代が中心であるが、ス
マホが高い年代層にも急速に普及し
てきており、非対面チャネルを使ったリ
ユース品の市場は、今後、さらに拡大
していくのではないだろうか。

購入した高額商品の推移 （上位5品目）図表17 購入した高額商品（上位5品目、属性別）図表18
※複数回答（%）

国内旅行

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上

岐阜県

愛知県

専業主婦

正社員等

パート

自動車の購入・維持 海外旅行 家具・インテリア一般家電

26.5

16.2

18.8

28.9

29.9

27.2

27.3

24.1

30.9

16.8

34.5

15.3

29.7

10.9

7.8

16.9

21.0

12.9

17.1

23.6

18.3

9.3

9.3

32.4

21.9

3.9

5.8

3.7

7.2

12.1

9.1

14.4

4.1

（6.4）

（18.5）

（4.3）

（16.5）

（5.9）

（▲13.1）

（6.3）

（7.9）

（▲4.1）

（8.6）

（6.5）

（4.1）

（6.9）

（10.9）

（8.7）

（▲5.1）

（8.8）

（1.8）

（7.2）

（6.4）

（4.7）

（2.7）

（1.9）

（▲13.1）

（▲4.3）

（2.5）

（2.6）

（14.3）

（0.0）

（3.5）

（2.8）

（▲2.5）

（6.8）

（▲3.5）

（▲19.1）

（▲4.5）

（▲4.2）

（1.4）

（▲4.8）

（▲3.8）

（▲4.0）

（4.3）

（▲7.3）

（▲1.1）

（▲2.5）

（▲1.7）

（6.5）

（▲5.7）

（0.2）

（▲9.2）

（▲4.6）

（0.8）

（▲3.2）

（▲1.7）

（▲2.8）

39.2

40.5

45.3

47.7

35.7

27.2

37.3

41.7

34.5

38.6

41.2

33.4

45.9

39.1

35.9

25.3

34.6

36.1

31.2

34.5

35.6

30.4

自動車の購入・維持
海外旅行

一般家電
家具・インテリア

国内旅行

※複数回答

（＊１）■は、各属性における最も回答率の高い費目。　（＊２）括弧内は、前年差を示す。

今以上に支出を増やしたい費目（上位5費目、属性別）図表16

レジャー費
全体
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳以上
岐阜県
愛知県
専業主婦
正社員等
パート

教育費 食費教養娯楽費
 11.5
16.9
28.4
18.8
1.3
0.0
9.1
15.6
15.2
9.7
11.9

 8.6
5.1
5.2
9.6
7.0
13.8
8.6
7.9
10.1
7.6
8.0

（▲17.9）
（▲9.4）
（▲15.4）
（▲15.3）
（▲20.5）
（▲24.3）
（▲17.0）
（▲17.2）
（▲15.5）
（▲21.2）
（▲18.2）

（▲8.5）
（▲15.9）
（▲8.3）
（▲2.6）
（▲11.6）
（▲10.7）
（▲9.5）
（▲6.5）
（2.0）

（▲10.5）
（▲10.6）

（▲4.5）
（1.3）
（▲5.6）
（▲6.5）
（▲2.7）
（▲1.1）
（▲6.1）
（▲0.6）
（▲2.5）
（▲4.6）
（▲3.5）

（▲3.7）
（▲10.5）
（▲7.4）
（▲1.5）
（▲5.0）
（0.0）
（▲5.2）
（▲2.5）
（▲2.6）
（▲3.6）
（▲5.9）

外食費
8.6
6.8
6.0
9.6
7.0
12.3
9.1
7.6
12.1
7.0
8.3

（▲3.4）
（▲6.5）
（▲0.8）
（▲4.0）
（▲6.5）
（2.0）
（▲3.2）
（▲3.6）
（2.0）
（▲4.2）
（▲6.0）

※複数回答（％）

 37.9
37.3
44.8
36.7
37.0
35.5
36.3
40.1
36.4
38.3
37.8

 11.6
8.5
12.1
15.1
8.4
12.3
11.4
11.6
17.2
10.0
10.6

増やしたい費目はない・特に考えていない
39.4
40.7
31.9
37.2
44.5
40.6
40.9
36.8
34.3
44.4
37.2

（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）

光熱・水道費
全体
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳以上
岐阜県
愛知県
専業主婦
正社員等
パート

外食費 交通・通信費食費
 22.5
41.7
32.8
22.8
17.2
14.0
21.1
25.4
16.7
24.5
21.7

 15.5
31.7
12.1
16.4
13.4
13.3
14.5
17.3
10.8
16.0
16.7

（▲2.2）
（7.1）
（9.3）
（▲1.5）
（▲3.5）
（▲12.4）
（▲3.8）
（1.5）
（0.9）
（▲3.2）
（0.0）

（▲0.1）
（▲1.9）
（9.7）
（0.0）
（▲2.1）
（▲2.5）
（▲3.7）
（3.5）
（0.6）
（1.2）
（0.6）

（0.3）
（9.6）
（0.1）
（▲2.0）
（1.4）
（▲1.5）
（0.4）
（1.0）
（▲4.4）
（2.5）
（▲1.1）

（▲10.3）
（8.5）

（▲16.1）
（▲7.9）
（▲16.9）
（▲4.2）
（▲10.9）
（▲8.5）
（▲10.3）
（▲12.0）
（▲9.4）

保険料
13.6
18.3
13.8
12.8
14.7
11.2
11.7
15.6
9.8
13.0
16.0

（▲1.3）
（12.9）
（▲0.7）
（▲2.6）
（▲1.5）
（▲5.3）
（▲1.1）
（▲2.3）
（▲2.4）
（1.2）
（▲3.2）

 39.7
51.7
44.8
43.4
40.1
24.5
38.2
42.0
35.3
36.3
45.6

 38.2
51.7
55.2
40.2
31.5
26.6
34.3
42.7
37.3
39.0
38.7

減らしたい費目はない・特に考えていない
12.5
8.3
6.0
11.9
13.8
18.2
14.0
10.4
15.7
15.7
8.5

（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）

（＊１）■は、各属性における最も回答率の高い費目。　（＊２）括弧内は、前年差を示す。

今以上に支出を切り詰めたい費目（上位5費目、属性別）図表15 ※複数回答（％）

（＊１）■は、各属性における最も回答率の高い費目。　（＊２）括弧内は、前年差を示す。
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※複数回答 ※複数回答

家計管理で工夫していること
（全体）

図表19 家計管理で工夫していること
（上位5項目、年代別）

図表20 買物場所の選択基準図表21

0 20 40 60 80
（%） （%） （%）

特にない

その他

食費を抑える
（外食を減らす以外）

家計簿をつける

チラシや広告、
インターネットで

価格をチェックする

外食を減らす

まとめ買いをする

安いお店を探す

光熱・水道費の
節約を心がける

必要なものだけを
購入する

23.4

22.4

18.8

※複数回答

0 20 40 60 80

営業時間の長さ

一ヶ所で全てが
揃う便利さ

サービスの質

駐車場の
有無

距離

品質

品揃え

0 20 40 60 80

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳以上

ポイント・クーポン・
割引券等を活用する

68.1
66.7

64.1
65.5

47.3

必要なものだけを
購入する

45.0
44.8
42.6

54.8
41.8

光熱・水道費の
節約を心がける 26.5

33.6

25.0
23.3

31.5

安いお店を探す

38.3
31.9

26.0
25.4
29.5

3.5 

0.3 

16.1

23.8

28.3

29.0

45.2

52.6特売品・安価商品を
購入する

ポイント・クーポン・
割引券等を活用する 62.2 価格 72.3

43.1

27.7

18.3

15.0

6.3

50.4

48.2特売品・安価商品を
購入する

55.0

55.6

52.1

50.9

50.4

（％）
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ＯＫＢ総研では、毎年、岐阜・愛知・
三重・滋賀県に在住の主婦を対象に
「主婦の消費行動に関するアンケー
ト」を実施している。
日本経済が緩やかな回復を続けて
いる中で、この地域の主婦がどのよう
な消費行動をしているのか、以下で
その実態を明らかにしたい。

本調査の概要は以下のとおりである。

（1）主婦の景気判断
最初に、消費行動を左右する景況
感と物価観を概観する。

Ａ. 主婦の景況感

「現在（2018年）の景気は、1年前
と比べてどうなったと感じています
か」と尋ねたところ、「良くなった」が
全体の4.1％、「変わらない」が69.9％、
「悪くなった」が19.3％となった（図
表1）。前年と比べて「良くなった」が
3.5ポイント低下し、「悪くなった」が
3.5ポイント上昇した。全体として主

婦の景況感は悪化していることがう
かがえた。
年代別に見ると、全ての年代で「良

くなった」が低下した。また、50歳代
を除く全ての年代で「悪くなった」の
回答率が上昇し、特に「60歳以上」
では前年比10ポイント超の大幅上昇
であった。就業形態別では、「専業主
婦」で「悪くなった」の回答率が大きく
上昇した（図表2）。
景況D.I.（「良くなった」の回答率―

「悪くなった」の回答率）は▲15.2。前
年より7.0ポイント低下した（図表3）。

Ｂ. 主婦の物価観

「現在（2018年）の物価は、1年前と

比べてどうなったと感じていますか」
と尋ねたところ、「高くなった」が全体
の63 .7％、「変わらない」が32 .1％、
「安くなった」が1.0％となった（図表4）。
前年と比べて「高くなった」が10.3ポ
イント上昇し、「変わらない」が10.0ポ
イント低下した。
年代・住所・就業形態別に見ると、
全ての属性において「高くなった」の
回答率が上昇し「変わらない」が低

下した。前年と比べ物価上昇を実感
している主婦が増加している結果と
なった（図表5）。
物価D.I.（「高くなった」の回答率―

「安くなった」の回答率）は62.8。前回
調査から10.3ポイント上昇した（図表
6）。

（２）家計について
次に、家計の収支動向を見てみる。

Ａ. 家計の収入

「2018年の家計収入は、1年前と
比べてどうなりましたか」と尋ねたとこ
ろ、「増えた」が全体の16.2％、「変わ
らない」が55.5％、「減った」が28.3％
となった（図表7）。前年と比べて「増
えた」の回答率は4.1ポイント低下、
「減った」は4.4ポイント上昇した。家
計の収入悪化がうかがえる結果と
なった。

年代・住所・就業形態別に見ると、
全ての属性で「増えた」の回答率が
低下した。特に専業主婦では、「増え
た」が8.0ポイント減少し、「減った」が
7.1ポイント増加した（図表8）。

Ｂ. 家計の支出

一方、「2018年の家計支出は、1年
前と比べてどうなりましたか」と尋ねた
ところ、「増えた」が全体の63 . 6％、

「変わらない」が30.8％、「減った」が
5.6％となった（図表9）。前年と比べ
て「増えた」の回答率は1.5ポイント上
昇し、「減った」は0.2ポイント低下した。
年代別に見ると、家計支出が「増

えた」は30歳代と40歳代で前年より
それぞれ2.9ポイントと4.0ポイント低
下したものの、それ以外の年代では
上昇した。また、全ての年代で「増え
た」が5割を超えており、家計の支出

は増加していることがうかがえた（図
表10）。

Ｃ. 家計支出の費目別動向

それでは、家計支出の費目別の動
向はどうだろうか。以下に詳しく見て
みたい。
（a）支出増加費目／支出減少費目
「2018年の家計支出を考えたとき、
1年前より支出が増えた費目は何です

か（あてはまるもの全て選択）」と尋ね
たところ、｢食費｣が46.7％でトップで
あった。前年同様、今年も夏から秋に
かけ台風が相次いで上陸し、野菜な
どの食材価格が高騰したことも影響
しているのではないかと考える。2位
は「光熱・水道費」で、前年より6.3ポイ
ント上昇し27.9％であった。発電用燃
料価格の上昇に伴い、直近の1年間
で電気料が上昇していることが要因
であると考える。なお、2011年から7年
連続で3位以内に入っていた「交通・
通信費」は、前年より8.1ポイント低下
し24.0％で4位であった（図表11）。
年代別に見ると、「教育費」がトッ

プであった40歳代を除き、全ての年
代で「食費」がトップであった。「光
熱・水道費」は全ての年代で回答率
が上昇した。特に30歳代は18.9ポイ
ントと大幅に上昇した。一方、全体で

4位となった「交通・通信費」の回答
率は全ての年代で低下し、特に20歳
代では16.1ポイントも低下する結果と
なった（図表12）。
次に、「2018年の家計支出を考え

たとき、1年前より支出が減った費目
は何ですか（あてはまるもの全て選
択）」と尋ねたところ、トップは「レ
ジャー費」、2位は「衣料費」、3位は
「外食費」で昨年と同じ順位であっ
た（図表13）。
ところで今回の調査から回答項目
に「支出が減った費目はない」を追加
したところ、この項目の回答率が最も
高かった。3割強の主婦はどの費目も
減っていないことがわかった。
年代別に見ると、20歳代と50歳代

は「衣料費」、30歳代は「外食費」、40
歳代と60歳以上は「レジャー費」の
回答率が最も高くなった（図表14）。

（ｂ）今以上に切り詰めたい費目／
　  増やしたい費目
続いて、今後の消費についてどの

ように考えているのかを見てみたい。
「2018年の家計支出を考えたとき、
今以上に切り詰めたい費目は何で
すか（3つまで選択）」と尋ねたところ、
「光熱・水道費」が39.7％でトップと
なり、次に「食費」で38.2％、「外食
費」で22.5％となった（図表15）。前
年の調査で3位であった「交通・通
信費」は15.5％で、10.3ポイントの大
幅な低下となり順位を4位に落とした。
年代別に見ると、全ての年代で「光
熱・水道費」と「食費」が上位を占め
る結果となった。なお、20歳代は他
の年代に比べ「外食費」、「交通・通
信費」、「保険料」の回答率が大幅
に上昇した。
一方、「2018年の家計支出を考え

たとき、今以上に支出を増やしたい
費目は何ですか（3つまで選択）」と
尋ねたところ、「レジャー費」が37.9％
でトップとなり、次に「教養娯楽費」で
11.6％、「教育費」で11.5％となった
（図表16）。今回の調査から回答項
目に「増やしたい費目はない・特に考
えていない」を追加したところ、この
項目の回答率が最も高い結果となっ
た。（２）Ａ「家計収入」の質問項目で、
家計収入の悪化が見てとれることも
あり、主婦の節約志向がうかがえた。
（ｃ）高額商品の購入
次に、高額商品の購入状況につい

て見てみたい。
「2018年に1商品10万円以上する
高価な買い物（家族旅行を含む）を
しましたか」と尋ねたところ、「買い物
をした」は60.1％であった。次に「買い
物をした」と回答した人に「具体的に

どのような買い物をしたか」と尋ねた
ところ、「国内旅行」が39.2％でトップ
となった。次に「一般家電」で33.4％、
「自動車の購入・維持」で26.5％となっ
た（図表17）。
年代別に見ると、30歳代～50歳
代のトップは「国内旅行」で、20歳代
と60歳以上は「一般家電」であった
（図表18）。

Ｄ. 家計管理の工夫について

それでは、主婦はどのように家計
管理を工夫しているのだろうか。
「あなたは家計を管理する中で、工
夫していることは何ですか（あてはま
るもの全て選択）」と尋ねたところ、「ポ
イント・クーポン・割引券等を活用す
る」が62.2％でトップであった。次に「特
売品・安価商品を購入する」で52.6％、
「必要なものだけを購入する」で

45.2％となった（図表19）。下位の項目
でも回答率が20％前後となっているこ
とから、主婦は家計管理において様々
な工夫を行っており、必要に応じて使
い分けしていることが見てとれた。
年代別に見ると、20歳代～50歳代

は「ポイント・クーポン・割引券等を活
用する」がトップで、2位は「特売品・
安価商品を購入する」であったが、
60歳以上は「必要なものだけを購入
する」がトップで、2位が「特売品・安
価商品を購入する」であった（図表
20）。60歳以上は他の年代でトップで
あった「ポイント・クーポン・割引券等
を活用する」の回答率が低いことが
見てとれた。このことから、若い年代
の主婦の家計管理の工夫は、お値
打ちに買い物をするための工夫が上
位となっているのに対し、60歳以上は、
必要でないものは購入しないことが

家計管理の工夫として上位となって
いることがわかった。
 

Ｅ. 買物場所について

では、主婦は実際に商品を購入す
る場所をどのように選択し、利用して
いるのであろうか。
（ａ）買物場所の選択基準
まず、「あなたが買物場所を選択す

るにあたり、重視する点は何ですか（3
つまで選択）」と尋ねたところ、「価格」
が72.3％でトップであった。次に「品
揃え」で50.4％、「品質」で48.2％と
なった（図表21）。
上位３項目について、前回調査か

ら「品揃え」と「品質」の順位が入れ替
わったものの、回答率には大きな増減
は見られなかった。

（ｂ）買物場所の利用頻度
次に、実際に主婦はどのような店を
利用しているのであろうか。
図表22は、主婦の買物場所（11業
態）の利用頻度を1年間の平均利用
回数に換算した結果である。
主婦が最もよく利用する店は従来
通り「スーパー」で、およそ2.6日に1度
（年間143.1回）の頻度で利用されて

いた。次に、「コンビニエンスストア」
で5.1日に1度、「ドラッグストア」で6.6
日に1度となっている。「ドラッグスト
ア」の利用頻度は、週一回以上と
なっており、2位の「コンビニエンスス
トア」のそれに年々近づいてきている。
経済産業省の「商業動態統計月
報（平成30年10月分）」によると、愛
知県と岐阜県で営業するドラッグスト
アの店舗数は、平成29年10月の
1 , 2 8 6店舗から平成30年10月の
1,359店舗へと73店舗増加している。
近年のドラッグストアは、薬だけでなく
日用品や食料品も安く買うことができ
るため、主婦にとってはスーパーの

代替としてドラッグストアの利用が進
んでいるのではないかと考える。

「平成27年度使用済製品等のリ
ユース促進事業報告書」（環境省）
によると、平成27年度のリユースの
国内市場規模（自動車・バイク除く）
は1兆1千億円となっている。近年、
スマートフォン（以下、スマホ）の急速
な普及に伴い、どこでも手軽にリ
ユース品の売買ができるようになり、

メルカリやラクマなどといったフリマ
アプリのＣＭを目にする機会も増え
てきた。
そこで、今回の時事調査では、主
婦のリユース品の売買状況などにつ
いて調査を行った。

（1）リユース品への関心
はじめに、「近年、あなたの周りにリ
ユース品の売買に関心がある人が
増えたと感じますか」と尋ねたところ、
「感じる」が54 .6％、「感じない」が
13.3％、「わからない・興味がない」が
32.1％となった（図表23）。半数以上
の回答者は、リユース品の売買に関

心がある人が周りに増えたと感じて
いることがわかった。

（２）リユース品の売買経験
次に、「あなたは、リユース品を買っ

たり、売ったりしたことはありますか」と
尋ねたところ、「ある」と「ない」の回答
率は同じで50.0％であった（図表24）。
半数の回答者は、リユース品の売買
経験があるという結果となった。
リユース品の売買経験を年代別に
見ると、売買経験が「ある」と回答した
割合が最も高かった年代は30歳代
で72.6％であった。一方、「ある」と回
答した割合が最も低かった年代は60

歳以上で31.9％であった（図表25）。
30歳代を中心に若い年代の方が、

リユース品の売買経験のある割合が
高いという結果となった。

（3）リユース品の売買場所
前問で、リユース品の売買経験が

「ある」と回答した主婦に「あなたは、
リユース品をどこで買ったり売ったり
しますか（あてはまるもの全て選択）」
と尋ねたところ、「中古品取扱店舗
（古本屋、古着屋など）」が63.4％と
トップとなり、次に「フリマアプリ（メルカ
リ、ラクマなど）」で35.2％、「オークショ
ンサイト（ヤフオク！など）」で19.4％と

なった（図表26）。
年代別に見ると、20歳代、30歳代の

トップは「フリマアプリ」で、40歳代以上
は「中古品取扱店舗」となった（図表27）。
若い年代では、スマホやパソコンと

いった非対面チャネルを活用した「フ
リマアプリ」の回答率が高いのに対し
て、40歳代以上では、対面チャネルで
ある「中古品取扱店舗」の回答率が
高いという異なる結果が見られた。
次に、売買場所の回答項目について
非対面チャネル（「オークションサイト」
「フリマアプリ」「中古品通販サイト」）を
「ネット」、対面チャネル（「中古品取扱店
舗」「フリーマーケット」「知人間での直

接やり取り」）を「リアル」と定義し、を
「ネットのみ」、「リアルのみ」と回答した主
婦の割合（ネットとリアル両方の回答者
は除く）を年代別に見てみた（図表28）。
その結果、40歳代以上では、「リア

ルのみ」の回答が「ネットのみ」の回答
を大きく上回る結果となった。一方、
20歳代、30歳代では「ネットのみ」が
「リアルのみ」を上回った。特に20歳
代では、「ネットのみ」と回答した主婦
が半数近くに上った。このことから、若
い年代の主婦は、リユース品の売買
でも「ネット」（スマホ）を積極的に利用
し、高い年代の主婦に比べて「リア
ル」を利用していないことがわかった。

（4）売買したことのある
　  リユース品
次に、リユース品の売買経験が「あ

る」と回答した主婦に「あなたが、リ
ユース品を買ったり売ったりしたこと
があるものは何ですか（あてはまるも
の全て選択）」と尋ねた。
買ったことがあるリユース品は「書
籍・雑誌」が46.6％とトップであった。
次に「衣類」が42.9％、「ファッション小
物（鞄・靴・アクセサリーなど）」が
17.9％と続いた（図表29）。
売ったことがあるリユース品は「衣
類」が66.8％とトップであった。次に
「書籍・雑誌」が50.8％、「ファッション

小物」が31.1％となった。
順位は異なるものの、上位3品目は
売買ともに「書籍・雑誌」、「衣類」、
「ファッション小物」であった。また、大
半のリユース品で、“買ったことがあ
る”より“売ったことがある”の回答率
が高い結果となった。特に、「衣類」と
「ファッション小物」は“売ったことがあ
る”と “買ったことがある”の回答差が
それぞれ23.9ポイント、13.2ポイント
と大きかった。
買ったことがあるリユース品を年代
別に見ると、「衣類」は30歳代、40歳
代、「書籍・雑誌」は30歳代以外で
トップであった（図表30）。　

30歳代は他の年代と比べ「育児・
ベビー用品」や「おもちゃ・ホビー・カ
ルチャー」の回答率が高く、子育てに
リユース品を活用していることがうか
がえた。
売ったことがあるリユース品を年
代別に見ると、全ての年代で「衣類」
がトップで、2位は「書籍・雑誌」で
あった。3位は30歳代を除き「ファッ
ション小物」で、30歳代の3位は「育
児・ベビー用品」となった（図表31）。
30歳代は買ったことがあるリユー

ス品と同様に、「育児・ベビー用品」
の回答率が他の年代に比べ高い結
果となった。

（５）リユース品を買う理由
次に、リユース品を買ったことが

「ある」と回答した主婦に、「リユース
品を買う理由は何ですか（あてはま
るもの全て選択）」と尋ねたところ、
「安く買いたい」がトップで62.7％で
あった。次に「掘り出し物がある」が
40.1％、「新品を買うのはもったいな
い」が28.0％と続いた（図表32）。や
はり「安く買いたい」という動機がリ
ユース品を買う大きな動機になった。
その一方で、「掘り出し物」や「新品
で買うほどではないもの」にもリユー
ス品としてのニーズが高いようだ。
リユース品を買う理由について年

代別に見ると、60歳以上は「掘り出し
物がある」、その他の年代では「安く
買いたい」がトップであった（図表33）。
20歳代、30歳代は「安く買いたい」の
回答率が80％前後と他の年代に比
べて高く、「安く買いたい」ためにリユー
ス品を購入する傾向が見てとれた。

（6）リユース品を売る理由
次に、リユース品を売ったことが

「ある」と回答した主婦に「リユース品
を売る理由は何ですか（あてはまる
もの全て選択）」と尋ねたところ、「捨
てるのがもったいない」がトップで
76.2％であった。次に「お金が欲し

い」が32.7％、「資源の有効活用」が
31.5％となった（図表34）。不要となっ
たものでも「捨てること」に抵抗を感じ
ている主婦が多い結果が見てとれた。
リユース品を売る理由について年
代別に見ると、全ての年代で「捨てる
のがもったいない」がトップであった。
また、20歳代では同率で「お金が欲し
い」もトップであった。2位は30歳代、
40歳代では「お金が欲しい」、50歳代、
60歳以上は「資源の有効活用」で
あった（図表35）。年代を問わず「捨
てるのがもったいない」という理由は
共通している一方で、若い年代では
資金調達の手段として、50歳代以上
ではリサイクルの手段としてリユース
品を売っているようだ。

（7）売って得たお金の使い道
最後に、リユース品を売ったことが

「ある」と回答した主婦に「リユース品を
売って得たお金の使い道は何ですか
（あてはまるもの全て選択）」と尋ねたと
ころ、「生活費に使う」がトップで48.3％
となった。次に「自分のお小遣いにする」
が33.4％、「買い替える・違う商品を購
入する」が31.0％であった（図表36）。
売って得たお金の使い道を年代
別に見ると、20歳代は「自分のお小遣
いにする」、その他の年代では「生活
費に使う」がトップであった（図表37）。
リユース品を売って得たお金につ
いて、半数の主婦は生活費に充当し
ているようだ。一方で、20歳代は「貯
める」の回答率が他の年代に比べて
高かった。
また、「自分のお小遣いにする」とい

う回答率も高く、不要品を売って得た
臨時収入を自身の自由に使えるお金

にするという点も、リユース市場の活
性化に繋がっているものと思われる。

今回の調査結果から明らかになっ
た主婦の消費行動及びリユース品の
売買について、以下の3点にまとめて
みたい。
第1に、主婦の景況感は、総じて悪
化していることが見てとれた。前回の
調査では20歳代と30歳代の若い年
代で改善が見られたが、今回の調査
では、「良くなった」の回答が全年代
で低下する結果となった。また、主婦
の景況D.I.も▲15.2となり、前回より7.0
ポイント低下した。内閣府が行ってい
る景気ウォッチャー調査（平成30年12
月調査）においても、東海地域の景気
の現状判断D.I.は悪化を示す結果が
出ており、当地域における主婦の現
状の景況感は厳しいことがわかった。
第2に、主婦の物価観は、引き続き
物価上昇を実感していることが見て
とれた。物価D.I.は62.8で、前回調査
より10.3ポイント上昇した。過去3年連
続で物価D.I.は低下していたが今回
調査では反転する結果となった。夏
から秋にかけての自然災害の影響
による野菜価格の高騰や、発電用燃
料価格の高騰に伴う電気料の値上
げなどが主婦の物価観に影響して
いるのではないかと考える。
第3に、主婦のリユース品の売買に

ついてまとめてみたい。スマホの急速
な普及に伴い、どこでも手軽にリユー
ス品の売買ができるようになってきて
いる。メルカリやラクマなどといったフ

リマアプリのＣＭを目にする機会も増
えてきた。今回の調査でも、近年リ
ユース品への関心がある人が増えた
と感じる主婦は5割を超え、実際に売
買経験がある主婦も半数に達し、主
婦にとってリユース品の売買は身近
なものとなってきていることが確認でき
た。リユース品の売買場所では「中古
品取扱店舗」が63.4％とトップであっ
たが、2位、3位はそれぞれ「フリマア
プリ」「オークションサイト」と非対面
チャネルが占めた。若い年代の主婦
ほど、非対面チャネルの回答率が高
く、スマホを活用していることがうかが
えた。買ったことがあるもの、売ったこ
とがあるものは、順位は違うものの上
位は「書籍・雑貨」「衣類」「ファッショ
ン小物」であった。リユース品を買う
理由はやはり「安く買いたい」がトップ
で金銭的な理由であった。一方、売
る理由のトップは「捨てるのがもった
いない」で、売ってお金を得ることより
も「捨てること」に抵抗感を感じて売る
主婦が多いとの結果となった。売って
得たお金の使い道は「生活費に使
う」がトップで、次に「自分のお小遣い
にする」であった。不要品を売って得
た臨時収入を自身の自由に使えるお
金にするという点も、リユース市場が
活性化している要因ではないだろう
か。現在、「フリマアプリ」など非対面
を使いリユース品を売買している主
婦は、若い年代が中心であるが、ス
マホが高い年代層にも急速に普及し
てきており、非対面チャネルを使ったリ
ユース品の市場は、今後、さらに拡大
していくのではないだろうか。

購入した高額商品の推移 （上位5品目）図表17 購入した高額商品（上位5品目、属性別）図表18
※複数回答（%）

国内旅行

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上

岐阜県

愛知県

専業主婦

正社員等

パート

自動車の購入・維持 海外旅行 家具・インテリア一般家電

26.5

16.2

18.8

28.9

29.9

27.2

27.3

24.1

30.9

16.8

34.5

15.3

29.7

10.9

7.8

16.9

21.0

12.9

17.1

23.6

18.3

9.3

9.3

32.4

21.9

3.9

5.8

3.7

7.2

12.1

9.1

14.4

4.1

（6.4）

（18.5）

（4.3）

（16.5）

（5.9）

（▲13.1）

（6.3）

（7.9）

（▲4.1）

（8.6）

（6.5）

（4.1）

（6.9）

（10.9）

（8.7）

（▲5.1）

（8.8）

（1.8）

（7.2）

（6.4）

（4.7）

（2.7）

（1.9）

（▲13.1）

（▲4.3）

（2.5）

（2.6）

（14.3）

（0.0）

（3.5）

（2.8）

（▲2.5）

（6.8）

（▲3.5）

（▲19.1）

（▲4.5）

（▲4.2）

（1.4）

（▲4.8）

（▲3.8）

（▲4.0）

（4.3）

（▲7.3）

（▲1.1）

（▲2.5）

（▲1.7）

（6.5）

（▲5.7）

（0.2）

（▲9.2）

（▲4.6）

（0.8）

（▲3.2）

（▲1.7）

（▲2.8）

39.2

40.5

45.3

47.7

35.7

27.2

37.3

41.7

34.5

38.6

41.2

33.4

45.9

39.1

35.9

25.3

34.6

36.1

31.2

34.5

35.6

30.4

自動車の購入・維持
海外旅行

一般家電
家具・インテリア

国内旅行

※複数回答

（＊１）■は、各属性における最も回答率の高い費目。　（＊２）括弧内は、前年差を示す。

今以上に支出を増やしたい費目（上位5費目、属性別）図表16

レジャー費
全体
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳以上
岐阜県
愛知県
専業主婦
正社員等
パート

教育費 食費教養娯楽費
 11.5
16.9
28.4
18.8
1.3
0.0
9.1
15.6
15.2
9.7
11.9

 8.6
5.1
5.2
9.6
7.0
13.8
8.6
7.9
10.1
7.6
8.0

（▲17.9）
（▲9.4）
（▲15.4）
（▲15.3）
（▲20.5）
（▲24.3）
（▲17.0）
（▲17.2）
（▲15.5）
（▲21.2）
（▲18.2）

（▲8.5）
（▲15.9）
（▲8.3）
（▲2.6）
（▲11.6）
（▲10.7）
（▲9.5）
（▲6.5）
（2.0）

（▲10.5）
（▲10.6）

（▲4.5）
（1.3）
（▲5.6）
（▲6.5）
（▲2.7）
（▲1.1）
（▲6.1）
（▲0.6）
（▲2.5）
（▲4.6）
（▲3.5）

（▲3.7）
（▲10.5）
（▲7.4）
（▲1.5）
（▲5.0）
（0.0）
（▲5.2）
（▲2.5）
（▲2.6）
（▲3.6）
（▲5.9）

外食費
8.6
6.8
6.0
9.6
7.0
12.3
9.1
7.6
12.1
7.0
8.3

（▲3.4）
（▲6.5）
（▲0.8）
（▲4.0）
（▲6.5）
（2.0）
（▲3.2）
（▲3.6）
（2.0）
（▲4.2）
（▲6.0）

※複数回答（％）

 37.9
37.3
44.8
36.7
37.0
35.5
36.3
40.1
36.4
38.3
37.8

 11.6
8.5
12.1
15.1
8.4
12.3
11.4
11.6
17.2
10.0
10.6

増やしたい費目はない・特に考えていない
39.4
40.7
31.9
37.2
44.5
40.6
40.9
36.8
34.3
44.4
37.2

（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）

光熱・水道費
全体
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳以上
岐阜県
愛知県
専業主婦
正社員等
パート

外食費 交通・通信費食費
 22.5
41.7
32.8
22.8
17.2
14.0
21.1
25.4
16.7
24.5
21.7

 15.5
31.7
12.1
16.4
13.4
13.3
14.5
17.3
10.8
16.0
16.7

（▲2.2）
（7.1）
（9.3）
（▲1.5）
（▲3.5）
（▲12.4）
（▲3.8）
（1.5）
（0.9）
（▲3.2）
（0.0）

（▲0.1）
（▲1.9）
（9.7）
（0.0）
（▲2.1）
（▲2.5）
（▲3.7）
（3.5）
（0.6）
（1.2）
（0.6）

（0.3）
（9.6）
（0.1）
（▲2.0）
（1.4）
（▲1.5）
（0.4）
（1.0）
（▲4.4）
（2.5）
（▲1.1）

（▲10.3）
（8.5）

（▲16.1）
（▲7.9）
（▲16.9）
（▲4.2）
（▲10.9）
（▲8.5）
（▲10.3）
（▲12.0）
（▲9.4）

保険料
13.6
18.3
13.8
12.8
14.7
11.2
11.7
15.6
9.8
13.0
16.0

（▲1.3）
（12.9）
（▲0.7）
（▲2.6）
（▲1.5）
（▲5.3）
（▲1.1）
（▲2.3）
（▲2.4）
（1.2）
（▲3.2）

 39.7
51.7
44.8
43.4
40.1
24.5
38.2
42.0
35.3
36.3
45.6

 38.2
51.7
55.2
40.2
31.5
26.6
34.3
42.7
37.3
39.0
38.7

減らしたい費目はない・特に考えていない
12.5
8.3
6.0
11.9
13.8
18.2
14.0
10.4
15.7
15.7
8.5

（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）

（＊１）■は、各属性における最も回答率の高い費目。　（＊２）括弧内は、前年差を示す。

今以上に支出を切り詰めたい費目（上位5費目、属性別）図表15 ※複数回答（％）

（＊１）■は、各属性における最も回答率の高い費目。　（＊２）括弧内は、前年差を示す。
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※複数回答 ※複数回答

家計管理で工夫していること
（全体）

図表19 家計管理で工夫していること
（上位5項目、年代別）

図表20 買物場所の選択基準図表21

0 20 40 60 80
（%） （%） （%）

特にない

その他

食費を抑える
（外食を減らす以外）

家計簿をつける

チラシや広告、
インターネットで

価格をチェックする

外食を減らす

まとめ買いをする

安いお店を探す

光熱・水道費の
節約を心がける

必要なものだけを
購入する

23.4

22.4

18.8

※複数回答

0 20 40 60 80

営業時間の長さ

一ヶ所で全てが
揃う便利さ

サービスの質

駐車場の
有無

距離

品質

品揃え

0 20 40 60 80

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳以上

ポイント・クーポン・
割引券等を活用する

68.1
66.7

64.1
65.5

47.3

必要なものだけを
購入する

45.0
44.8
42.6

54.8
41.8

光熱・水道費の
節約を心がける 26.5

33.6

25.0
23.3

31.5

安いお店を探す

38.3
31.9

26.0
25.4
29.5

3.5 

0.3 

16.1

23.8

28.3

29.0

45.2

52.6特売品・安価商品を
購入する

ポイント・クーポン・
割引券等を活用する 62.2 価格 72.3

43.1

27.7

18.3

15.0

6.3

50.4

48.2特売品・安価商品を
購入する

55.0

55.6

52.1

50.9

50.4

（％）
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ＯＫＢ総研では、毎年、岐阜・愛知・
三重・滋賀県に在住の主婦を対象に
「主婦の消費行動に関するアンケー
ト」を実施している。
日本経済が緩やかな回復を続けて
いる中で、この地域の主婦がどのよう
な消費行動をしているのか、以下で
その実態を明らかにしたい。

本調査の概要は以下のとおりである。

（1）主婦の景気判断
最初に、消費行動を左右する景況
感と物価観を概観する。

Ａ. 主婦の景況感

「現在（2018年）の景気は、1年前
と比べてどうなったと感じています
か」と尋ねたところ、「良くなった」が
全体の4.1％、「変わらない」が69.9％、
「悪くなった」が19.3％となった（図
表1）。前年と比べて「良くなった」が
3.5ポイント低下し、「悪くなった」が
3.5ポイント上昇した。全体として主

婦の景況感は悪化していることがう
かがえた。
年代別に見ると、全ての年代で「良

くなった」が低下した。また、50歳代
を除く全ての年代で「悪くなった」の
回答率が上昇し、特に「60歳以上」
では前年比10ポイント超の大幅上昇
であった。就業形態別では、「専業主
婦」で「悪くなった」の回答率が大きく
上昇した（図表2）。
景況D.I.（「良くなった」の回答率―

「悪くなった」の回答率）は▲15.2。前
年より7.0ポイント低下した（図表3）。

Ｂ. 主婦の物価観

「現在（2018年）の物価は、1年前と

比べてどうなったと感じていますか」
と尋ねたところ、「高くなった」が全体
の63 .7％、「変わらない」が32 .1％、
「安くなった」が1.0％となった（図表4）。
前年と比べて「高くなった」が10.3ポ
イント上昇し、「変わらない」が10.0ポ
イント低下した。
年代・住所・就業形態別に見ると、
全ての属性において「高くなった」の
回答率が上昇し「変わらない」が低

下した。前年と比べ物価上昇を実感
している主婦が増加している結果と
なった（図表5）。
物価D.I.（「高くなった」の回答率―

「安くなった」の回答率）は62.8。前回
調査から10.3ポイント上昇した（図表
6）。

（２）家計について
次に、家計の収支動向を見てみる。

Ａ. 家計の収入

「2018年の家計収入は、1年前と
比べてどうなりましたか」と尋ねたとこ
ろ、「増えた」が全体の16.2％、「変わ
らない」が55.5％、「減った」が28.3％
となった（図表7）。前年と比べて「増
えた」の回答率は4.1ポイント低下、
「減った」は4.4ポイント上昇した。家
計の収入悪化がうかがえる結果と
なった。

年代・住所・就業形態別に見ると、
全ての属性で「増えた」の回答率が
低下した。特に専業主婦では、「増え
た」が8.0ポイント減少し、「減った」が
7.1ポイント増加した（図表8）。

Ｂ. 家計の支出

一方、「2018年の家計支出は、1年
前と比べてどうなりましたか」と尋ねた
ところ、「増えた」が全体の63 . 6％、

「変わらない」が30.8％、「減った」が
5.6％となった（図表9）。前年と比べ
て「増えた」の回答率は1.5ポイント上
昇し、「減った」は0.2ポイント低下した。
年代別に見ると、家計支出が「増

えた」は30歳代と40歳代で前年より
それぞれ2.9ポイントと4.0ポイント低
下したものの、それ以外の年代では
上昇した。また、全ての年代で「増え
た」が5割を超えており、家計の支出

は増加していることがうかがえた（図
表10）。

Ｃ. 家計支出の費目別動向

それでは、家計支出の費目別の動
向はどうだろうか。以下に詳しく見て
みたい。
（a）支出増加費目／支出減少費目
「2018年の家計支出を考えたとき、
1年前より支出が増えた費目は何です

か（あてはまるもの全て選択）」と尋ね
たところ、｢食費｣が46.7％でトップで
あった。前年同様、今年も夏から秋に
かけ台風が相次いで上陸し、野菜な
どの食材価格が高騰したことも影響
しているのではないかと考える。2位
は「光熱・水道費」で、前年より6.3ポイ
ント上昇し27.9％であった。発電用燃
料価格の上昇に伴い、直近の1年間
で電気料が上昇していることが要因
であると考える。なお、2011年から7年
連続で3位以内に入っていた「交通・
通信費」は、前年より8.1ポイント低下
し24.0％で4位であった（図表11）。
年代別に見ると、「教育費」がトッ

プであった40歳代を除き、全ての年
代で「食費」がトップであった。「光
熱・水道費」は全ての年代で回答率
が上昇した。特に30歳代は18.9ポイ
ントと大幅に上昇した。一方、全体で

4位となった「交通・通信費」の回答
率は全ての年代で低下し、特に20歳
代では16.1ポイントも低下する結果と
なった（図表12）。
次に、「2018年の家計支出を考え

たとき、1年前より支出が減った費目
は何ですか（あてはまるもの全て選
択）」と尋ねたところ、トップは「レ
ジャー費」、2位は「衣料費」、3位は
「外食費」で昨年と同じ順位であっ
た（図表13）。
ところで今回の調査から回答項目
に「支出が減った費目はない」を追加
したところ、この項目の回答率が最も
高かった。3割強の主婦はどの費目も
減っていないことがわかった。
年代別に見ると、20歳代と50歳代

は「衣料費」、30歳代は「外食費」、40
歳代と60歳以上は「レジャー費」の
回答率が最も高くなった（図表14）。

（ｂ）今以上に切り詰めたい費目／
　  増やしたい費目
続いて、今後の消費についてどの

ように考えているのかを見てみたい。
「2018年の家計支出を考えたとき、
今以上に切り詰めたい費目は何で
すか（3つまで選択）」と尋ねたところ、
「光熱・水道費」が39.7％でトップと
なり、次に「食費」で38.2％、「外食
費」で22.5％となった（図表15）。前
年の調査で3位であった「交通・通
信費」は15.5％で、10.3ポイントの大
幅な低下となり順位を4位に落とした。
年代別に見ると、全ての年代で「光
熱・水道費」と「食費」が上位を占め
る結果となった。なお、20歳代は他
の年代に比べ「外食費」、「交通・通
信費」、「保険料」の回答率が大幅
に上昇した。
一方、「2018年の家計支出を考え

たとき、今以上に支出を増やしたい
費目は何ですか（3つまで選択）」と
尋ねたところ、「レジャー費」が37.9％
でトップとなり、次に「教養娯楽費」で
11.6％、「教育費」で11.5％となった
（図表16）。今回の調査から回答項
目に「増やしたい費目はない・特に考
えていない」を追加したところ、この
項目の回答率が最も高い結果となっ
た。（２）Ａ「家計収入」の質問項目で、
家計収入の悪化が見てとれることも
あり、主婦の節約志向がうかがえた。
（ｃ）高額商品の購入
次に、高額商品の購入状況につい

て見てみたい。
「2018年に1商品10万円以上する
高価な買い物（家族旅行を含む）を
しましたか」と尋ねたところ、「買い物
をした」は60.1％であった。次に「買い
物をした」と回答した人に「具体的に

どのような買い物をしたか」と尋ねた
ところ、「国内旅行」が39.2％でトップ
となった。次に「一般家電」で33.4％、
「自動車の購入・維持」で26.5％となっ
た（図表17）。
年代別に見ると、30歳代～50歳
代のトップは「国内旅行」で、20歳代
と60歳以上は「一般家電」であった
（図表18）。

Ｄ. 家計管理の工夫について

それでは、主婦はどのように家計
管理を工夫しているのだろうか。
「あなたは家計を管理する中で、工
夫していることは何ですか（あてはま
るもの全て選択）」と尋ねたところ、「ポ
イント・クーポン・割引券等を活用す
る」が62.2％でトップであった。次に「特
売品・安価商品を購入する」で52.6％、
「必要なものだけを購入する」で

45.2％となった（図表19）。下位の項目
でも回答率が20％前後となっているこ
とから、主婦は家計管理において様々
な工夫を行っており、必要に応じて使
い分けしていることが見てとれた。
年代別に見ると、20歳代～50歳代

は「ポイント・クーポン・割引券等を活
用する」がトップで、2位は「特売品・
安価商品を購入する」であったが、
60歳以上は「必要なものだけを購入
する」がトップで、2位が「特売品・安
価商品を購入する」であった（図表
20）。60歳以上は他の年代でトップで
あった「ポイント・クーポン・割引券等
を活用する」の回答率が低いことが
見てとれた。このことから、若い年代
の主婦の家計管理の工夫は、お値
打ちに買い物をするための工夫が上
位となっているのに対し、60歳以上は、
必要でないものは購入しないことが

家計管理の工夫として上位となって
いることがわかった。
 

Ｅ. 買物場所について

では、主婦は実際に商品を購入す
る場所をどのように選択し、利用して
いるのであろうか。
（ａ）買物場所の選択基準
まず、「あなたが買物場所を選択す

るにあたり、重視する点は何ですか（3
つまで選択）」と尋ねたところ、「価格」
が72.3％でトップであった。次に「品
揃え」で50.4％、「品質」で48.2％と
なった（図表21）。
上位３項目について、前回調査か

ら「品揃え」と「品質」の順位が入れ替
わったものの、回答率には大きな増減
は見られなかった。

（ｂ）買物場所の利用頻度
次に、実際に主婦はどのような店を

利用しているのであろうか。
図表22は、主婦の買物場所（11業
態）の利用頻度を1年間の平均利用
回数に換算した結果である。
主婦が最もよく利用する店は従来

通り「スーパー」で、およそ2.6日に1度
（年間143.1回）の頻度で利用されて

いた。次に、「コンビニエンスストア」
で5.1日に1度、「ドラッグストア」で6.6
日に1度となっている。「ドラッグスト
ア」の利用頻度は、週一回以上と
なっており、2位の「コンビニエンスス
トア」のそれに年々近づいてきている。
経済産業省の「商業動態統計月
報（平成30年10月分）」によると、愛
知県と岐阜県で営業するドラッグスト
アの店舗数は、平成29年10月の
1 , 2 8 6店舗から平成30年10月の
1,359店舗へと73店舗増加している。
近年のドラッグストアは、薬だけでなく
日用品や食料品も安く買うことができ
るため、主婦にとってはスーパーの

代替としてドラッグストアの利用が進
んでいるのではないかと考える。

「平成27年度使用済製品等のリ
ユース促進事業報告書」（環境省）
によると、平成27年度のリユースの
国内市場規模（自動車・バイク除く）
は1兆1千億円となっている。近年、
スマートフォン（以下、スマホ）の急速
な普及に伴い、どこでも手軽にリ
ユース品の売買ができるようになり、

メルカリやラクマなどといったフリマ
アプリのＣＭを目にする機会も増え
てきた。
そこで、今回の時事調査では、主
婦のリユース品の売買状況などにつ
いて調査を行った。

（1）リユース品への関心
はじめに、「近年、あなたの周りにリ
ユース品の売買に関心がある人が
増えたと感じますか」と尋ねたところ、
「感じる」が54 .6％、「感じない」が
13.3％、「わからない・興味がない」が
32.1％となった（図表23）。半数以上
の回答者は、リユース品の売買に関

心がある人が周りに増えたと感じて
いることがわかった。

（２）リユース品の売買経験
次に、「あなたは、リユース品を買っ

たり、売ったりしたことはありますか」と
尋ねたところ、「ある」と「ない」の回答
率は同じで50.0％であった（図表24）。
半数の回答者は、リユース品の売買
経験があるという結果となった。
リユース品の売買経験を年代別に
見ると、売買経験が「ある」と回答した
割合が最も高かった年代は30歳代
で72.6％であった。一方、「ある」と回
答した割合が最も低かった年代は60

歳以上で31.9％であった（図表25）。
30歳代を中心に若い年代の方が、

リユース品の売買経験のある割合が
高いという結果となった。

（3）リユース品の売買場所
前問で、リユース品の売買経験が

「ある」と回答した主婦に「あなたは、
リユース品をどこで買ったり売ったり
しますか（あてはまるもの全て選択）」
と尋ねたところ、「中古品取扱店舗
（古本屋、古着屋など）」が63.4％と
トップとなり、次に「フリマアプリ（メルカ
リ、ラクマなど）」で35.2％、「オークショ
ンサイト（ヤフオク！など）」で19.4％と

なった（図表26）。
年代別に見ると、20歳代、30歳代の

トップは「フリマアプリ」で、40歳代以上
は「中古品取扱店舗」となった（図表27）。
若い年代では、スマホやパソコンと

いった非対面チャネルを活用した「フ
リマアプリ」の回答率が高いのに対し
て、40歳代以上では、対面チャネルで
ある「中古品取扱店舗」の回答率が
高いという異なる結果が見られた。
次に、売買場所の回答項目について
非対面チャネル（「オークションサイト」
「フリマアプリ」「中古品通販サイト」）を
「ネット」、対面チャネル（「中古品取扱店
舗」「フリーマーケット」「知人間での直

接やり取り」）を「リアル」と定義し、を
「ネットのみ」、「リアルのみ」と回答した主
婦の割合（ネットとリアル両方の回答者
は除く）を年代別に見てみた（図表28）。
その結果、40歳代以上では、「リア

ルのみ」の回答が「ネットのみ」の回答
を大きく上回る結果となった。一方、
20歳代、30歳代では「ネットのみ」が
「リアルのみ」を上回った。特に20歳
代では、「ネットのみ」と回答した主婦
が半数近くに上った。このことから、若
い年代の主婦は、リユース品の売買
でも「ネット」（スマホ）を積極的に利用
し、高い年代の主婦に比べて「リア
ル」を利用していないことがわかった。

（4）売買したことのある
　  リユース品
次に、リユース品の売買経験が「あ

る」と回答した主婦に「あなたが、リ
ユース品を買ったり売ったりしたこと
があるものは何ですか（あてはまるも
の全て選択）」と尋ねた。
買ったことがあるリユース品は「書
籍・雑誌」が46.6％とトップであった。
次に「衣類」が42.9％、「ファッション小
物（鞄・靴・アクセサリーなど）」が
17.9％と続いた（図表29）。
売ったことがあるリユース品は「衣
類」が66.8％とトップであった。次に
「書籍・雑誌」が50.8％、「ファッション

小物」が31.1％となった。
順位は異なるものの、上位3品目は
売買ともに「書籍・雑誌」、「衣類」、
「ファッション小物」であった。また、大
半のリユース品で、“買ったことがあ
る”より“売ったことがある”の回答率
が高い結果となった。特に、「衣類」と
「ファッション小物」は“売ったことがあ
る”と “買ったことがある”の回答差が
それぞれ23.9ポイント、13.2ポイント
と大きかった。
買ったことがあるリユース品を年代
別に見ると、「衣類」は30歳代、40歳
代、「書籍・雑誌」は30歳代以外で
トップであった（図表30）。　

30歳代は他の年代と比べ「育児・
ベビー用品」や「おもちゃ・ホビー・カ
ルチャー」の回答率が高く、子育てに
リユース品を活用していることがうか
がえた。
売ったことがあるリユース品を年
代別に見ると、全ての年代で「衣類」
がトップで、2位は「書籍・雑誌」で
あった。3位は30歳代を除き「ファッ
ション小物」で、30歳代の3位は「育
児・ベビー用品」となった（図表31）。
30歳代は買ったことがあるリユー

ス品と同様に、「育児・ベビー用品」
の回答率が他の年代に比べ高い結
果となった。

（５）リユース品を買う理由
次に、リユース品を買ったことが

「ある」と回答した主婦に、「リユース
品を買う理由は何ですか（あてはま
るもの全て選択）」と尋ねたところ、
「安く買いたい」がトップで62.7％で
あった。次に「掘り出し物がある」が
40.1％、「新品を買うのはもったいな
い」が28.0％と続いた（図表32）。や
はり「安く買いたい」という動機がリ
ユース品を買う大きな動機になった。
その一方で、「掘り出し物」や「新品
で買うほどではないもの」にもリユー
ス品としてのニーズが高いようだ。
リユース品を買う理由について年

代別に見ると、60歳以上は「掘り出し
物がある」、その他の年代では「安く
買いたい」がトップであった（図表33）。
20歳代、30歳代は「安く買いたい」の
回答率が80％前後と他の年代に比
べて高く、「安く買いたい」ためにリユー
ス品を購入する傾向が見てとれた。

（6）リユース品を売る理由
次に、リユース品を売ったことが

「ある」と回答した主婦に「リユース品
を売る理由は何ですか（あてはまる
もの全て選択）」と尋ねたところ、「捨
てるのがもったいない」がトップで
76.2％であった。次に「お金が欲し

い」が32.7％、「資源の有効活用」が
31.5％となった（図表34）。不要となっ
たものでも「捨てること」に抵抗を感じ
ている主婦が多い結果が見てとれた。
リユース品を売る理由について年
代別に見ると、全ての年代で「捨てる
のがもったいない」がトップであった。
また、20歳代では同率で「お金が欲し
い」もトップであった。2位は30歳代、
40歳代では「お金が欲しい」、50歳代、
60歳以上は「資源の有効活用」で
あった（図表35）。年代を問わず「捨
てるのがもったいない」という理由は
共通している一方で、若い年代では
資金調達の手段として、50歳代以上
ではリサイクルの手段としてリユース
品を売っているようだ。

（7）売って得たお金の使い道
最後に、リユース品を売ったことが

「ある」と回答した主婦に「リユース品を
売って得たお金の使い道は何ですか
（あてはまるもの全て選択）」と尋ねたと
ころ、「生活費に使う」がトップで48.3％
となった。次に「自分のお小遣いにする」
が33.4％、「買い替える・違う商品を購
入する」が31.0％であった（図表36）。
売って得たお金の使い道を年代
別に見ると、20歳代は「自分のお小遣
いにする」、その他の年代では「生活
費に使う」がトップであった（図表37）。
リユース品を売って得たお金につ
いて、半数の主婦は生活費に充当し
ているようだ。一方で、20歳代は「貯
める」の回答率が他の年代に比べて
高かった。
また、「自分のお小遣いにする」とい

う回答率も高く、不要品を売って得た
臨時収入を自身の自由に使えるお金

時事調査：「主婦の
リユース品（中古品）の
売買」について
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にするという点も、リユース市場の活
性化に繋がっているものと思われる。

今回の調査結果から明らかになっ
た主婦の消費行動及びリユース品の
売買について、以下の3点にまとめて
みたい。
第1に、主婦の景況感は、総じて悪
化していることが見てとれた。前回の
調査では20歳代と30歳代の若い年
代で改善が見られたが、今回の調査
では、「良くなった」の回答が全年代
で低下する結果となった。また、主婦
の景況D.I.も▲15.2となり、前回より7.0
ポイント低下した。内閣府が行ってい
る景気ウォッチャー調査（平成30年12
月調査）においても、東海地域の景気
の現状判断D.I.は悪化を示す結果が
出ており、当地域における主婦の現
状の景況感は厳しいことがわかった。
第2に、主婦の物価観は、引き続き
物価上昇を実感していることが見て
とれた。物価D.I.は62.8で、前回調査
より10.3ポイント上昇した。過去3年連
続で物価D.I.は低下していたが今回
調査では反転する結果となった。夏
から秋にかけての自然災害の影響
による野菜価格の高騰や、発電用燃
料価格の高騰に伴う電気料の値上
げなどが主婦の物価観に影響して
いるのではないかと考える。
第3に、主婦のリユース品の売買に

ついてまとめてみたい。スマホの急速
な普及に伴い、どこでも手軽にリユー
ス品の売買ができるようになってきて
いる。メルカリやラクマなどといったフ

リマアプリのＣＭを目にする機会も増
えてきた。今回の調査でも、近年リ
ユース品への関心がある人が増えた
と感じる主婦は5割を超え、実際に売
買経験がある主婦も半数に達し、主
婦にとってリユース品の売買は身近
なものとなってきていることが確認でき
た。リユース品の売買場所では「中古
品取扱店舗」が63.4％とトップであっ
たが、2位、3位はそれぞれ「フリマア
プリ」「オークションサイト」と非対面
チャネルが占めた。若い年代の主婦
ほど、非対面チャネルの回答率が高
く、スマホを活用していることがうかが
えた。買ったことがあるもの、売ったこ
とがあるものは、順位は違うものの上
位は「書籍・雑貨」「衣類」「ファッショ
ン小物」であった。リユース品を買う
理由はやはり「安く買いたい」がトップ
で金銭的な理由であった。一方、売
る理由のトップは「捨てるのがもった
いない」で、売ってお金を得ることより
も「捨てること」に抵抗感を感じて売る
主婦が多いとの結果となった。売って
得たお金の使い道は「生活費に使
う」がトップで、次に「自分のお小遣い
にする」であった。不要品を売って得
た臨時収入を自身の自由に使えるお
金にするという点も、リユース市場が
活性化している要因ではないだろう
か。現在、「フリマアプリ」など非対面
を使いリユース品を売買している主
婦は、若い年代が中心であるが、ス
マホが高い年代層にも急速に普及し
てきており、非対面チャネルを使ったリ
ユース品の市場は、今後、さらに拡大
していくのではないだろうか。

買物場所の年間平均利用回数図表22 リユース品の売買場所（全体）図表26 リユース品の売買場所（ネット・リアル別、年代別）図表28
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ＯＫＢ総研では、毎年、岐阜・愛知・
三重・滋賀県に在住の主婦を対象に
「主婦の消費行動に関するアンケー
ト」を実施している。
日本経済が緩やかな回復を続けて
いる中で、この地域の主婦がどのよう
な消費行動をしているのか、以下で
その実態を明らかにしたい。

本調査の概要は以下のとおりである。

（1）主婦の景気判断
最初に、消費行動を左右する景況
感と物価観を概観する。

Ａ. 主婦の景況感

「現在（2018年）の景気は、1年前
と比べてどうなったと感じています
か」と尋ねたところ、「良くなった」が
全体の4.1％、「変わらない」が69.9％、
「悪くなった」が19.3％となった（図
表1）。前年と比べて「良くなった」が
3.5ポイント低下し、「悪くなった」が
3.5ポイント上昇した。全体として主

婦の景況感は悪化していることがう
かがえた。
年代別に見ると、全ての年代で「良

くなった」が低下した。また、50歳代
を除く全ての年代で「悪くなった」の
回答率が上昇し、特に「60歳以上」
では前年比10ポイント超の大幅上昇
であった。就業形態別では、「専業主
婦」で「悪くなった」の回答率が大きく
上昇した（図表2）。
景況D.I.（「良くなった」の回答率―

「悪くなった」の回答率）は▲15.2。前
年より7.0ポイント低下した（図表3）。

Ｂ. 主婦の物価観

「現在（2018年）の物価は、1年前と

比べてどうなったと感じていますか」
と尋ねたところ、「高くなった」が全体
の63 .7％、「変わらない」が32 .1％、
「安くなった」が1.0％となった（図表4）。
前年と比べて「高くなった」が10.3ポ
イント上昇し、「変わらない」が10.0ポ
イント低下した。
年代・住所・就業形態別に見ると、
全ての属性において「高くなった」の
回答率が上昇し「変わらない」が低

下した。前年と比べ物価上昇を実感
している主婦が増加している結果と
なった（図表5）。
物価D.I.（「高くなった」の回答率―

「安くなった」の回答率）は62.8。前回
調査から10.3ポイント上昇した（図表
6）。

（２）家計について
次に、家計の収支動向を見てみる。

Ａ. 家計の収入

「2018年の家計収入は、1年前と
比べてどうなりましたか」と尋ねたとこ
ろ、「増えた」が全体の16.2％、「変わ
らない」が55.5％、「減った」が28.3％
となった（図表7）。前年と比べて「増
えた」の回答率は4.1ポイント低下、
「減った」は4.4ポイント上昇した。家
計の収入悪化がうかがえる結果と
なった。

年代・住所・就業形態別に見ると、
全ての属性で「増えた」の回答率が
低下した。特に専業主婦では、「増え
た」が8.0ポイント減少し、「減った」が
7.1ポイント増加した（図表8）。

Ｂ. 家計の支出

一方、「2018年の家計支出は、1年
前と比べてどうなりましたか」と尋ねた
ところ、「増えた」が全体の63 . 6％、

「変わらない」が30.8％、「減った」が
5.6％となった（図表9）。前年と比べ
て「増えた」の回答率は1.5ポイント上
昇し、「減った」は0.2ポイント低下した。
年代別に見ると、家計支出が「増

えた」は30歳代と40歳代で前年より
それぞれ2.9ポイントと4.0ポイント低
下したものの、それ以外の年代では
上昇した。また、全ての年代で「増え
た」が5割を超えており、家計の支出

は増加していることがうかがえた（図
表10）。

Ｃ. 家計支出の費目別動向

それでは、家計支出の費目別の動
向はどうだろうか。以下に詳しく見て
みたい。
（a）支出増加費目／支出減少費目
「2018年の家計支出を考えたとき、
1年前より支出が増えた費目は何です

か（あてはまるもの全て選択）」と尋ね
たところ、｢食費｣が46.7％でトップで
あった。前年同様、今年も夏から秋に
かけ台風が相次いで上陸し、野菜な
どの食材価格が高騰したことも影響
しているのではないかと考える。2位
は「光熱・水道費」で、前年より6.3ポイ
ント上昇し27.9％であった。発電用燃
料価格の上昇に伴い、直近の1年間
で電気料が上昇していることが要因
であると考える。なお、2011年から7年
連続で3位以内に入っていた「交通・
通信費」は、前年より8.1ポイント低下
し24.0％で4位であった（図表11）。
年代別に見ると、「教育費」がトッ

プであった40歳代を除き、全ての年
代で「食費」がトップであった。「光
熱・水道費」は全ての年代で回答率
が上昇した。特に30歳代は18.9ポイ
ントと大幅に上昇した。一方、全体で

4位となった「交通・通信費」の回答
率は全ての年代で低下し、特に20歳
代では16.1ポイントも低下する結果と
なった（図表12）。
次に、「2018年の家計支出を考え

たとき、1年前より支出が減った費目
は何ですか（あてはまるもの全て選
択）」と尋ねたところ、トップは「レ
ジャー費」、2位は「衣料費」、3位は
「外食費」で昨年と同じ順位であっ
た（図表13）。
ところで今回の調査から回答項目
に「支出が減った費目はない」を追加
したところ、この項目の回答率が最も
高かった。3割強の主婦はどの費目も
減っていないことがわかった。
年代別に見ると、20歳代と50歳代

は「衣料費」、30歳代は「外食費」、40
歳代と60歳以上は「レジャー費」の
回答率が最も高くなった（図表14）。

（ｂ）今以上に切り詰めたい費目／
　  増やしたい費目
続いて、今後の消費についてどの

ように考えているのかを見てみたい。
「2018年の家計支出を考えたとき、
今以上に切り詰めたい費目は何で
すか（3つまで選択）」と尋ねたところ、
「光熱・水道費」が39.7％でトップと
なり、次に「食費」で38.2％、「外食
費」で22.5％となった（図表15）。前
年の調査で3位であった「交通・通
信費」は15.5％で、10.3ポイントの大
幅な低下となり順位を4位に落とした。
年代別に見ると、全ての年代で「光
熱・水道費」と「食費」が上位を占め
る結果となった。なお、20歳代は他
の年代に比べ「外食費」、「交通・通
信費」、「保険料」の回答率が大幅
に上昇した。
一方、「2018年の家計支出を考え

たとき、今以上に支出を増やしたい
費目は何ですか（3つまで選択）」と
尋ねたところ、「レジャー費」が37.9％
でトップとなり、次に「教養娯楽費」で
11.6％、「教育費」で11.5％となった
（図表16）。今回の調査から回答項
目に「増やしたい費目はない・特に考
えていない」を追加したところ、この
項目の回答率が最も高い結果となっ
た。（２）Ａ「家計収入」の質問項目で、
家計収入の悪化が見てとれることも
あり、主婦の節約志向がうかがえた。
（ｃ）高額商品の購入
次に、高額商品の購入状況につい

て見てみたい。
「2018年に1商品10万円以上する
高価な買い物（家族旅行を含む）を
しましたか」と尋ねたところ、「買い物
をした」は60.1％であった。次に「買い
物をした」と回答した人に「具体的に

どのような買い物をしたか」と尋ねた
ところ、「国内旅行」が39.2％でトップ
となった。次に「一般家電」で33.4％、
「自動車の購入・維持」で26.5％となっ
た（図表17）。
年代別に見ると、30歳代～50歳
代のトップは「国内旅行」で、20歳代
と60歳以上は「一般家電」であった
（図表18）。

Ｄ. 家計管理の工夫について

それでは、主婦はどのように家計
管理を工夫しているのだろうか。
「あなたは家計を管理する中で、工
夫していることは何ですか（あてはま
るもの全て選択）」と尋ねたところ、「ポ
イント・クーポン・割引券等を活用す
る」が62.2％でトップであった。次に「特
売品・安価商品を購入する」で52.6％、
「必要なものだけを購入する」で

45.2％となった（図表19）。下位の項目
でも回答率が20％前後となっているこ
とから、主婦は家計管理において様々
な工夫を行っており、必要に応じて使
い分けしていることが見てとれた。
年代別に見ると、20歳代～50歳代

は「ポイント・クーポン・割引券等を活
用する」がトップで、2位は「特売品・
安価商品を購入する」であったが、
60歳以上は「必要なものだけを購入
する」がトップで、2位が「特売品・安
価商品を購入する」であった（図表
20）。60歳以上は他の年代でトップで
あった「ポイント・クーポン・割引券等
を活用する」の回答率が低いことが
見てとれた。このことから、若い年代
の主婦の家計管理の工夫は、お値
打ちに買い物をするための工夫が上
位となっているのに対し、60歳以上は、
必要でないものは購入しないことが

家計管理の工夫として上位となって
いることがわかった。
 

Ｅ. 買物場所について

では、主婦は実際に商品を購入す
る場所をどのように選択し、利用して
いるのであろうか。
（ａ）買物場所の選択基準
まず、「あなたが買物場所を選択す

るにあたり、重視する点は何ですか（3
つまで選択）」と尋ねたところ、「価格」
が72.3％でトップであった。次に「品
揃え」で50.4％、「品質」で48.2％と
なった（図表21）。
上位３項目について、前回調査か

ら「品揃え」と「品質」の順位が入れ替
わったものの、回答率には大きな増減
は見られなかった。

（ｂ）買物場所の利用頻度
次に、実際に主婦はどのような店を
利用しているのであろうか。
図表22は、主婦の買物場所（11業
態）の利用頻度を1年間の平均利用
回数に換算した結果である。
主婦が最もよく利用する店は従来
通り「スーパー」で、およそ2.6日に1度
（年間143.1回）の頻度で利用されて

いた。次に、「コンビニエンスストア」
で5.1日に1度、「ドラッグストア」で6.6
日に1度となっている。「ドラッグスト
ア」の利用頻度は、週一回以上と
なっており、2位の「コンビニエンスス
トア」のそれに年々近づいてきている。
経済産業省の「商業動態統計月
報（平成30年10月分）」によると、愛
知県と岐阜県で営業するドラッグスト
アの店舗数は、平成29年10月の
1 , 2 8 6店舗から平成30年10月の
1,359店舗へと73店舗増加している。
近年のドラッグストアは、薬だけでなく
日用品や食料品も安く買うことができ
るため、主婦にとってはスーパーの

代替としてドラッグストアの利用が進
んでいるのではないかと考える。

「平成27年度使用済製品等のリ
ユース促進事業報告書」（環境省）
によると、平成27年度のリユースの
国内市場規模（自動車・バイク除く）
は1兆1千億円となっている。近年、
スマートフォン（以下、スマホ）の急速
な普及に伴い、どこでも手軽にリ
ユース品の売買ができるようになり、

メルカリやラクマなどといったフリマ
アプリのＣＭを目にする機会も増え
てきた。
そこで、今回の時事調査では、主
婦のリユース品の売買状況などにつ
いて調査を行った。

（1）リユース品への関心
はじめに、「近年、あなたの周りにリ
ユース品の売買に関心がある人が
増えたと感じますか」と尋ねたところ、
「感じる」が54 .6％、「感じない」が
13.3％、「わからない・興味がない」が
32.1％となった（図表23）。半数以上
の回答者は、リユース品の売買に関

心がある人が周りに増えたと感じて
いることがわかった。

（２）リユース品の売買経験
次に、「あなたは、リユース品を買っ

たり、売ったりしたことはありますか」と
尋ねたところ、「ある」と「ない」の回答
率は同じで50.0％であった（図表24）。
半数の回答者は、リユース品の売買
経験があるという結果となった。
リユース品の売買経験を年代別に
見ると、売買経験が「ある」と回答した
割合が最も高かった年代は30歳代
で72.6％であった。一方、「ある」と回
答した割合が最も低かった年代は60

歳以上で31.9％であった（図表25）。
30歳代を中心に若い年代の方が、

リユース品の売買経験のある割合が
高いという結果となった。

（3）リユース品の売買場所
前問で、リユース品の売買経験が

「ある」と回答した主婦に「あなたは、
リユース品をどこで買ったり売ったり
しますか（あてはまるもの全て選択）」
と尋ねたところ、「中古品取扱店舗
（古本屋、古着屋など）」が63.4％と
トップとなり、次に「フリマアプリ（メルカ
リ、ラクマなど）」で35.2％、「オークショ
ンサイト（ヤフオク！など）」で19.4％と

なった（図表26）。
年代別に見ると、20歳代、30歳代の

トップは「フリマアプリ」で、40歳代以上
は「中古品取扱店舗」となった（図表27）。
若い年代では、スマホやパソコンと

いった非対面チャネルを活用した「フ
リマアプリ」の回答率が高いのに対し
て、40歳代以上では、対面チャネルで
ある「中古品取扱店舗」の回答率が
高いという異なる結果が見られた。
次に、売買場所の回答項目について
非対面チャネル（「オークションサイト」
「フリマアプリ」「中古品通販サイト」）を
「ネット」、対面チャネル（「中古品取扱店
舗」「フリーマーケット」「知人間での直

接やり取り」）を「リアル」と定義し、を
「ネットのみ」、「リアルのみ」と回答した主
婦の割合（ネットとリアル両方の回答者
は除く）を年代別に見てみた（図表28）。
その結果、40歳代以上では、「リア

ルのみ」の回答が「ネットのみ」の回答
を大きく上回る結果となった。一方、
20歳代、30歳代では「ネットのみ」が
「リアルのみ」を上回った。特に20歳
代では、「ネットのみ」と回答した主婦
が半数近くに上った。このことから、若
い年代の主婦は、リユース品の売買
でも「ネット」（スマホ）を積極的に利用
し、高い年代の主婦に比べて「リア
ル」を利用していないことがわかった。

（4）売買したことのある
　  リユース品
次に、リユース品の売買経験が「あ

る」と回答した主婦に「あなたが、リ
ユース品を買ったり売ったりしたこと
があるものは何ですか（あてはまるも
の全て選択）」と尋ねた。
買ったことがあるリユース品は「書
籍・雑誌」が46.6％とトップであった。
次に「衣類」が42.9％、「ファッション小
物（鞄・靴・アクセサリーなど）」が
17.9％と続いた（図表29）。
売ったことがあるリユース品は「衣
類」が66.8％とトップであった。次に
「書籍・雑誌」が50.8％、「ファッション

小物」が31.1％となった。
順位は異なるものの、上位3品目は
売買ともに「書籍・雑誌」、「衣類」、
「ファッション小物」であった。また、大
半のリユース品で、“買ったことがあ
る”より“売ったことがある”の回答率
が高い結果となった。特に、「衣類」と
「ファッション小物」は“売ったことがあ
る”と “買ったことがある”の回答差が
それぞれ23.9ポイント、13.2ポイント
と大きかった。
買ったことがあるリユース品を年代
別に見ると、「衣類」は30歳代、40歳
代、「書籍・雑誌」は30歳代以外で
トップであった（図表30）。　

30歳代は他の年代と比べ「育児・
ベビー用品」や「おもちゃ・ホビー・カ
ルチャー」の回答率が高く、子育てに
リユース品を活用していることがうか
がえた。
売ったことがあるリユース品を年
代別に見ると、全ての年代で「衣類」
がトップで、2位は「書籍・雑誌」で
あった。3位は30歳代を除き「ファッ
ション小物」で、30歳代の3位は「育
児・ベビー用品」となった（図表31）。
30歳代は買ったことがあるリユー

ス品と同様に、「育児・ベビー用品」
の回答率が他の年代に比べ高い結
果となった。

（５）リユース品を買う理由
次に、リユース品を買ったことが

「ある」と回答した主婦に、「リユース
品を買う理由は何ですか（あてはま
るもの全て選択）」と尋ねたところ、
「安く買いたい」がトップで62.7％で
あった。次に「掘り出し物がある」が
40.1％、「新品を買うのはもったいな
い」が28.0％と続いた（図表32）。や
はり「安く買いたい」という動機がリ
ユース品を買う大きな動機になった。
その一方で、「掘り出し物」や「新品
で買うほどではないもの」にもリユー
ス品としてのニーズが高いようだ。
リユース品を買う理由について年

代別に見ると、60歳以上は「掘り出し
物がある」、その他の年代では「安く
買いたい」がトップであった（図表33）。
20歳代、30歳代は「安く買いたい」の
回答率が80％前後と他の年代に比
べて高く、「安く買いたい」ためにリユー
ス品を購入する傾向が見てとれた。

（6）リユース品を売る理由
次に、リユース品を売ったことが

「ある」と回答した主婦に「リユース品
を売る理由は何ですか（あてはまる
もの全て選択）」と尋ねたところ、「捨
てるのがもったいない」がトップで
76.2％であった。次に「お金が欲し

い」が32.7％、「資源の有効活用」が
31.5％となった（図表34）。不要となっ
たものでも「捨てること」に抵抗を感じ
ている主婦が多い結果が見てとれた。
リユース品を売る理由について年
代別に見ると、全ての年代で「捨てる
のがもったいない」がトップであった。
また、20歳代では同率で「お金が欲し
い」もトップであった。2位は30歳代、
40歳代では「お金が欲しい」、50歳代、
60歳以上は「資源の有効活用」で
あった（図表35）。年代を問わず「捨
てるのがもったいない」という理由は
共通している一方で、若い年代では
資金調達の手段として、50歳代以上
ではリサイクルの手段としてリユース
品を売っているようだ。

（7）売って得たお金の使い道
最後に、リユース品を売ったことが

「ある」と回答した主婦に「リユース品を
売って得たお金の使い道は何ですか
（あてはまるもの全て選択）」と尋ねたと
ころ、「生活費に使う」がトップで48.3％
となった。次に「自分のお小遣いにする」
が33.4％、「買い替える・違う商品を購
入する」が31.0％であった（図表36）。
売って得たお金の使い道を年代
別に見ると、20歳代は「自分のお小遣
いにする」、その他の年代では「生活
費に使う」がトップであった（図表37）。
リユース品を売って得たお金につ
いて、半数の主婦は生活費に充当し
ているようだ。一方で、20歳代は「貯
める」の回答率が他の年代に比べて
高かった。
また、「自分のお小遣いにする」とい

う回答率も高く、不要品を売って得た
臨時収入を自身の自由に使えるお金
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にするという点も、リユース市場の活
性化に繋がっているものと思われる。

今回の調査結果から明らかになっ
た主婦の消費行動及びリユース品の
売買について、以下の3点にまとめて
みたい。
第1に、主婦の景況感は、総じて悪
化していることが見てとれた。前回の
調査では20歳代と30歳代の若い年
代で改善が見られたが、今回の調査
では、「良くなった」の回答が全年代
で低下する結果となった。また、主婦
の景況D.I.も▲15.2となり、前回より7.0
ポイント低下した。内閣府が行ってい
る景気ウォッチャー調査（平成30年12
月調査）においても、東海地域の景気
の現状判断D.I.は悪化を示す結果が
出ており、当地域における主婦の現
状の景況感は厳しいことがわかった。
第2に、主婦の物価観は、引き続き
物価上昇を実感していることが見て
とれた。物価D.I.は62.8で、前回調査
より10.3ポイント上昇した。過去3年連
続で物価D.I.は低下していたが今回
調査では反転する結果となった。夏
から秋にかけての自然災害の影響
による野菜価格の高騰や、発電用燃
料価格の高騰に伴う電気料の値上
げなどが主婦の物価観に影響して
いるのではないかと考える。
第3に、主婦のリユース品の売買に

ついてまとめてみたい。スマホの急速
な普及に伴い、どこでも手軽にリユー
ス品の売買ができるようになってきて
いる。メルカリやラクマなどといったフ

リマアプリのＣＭを目にする機会も増
えてきた。今回の調査でも、近年リ
ユース品への関心がある人が増えた
と感じる主婦は5割を超え、実際に売
買経験がある主婦も半数に達し、主
婦にとってリユース品の売買は身近
なものとなってきていることが確認でき
た。リユース品の売買場所では「中古
品取扱店舗」が63.4％とトップであっ
たが、2位、3位はそれぞれ「フリマア
プリ」「オークションサイト」と非対面
チャネルが占めた。若い年代の主婦
ほど、非対面チャネルの回答率が高
く、スマホを活用していることがうかが
えた。買ったことがあるもの、売ったこ
とがあるものは、順位は違うものの上
位は「書籍・雑貨」「衣類」「ファッショ
ン小物」であった。リユース品を買う
理由はやはり「安く買いたい」がトップ
で金銭的な理由であった。一方、売
る理由のトップは「捨てるのがもった
いない」で、売ってお金を得ることより
も「捨てること」に抵抗感を感じて売る
主婦が多いとの結果となった。売って
得たお金の使い道は「生活費に使
う」がトップで、次に「自分のお小遣い
にする」であった。不要品を売って得
た臨時収入を自身の自由に使えるお
金にするという点も、リユース市場が
活性化している要因ではないだろう
か。現在、「フリマアプリ」など非対面
を使いリユース品を売買している主
婦は、若い年代が中心であるが、ス
マホが高い年代層にも急速に普及し
てきており、非対面チャネルを使ったリ
ユース品の市場は、今後、さらに拡大
していくのではないだろうか。

買物場所の年間平均利用回数図表22 リユース品の売買場所（全体）図表26 リユース品の売買場所（ネット・リアル別、年代別）図表28
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ＯＫＢ総研では、毎年、岐阜・愛知・
三重・滋賀県に在住の主婦を対象に
「主婦の消費行動に関するアンケー
ト」を実施している。
日本経済が緩やかな回復を続けて
いる中で、この地域の主婦がどのよう
な消費行動をしているのか、以下で
その実態を明らかにしたい。

本調査の概要は以下のとおりである。

（1）主婦の景気判断
最初に、消費行動を左右する景況
感と物価観を概観する。

Ａ. 主婦の景況感

「現在（2018年）の景気は、1年前
と比べてどうなったと感じています
か」と尋ねたところ、「良くなった」が
全体の4.1％、「変わらない」が69.9％、
「悪くなった」が19.3％となった（図
表1）。前年と比べて「良くなった」が
3.5ポイント低下し、「悪くなった」が
3.5ポイント上昇した。全体として主

婦の景況感は悪化していることがう
かがえた。
年代別に見ると、全ての年代で「良

くなった」が低下した。また、50歳代
を除く全ての年代で「悪くなった」の
回答率が上昇し、特に「60歳以上」
では前年比10ポイント超の大幅上昇
であった。就業形態別では、「専業主
婦」で「悪くなった」の回答率が大きく
上昇した（図表2）。
景況D.I.（「良くなった」の回答率―

「悪くなった」の回答率）は▲15.2。前
年より7.0ポイント低下した（図表3）。

Ｂ. 主婦の物価観

「現在（2018年）の物価は、1年前と

比べてどうなったと感じていますか」
と尋ねたところ、「高くなった」が全体
の63 .7％、「変わらない」が32 .1％、
「安くなった」が1.0％となった（図表4）。
前年と比べて「高くなった」が10.3ポ
イント上昇し、「変わらない」が10.0ポ
イント低下した。
年代・住所・就業形態別に見ると、
全ての属性において「高くなった」の
回答率が上昇し「変わらない」が低

下した。前年と比べ物価上昇を実感
している主婦が増加している結果と
なった（図表5）。
物価D.I.（「高くなった」の回答率―

「安くなった」の回答率）は62.8。前回
調査から10.3ポイント上昇した（図表
6）。

（２）家計について
次に、家計の収支動向を見てみる。

Ａ. 家計の収入

「2018年の家計収入は、1年前と
比べてどうなりましたか」と尋ねたとこ
ろ、「増えた」が全体の16.2％、「変わ
らない」が55.5％、「減った」が28.3％
となった（図表7）。前年と比べて「増
えた」の回答率は4.1ポイント低下、
「減った」は4.4ポイント上昇した。家
計の収入悪化がうかがえる結果と
なった。

年代・住所・就業形態別に見ると、
全ての属性で「増えた」の回答率が
低下した。特に専業主婦では、「増え
た」が8.0ポイント減少し、「減った」が
7.1ポイント増加した（図表8）。

Ｂ. 家計の支出

一方、「2018年の家計支出は、1年
前と比べてどうなりましたか」と尋ねた
ところ、「増えた」が全体の63 . 6％、

「変わらない」が30.8％、「減った」が
5.6％となった（図表9）。前年と比べ
て「増えた」の回答率は1.5ポイント上
昇し、「減った」は0.2ポイント低下した。
年代別に見ると、家計支出が「増

えた」は30歳代と40歳代で前年より
それぞれ2.9ポイントと4.0ポイント低
下したものの、それ以外の年代では
上昇した。また、全ての年代で「増え
た」が5割を超えており、家計の支出

は増加していることがうかがえた（図
表10）。

Ｃ. 家計支出の費目別動向

それでは、家計支出の費目別の動
向はどうだろうか。以下に詳しく見て
みたい。
（a）支出増加費目／支出減少費目
「2018年の家計支出を考えたとき、
1年前より支出が増えた費目は何です

か（あてはまるもの全て選択）」と尋ね
たところ、｢食費｣が46.7％でトップで
あった。前年同様、今年も夏から秋に
かけ台風が相次いで上陸し、野菜な
どの食材価格が高騰したことも影響
しているのではないかと考える。2位
は「光熱・水道費」で、前年より6.3ポイ
ント上昇し27.9％であった。発電用燃
料価格の上昇に伴い、直近の1年間
で電気料が上昇していることが要因
であると考える。なお、2011年から7年
連続で3位以内に入っていた「交通・
通信費」は、前年より8.1ポイント低下
し24.0％で4位であった（図表11）。
年代別に見ると、「教育費」がトッ

プであった40歳代を除き、全ての年
代で「食費」がトップであった。「光
熱・水道費」は全ての年代で回答率
が上昇した。特に30歳代は18.9ポイ
ントと大幅に上昇した。一方、全体で

4位となった「交通・通信費」の回答
率は全ての年代で低下し、特に20歳
代では16.1ポイントも低下する結果と
なった（図表12）。
次に、「2018年の家計支出を考え

たとき、1年前より支出が減った費目
は何ですか（あてはまるもの全て選
択）」と尋ねたところ、トップは「レ
ジャー費」、2位は「衣料費」、3位は
「外食費」で昨年と同じ順位であっ
た（図表13）。
ところで今回の調査から回答項目
に「支出が減った費目はない」を追加
したところ、この項目の回答率が最も
高かった。3割強の主婦はどの費目も
減っていないことがわかった。
年代別に見ると、20歳代と50歳代

は「衣料費」、30歳代は「外食費」、40
歳代と60歳以上は「レジャー費」の
回答率が最も高くなった（図表14）。

（ｂ）今以上に切り詰めたい費目／
　  増やしたい費目
続いて、今後の消費についてどの

ように考えているのかを見てみたい。
「2018年の家計支出を考えたとき、
今以上に切り詰めたい費目は何で
すか（3つまで選択）」と尋ねたところ、
「光熱・水道費」が39.7％でトップと
なり、次に「食費」で38.2％、「外食
費」で22.5％となった（図表15）。前
年の調査で3位であった「交通・通
信費」は15.5％で、10.3ポイントの大
幅な低下となり順位を4位に落とした。
年代別に見ると、全ての年代で「光
熱・水道費」と「食費」が上位を占め
る結果となった。なお、20歳代は他
の年代に比べ「外食費」、「交通・通
信費」、「保険料」の回答率が大幅
に上昇した。
一方、「2018年の家計支出を考え

たとき、今以上に支出を増やしたい
費目は何ですか（3つまで選択）」と
尋ねたところ、「レジャー費」が37.9％
でトップとなり、次に「教養娯楽費」で
11.6％、「教育費」で11.5％となった
（図表16）。今回の調査から回答項
目に「増やしたい費目はない・特に考
えていない」を追加したところ、この
項目の回答率が最も高い結果となっ
た。（２）Ａ「家計収入」の質問項目で、
家計収入の悪化が見てとれることも
あり、主婦の節約志向がうかがえた。
（ｃ）高額商品の購入
次に、高額商品の購入状況につい

て見てみたい。
「2018年に1商品10万円以上する
高価な買い物（家族旅行を含む）を
しましたか」と尋ねたところ、「買い物
をした」は60.1％であった。次に「買い
物をした」と回答した人に「具体的に

どのような買い物をしたか」と尋ねた
ところ、「国内旅行」が39.2％でトップ
となった。次に「一般家電」で33.4％、
「自動車の購入・維持」で26.5％となっ
た（図表17）。
年代別に見ると、30歳代～50歳
代のトップは「国内旅行」で、20歳代
と60歳以上は「一般家電」であった
（図表18）。

Ｄ. 家計管理の工夫について

それでは、主婦はどのように家計
管理を工夫しているのだろうか。
「あなたは家計を管理する中で、工
夫していることは何ですか（あてはま
るもの全て選択）」と尋ねたところ、「ポ
イント・クーポン・割引券等を活用す
る」が62.2％でトップであった。次に「特
売品・安価商品を購入する」で52.6％、
「必要なものだけを購入する」で

45.2％となった（図表19）。下位の項目
でも回答率が20％前後となっているこ
とから、主婦は家計管理において様々
な工夫を行っており、必要に応じて使
い分けしていることが見てとれた。
年代別に見ると、20歳代～50歳代

は「ポイント・クーポン・割引券等を活
用する」がトップで、2位は「特売品・
安価商品を購入する」であったが、
60歳以上は「必要なものだけを購入
する」がトップで、2位が「特売品・安
価商品を購入する」であった（図表
20）。60歳以上は他の年代でトップで
あった「ポイント・クーポン・割引券等
を活用する」の回答率が低いことが
見てとれた。このことから、若い年代
の主婦の家計管理の工夫は、お値
打ちに買い物をするための工夫が上
位となっているのに対し、60歳以上は、
必要でないものは購入しないことが

家計管理の工夫として上位となって
いることがわかった。
 

Ｅ. 買物場所について

では、主婦は実際に商品を購入す
る場所をどのように選択し、利用して
いるのであろうか。
（ａ）買物場所の選択基準
まず、「あなたが買物場所を選択す

るにあたり、重視する点は何ですか（3
つまで選択）」と尋ねたところ、「価格」
が72.3％でトップであった。次に「品
揃え」で50.4％、「品質」で48.2％と
なった（図表21）。
上位３項目について、前回調査か

ら「品揃え」と「品質」の順位が入れ替
わったものの、回答率には大きな増減
は見られなかった。

（ｂ）買物場所の利用頻度
次に、実際に主婦はどのような店を

利用しているのであろうか。
図表22は、主婦の買物場所（11業

態）の利用頻度を1年間の平均利用
回数に換算した結果である。
主婦が最もよく利用する店は従来
通り「スーパー」で、およそ2.6日に1度
（年間143.1回）の頻度で利用されて

いた。次に、「コンビニエンスストア」
で5.1日に1度、「ドラッグストア」で6.6
日に1度となっている。「ドラッグスト
ア」の利用頻度は、週一回以上と
なっており、2位の「コンビニエンスス
トア」のそれに年々近づいてきている。
経済産業省の「商業動態統計月
報（平成30年10月分）」によると、愛
知県と岐阜県で営業するドラッグスト
アの店舗数は、平成29年10月の
1 , 2 8 6店舗から平成30年10月の
1,359店舗へと73店舗増加している。
近年のドラッグストアは、薬だけでなく
日用品や食料品も安く買うことができ
るため、主婦にとってはスーパーの

代替としてドラッグストアの利用が進
んでいるのではないかと考える。

「平成27年度使用済製品等のリ
ユース促進事業報告書」（環境省）
によると、平成27年度のリユースの
国内市場規模（自動車・バイク除く）
は1兆1千億円となっている。近年、
スマートフォン（以下、スマホ）の急速
な普及に伴い、どこでも手軽にリ
ユース品の売買ができるようになり、

メルカリやラクマなどといったフリマ
アプリのＣＭを目にする機会も増え
てきた。
そこで、今回の時事調査では、主
婦のリユース品の売買状況などにつ
いて調査を行った。

（1）リユース品への関心
はじめに、「近年、あなたの周りにリ
ユース品の売買に関心がある人が
増えたと感じますか」と尋ねたところ、
「感じる」が54 .6％、「感じない」が
13.3％、「わからない・興味がない」が
32.1％となった（図表23）。半数以上
の回答者は、リユース品の売買に関

心がある人が周りに増えたと感じて
いることがわかった。

（２）リユース品の売買経験
次に、「あなたは、リユース品を買っ

たり、売ったりしたことはありますか」と
尋ねたところ、「ある」と「ない」の回答
率は同じで50.0％であった（図表24）。
半数の回答者は、リユース品の売買
経験があるという結果となった。
リユース品の売買経験を年代別に
見ると、売買経験が「ある」と回答した
割合が最も高かった年代は30歳代
で72.6％であった。一方、「ある」と回
答した割合が最も低かった年代は60

歳以上で31.9％であった（図表25）。
30歳代を中心に若い年代の方が、

リユース品の売買経験のある割合が
高いという結果となった。

（3）リユース品の売買場所
前問で、リユース品の売買経験が

「ある」と回答した主婦に「あなたは、
リユース品をどこで買ったり売ったり
しますか（あてはまるもの全て選択）」
と尋ねたところ、「中古品取扱店舗
（古本屋、古着屋など）」が63.4％と
トップとなり、次に「フリマアプリ（メルカ
リ、ラクマなど）」で35.2％、「オークショ
ンサイト（ヤフオク！など）」で19.4％と

なった（図表26）。
年代別に見ると、20歳代、30歳代の

トップは「フリマアプリ」で、40歳代以上
は「中古品取扱店舗」となった（図表27）。
若い年代では、スマホやパソコンと

いった非対面チャネルを活用した「フ
リマアプリ」の回答率が高いのに対し
て、40歳代以上では、対面チャネルで
ある「中古品取扱店舗」の回答率が
高いという異なる結果が見られた。
次に、売買場所の回答項目について
非対面チャネル（「オークションサイト」
「フリマアプリ」「中古品通販サイト」）を
「ネット」、対面チャネル（「中古品取扱店
舗」「フリーマーケット」「知人間での直

接やり取り」）を「リアル」と定義し、「ネット
のみ」、「リアルのみ」と回答した主婦の
割合（ネットとリアル両方の回答者は除
く）を年代別に見てみた（図表28）。
その結果、40歳代以上では、「リア

ルのみ」の回答が「ネットのみ」の回答
を大きく上回る結果となった。一方、
20歳代、30歳代では「ネットのみ」が
「リアルのみ」を上回った。特に20歳
代では、「ネットのみ」と回答した主婦
が半数近くに上った。このことから、若
い年代の主婦は、リユース品の売買
でも「ネット」（スマホ）を積極的に利用
し、高い年代の主婦に比べて「リア
ル」を利用していないことがわかった。

（4）売買したことのある
　  リユース品
次に、リユース品の売買経験が「あ

る」と回答した主婦に「あなたが、リ
ユース品を買ったり売ったりしたこと
があるものは何ですか（あてはまるも
の全て選択）」と尋ねた。
買ったことがあるリユース品は「書
籍・雑誌」が46.6％とトップであった。
次に「衣類」が42.9％、「ファッション小
物（鞄・靴・アクセサリーなど）」が
17.9％と続いた（図表29）。
売ったことがあるリユース品は「衣
類」が66.8％とトップであった。次に
「書籍・雑誌」が50.8％、「ファッション

小物」が31.1％となった。
順位は異なるものの、上位3品目は
売買ともに「書籍・雑誌」、「衣類」、
「ファッション小物」であった。また、大
半のリユース品で、“買ったことがあ
る”より“売ったことがある”の回答率
が高い結果となった。特に、「衣類」と
「ファッション小物」は“売ったことがあ
る”と “買ったことがある”の回答差が
それぞれ23.9ポイント、13.2ポイント
と大きかった。
買ったことがあるリユース品を年代
別に見ると、「衣類」は30歳代、40歳
代、「書籍・雑誌」は30歳代以外で
トップであった（図表30）。　

30歳代は他の年代と比べ「育児・
ベビー用品」や「おもちゃ・ホビー・カ
ルチャー」の回答率が高く、子育てに
リユース品を活用していることがうか
がえた。
売ったことがあるリユース品を年
代別に見ると、全ての年代で「衣類」
がトップで、2位は「書籍・雑誌」で
あった。3位は30歳代を除き「ファッ
ション小物」で、30歳代の3位は「育
児・ベビー用品」となった（図表31）。
30歳代は買ったことがあるリユー

ス品と同様に、「育児・ベビー用品」
の回答率が他の年代に比べ高い結
果となった。

（５）リユース品を買う理由
次に、リユース品を買ったことが

「ある」と回答した主婦に、「リユース
品を買う理由は何ですか（あてはま
るもの全て選択）」と尋ねたところ、
「安く買いたい」がトップで62.7％で
あった。次に「掘り出し物がある」が
40.1％、「新品を買うのはもったいな
い」が28.0％と続いた（図表32）。や
はり「安く買いたい」という動機がリ
ユース品を買う大きな動機になった。
その一方で、「掘り出し物」や「新品
で買うほどではないもの」にもリユー
ス品としてのニーズが高いようだ。
リユース品を買う理由について年

代別に見ると、60歳以上は「掘り出し
物がある」、その他の年代では「安く
買いたい」がトップであった（図表33）。
20歳代、30歳代は「安く買いたい」の
回答率が80％前後と他の年代に比
べて高く、「安く買いたい」ためにリユー
ス品を購入する傾向が見てとれた。

（6）リユース品を売る理由
次に、リユース品を売ったことが

「ある」と回答した主婦に「リユース品
を売る理由は何ですか（あてはまる
もの全て選択）」と尋ねたところ、「捨
てるのがもったいない」がトップで
76.2％であった。次に「お金が欲し

い」が32.7％、「資源の有効活用」が
31.5％となった（図表34）。不要となっ
たものでも「捨てること」に抵抗を感じ
ている主婦が多い結果が見てとれた。
リユース品を売る理由について年
代別に見ると、全ての年代で「捨てる
のがもったいない」がトップであった。
また、20歳代では同率で「お金が欲し
い」もトップであった。2位は30歳代、
40歳代では「お金が欲しい」、50歳代、
60歳以上は「資源の有効活用」で
あった（図表35）。年代を問わず「捨
てるのがもったいない」という理由は
共通している一方で、若い年代では
資金調達の手段として、50歳代以上
ではリサイクルの手段としてリユース
品を売っているようだ。

（7）売って得たお金の使い道
最後に、リユース品を売ったことが

「ある」と回答した主婦に「リユース品を
売って得たお金の使い道は何ですか
（あてはまるもの全て選択）」と尋ねたと
ころ、「生活費に使う」がトップで48.3％
となった。次に「自分のお小遣いにする」
が33.4％、「買い替える・違う商品を購
入する」が31.0％であった（図表36）。
売って得たお金の使い道を年代
別に見ると、20歳代は「自分のお小遣
いにする」、その他の年代では「生活
費に使う」がトップであった（図表37）。
リユース品を売って得たお金につ
いて、半数の主婦は生活費に充当し
ているようだ。一方で、20歳代は「貯
める」の回答率が他の年代に比べて
高かった。
また、「自分のお小遣いにする」とい

う回答率も高く、不要品を売って得た
臨時収入を自身の自由に使えるお金

にするという点も、リユース市場の活
性化に繋がっているものと思われる。

今回の調査結果から明らかになっ
た主婦の消費行動及びリユース品の
売買について、以下の3点にまとめて
みたい。
第1に、主婦の景況感は、総じて悪
化していることが見てとれた。前回の
調査では20歳代と30歳代の若い年
代で改善が見られたが、今回の調査
では、「良くなった」の回答が全年代
で低下する結果となった。また、主婦
の景況D.I.も▲15.2となり、前回より7.0
ポイント低下した。内閣府が行ってい
る景気ウォッチャー調査（平成30年12
月調査）においても、東海地域の景気
の現状判断D.I.は悪化を示す結果が
出ており、当地域における主婦の現
状の景況感は厳しいことがわかった。
第2に、主婦の物価観は、引き続き
物価上昇を実感していることが見て
とれた。物価D.I.は62.8で、前回調査
より10.3ポイント上昇した。過去3年連
続で物価D.I.は低下していたが今回
調査では反転する結果となった。夏
から秋にかけての自然災害の影響
による野菜価格の高騰や、発電用燃
料価格の高騰に伴う電気料の値上
げなどが主婦の物価観に影響して
いるのではないかと考える。
第3に、主婦のリユース品の売買に

ついてまとめてみたい。スマホの急速
な普及に伴い、どこでも手軽にリユー
ス品の売買ができるようになってきて
いる。メルカリやラクマなどといったフ

リマアプリのＣＭを目にする機会も増
えてきた。今回の調査でも、近年リ
ユース品への関心がある人が増えた
と感じる主婦は5割を超え、実際に売
買経験がある主婦も半数に達し、主
婦にとってリユース品の売買は身近
なものとなってきていることが確認でき
た。リユース品の売買場所では「中古
品取扱店舗」が63.4％とトップであっ
たが、2位、3位はそれぞれ「フリマア
プリ」「オークションサイト」と非対面
チャネルが占めた。若い年代の主婦
ほど、非対面チャネルの回答率が高
く、スマホを活用していることがうかが
えた。買ったことがあるもの、売ったこ
とがあるものは、順位は違うものの上
位は「書籍・雑貨」「衣類」「ファッショ
ン小物」であった。リユース品を買う
理由はやはり「安く買いたい」がトップ
で金銭的な理由であった。一方、売
る理由のトップは「捨てるのがもった
いない」で、売ってお金を得ることより
も「捨てること」に抵抗感を感じて売る
主婦が多いとの結果となった。売って
得たお金の使い道は「生活費に使
う」がトップで、次に「自分のお小遣い
にする」であった。不要品を売って得
た臨時収入を自身の自由に使えるお
金にするという点も、リユース市場が
活性化している要因ではないだろう
か。現在、「フリマアプリ」など非対面
を使いリユース品を売買している主
婦は、若い年代が中心であるが、ス
マホが高い年代層にも急速に普及し
てきており、非対面チャネルを使ったリ
ユース品の市場は、今後、さらに拡大
していくのではないだろうか。

リユース品を買う理由（全体）図表32

リユース品を売る理由（全体）図表34
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ＯＫＢ総研では、毎年、岐阜・愛知・
三重・滋賀県に在住の主婦を対象に
「主婦の消費行動に関するアンケー
ト」を実施している。
日本経済が緩やかな回復を続けて
いる中で、この地域の主婦がどのよう
な消費行動をしているのか、以下で
その実態を明らかにしたい。

本調査の概要は以下のとおりである。

（1）主婦の景気判断
最初に、消費行動を左右する景況
感と物価観を概観する。

Ａ. 主婦の景況感

「現在（2018年）の景気は、1年前
と比べてどうなったと感じています
か」と尋ねたところ、「良くなった」が
全体の4.1％、「変わらない」が69.9％、
「悪くなった」が19.3％となった（図
表1）。前年と比べて「良くなった」が
3.5ポイント低下し、「悪くなった」が
3.5ポイント上昇した。全体として主

婦の景況感は悪化していることがう
かがえた。
年代別に見ると、全ての年代で「良

くなった」が低下した。また、50歳代
を除く全ての年代で「悪くなった」の
回答率が上昇し、特に「60歳以上」
では前年比10ポイント超の大幅上昇
であった。就業形態別では、「専業主
婦」で「悪くなった」の回答率が大きく
上昇した（図表2）。
景況D.I.（「良くなった」の回答率―

「悪くなった」の回答率）は▲15.2。前
年より7.0ポイント低下した（図表3）。

Ｂ. 主婦の物価観

「現在（2018年）の物価は、1年前と

比べてどうなったと感じていますか」
と尋ねたところ、「高くなった」が全体
の63 .7％、「変わらない」が32 .1％、
「安くなった」が1.0％となった（図表4）。
前年と比べて「高くなった」が10.3ポ
イント上昇し、「変わらない」が10.0ポ
イント低下した。
年代・住所・就業形態別に見ると、
全ての属性において「高くなった」の
回答率が上昇し「変わらない」が低

下した。前年と比べ物価上昇を実感
している主婦が増加している結果と
なった（図表5）。
物価D.I.（「高くなった」の回答率―

「安くなった」の回答率）は62.8。前回
調査から10.3ポイント上昇した（図表
6）。

（２）家計について
次に、家計の収支動向を見てみる。

Ａ. 家計の収入

「2018年の家計収入は、1年前と
比べてどうなりましたか」と尋ねたとこ
ろ、「増えた」が全体の16.2％、「変わ
らない」が55.5％、「減った」が28.3％
となった（図表7）。前年と比べて「増
えた」の回答率は4.1ポイント低下、
「減った」は4.4ポイント上昇した。家
計の収入悪化がうかがえる結果と
なった。

年代・住所・就業形態別に見ると、
全ての属性で「増えた」の回答率が
低下した。特に専業主婦では、「増え
た」が8.0ポイント減少し、「減った」が
7.1ポイント増加した（図表8）。

Ｂ. 家計の支出

一方、「2018年の家計支出は、1年
前と比べてどうなりましたか」と尋ねた
ところ、「増えた」が全体の63 . 6％、

「変わらない」が30.8％、「減った」が
5.6％となった（図表9）。前年と比べ
て「増えた」の回答率は1.5ポイント上
昇し、「減った」は0.2ポイント低下した。
年代別に見ると、家計支出が「増

えた」は30歳代と40歳代で前年より
それぞれ2.9ポイントと4.0ポイント低
下したものの、それ以外の年代では
上昇した。また、全ての年代で「増え
た」が5割を超えており、家計の支出

は増加していることがうかがえた（図
表10）。

Ｃ. 家計支出の費目別動向

それでは、家計支出の費目別の動
向はどうだろうか。以下に詳しく見て
みたい。
（a）支出増加費目／支出減少費目
「2018年の家計支出を考えたとき、
1年前より支出が増えた費目は何です

か（あてはまるもの全て選択）」と尋ね
たところ、｢食費｣が46.7％でトップで
あった。前年同様、今年も夏から秋に
かけ台風が相次いで上陸し、野菜な
どの食材価格が高騰したことも影響
しているのではないかと考える。2位
は「光熱・水道費」で、前年より6.3ポイ
ント上昇し27.9％であった。発電用燃
料価格の上昇に伴い、直近の1年間
で電気料が上昇していることが要因
であると考える。なお、2011年から7年
連続で3位以内に入っていた「交通・
通信費」は、前年より8.1ポイント低下
し24.0％で4位であった（図表11）。
年代別に見ると、「教育費」がトッ

プであった40歳代を除き、全ての年
代で「食費」がトップであった。「光
熱・水道費」は全ての年代で回答率
が上昇した。特に30歳代は18.9ポイ
ントと大幅に上昇した。一方、全体で

4位となった「交通・通信費」の回答
率は全ての年代で低下し、特に20歳
代では16.1ポイントも低下する結果と
なった（図表12）。
次に、「2018年の家計支出を考え

たとき、1年前より支出が減った費目
は何ですか（あてはまるもの全て選
択）」と尋ねたところ、トップは「レ
ジャー費」、2位は「衣料費」、3位は
「外食費」で昨年と同じ順位であっ
た（図表13）。
ところで今回の調査から回答項目
に「支出が減った費目はない」を追加
したところ、この項目の回答率が最も
高かった。3割強の主婦はどの費目も
減っていないことがわかった。
年代別に見ると、20歳代と50歳代

は「衣料費」、30歳代は「外食費」、40
歳代と60歳以上は「レジャー費」の
回答率が最も高くなった（図表14）。

（ｂ）今以上に切り詰めたい費目／
　  増やしたい費目
続いて、今後の消費についてどの

ように考えているのかを見てみたい。
「2018年の家計支出を考えたとき、
今以上に切り詰めたい費目は何で
すか（3つまで選択）」と尋ねたところ、
「光熱・水道費」が39.7％でトップと
なり、次に「食費」で38.2％、「外食
費」で22.5％となった（図表15）。前
年の調査で3位であった「交通・通
信費」は15.5％で、10.3ポイントの大
幅な低下となり順位を4位に落とした。
年代別に見ると、全ての年代で「光
熱・水道費」と「食費」が上位を占め
る結果となった。なお、20歳代は他
の年代に比べ「外食費」、「交通・通
信費」、「保険料」の回答率が大幅
に上昇した。
一方、「2018年の家計支出を考え

たとき、今以上に支出を増やしたい
費目は何ですか（3つまで選択）」と
尋ねたところ、「レジャー費」が37.9％
でトップとなり、次に「教養娯楽費」で
11.6％、「教育費」で11.5％となった
（図表16）。今回の調査から回答項
目に「増やしたい費目はない・特に考
えていない」を追加したところ、この
項目の回答率が最も高い結果となっ
た。（２）Ａ「家計収入」の質問項目で、
家計収入の悪化が見てとれることも
あり、主婦の節約志向がうかがえた。
（ｃ）高額商品の購入
次に、高額商品の購入状況につい

て見てみたい。
「2018年に1商品10万円以上する
高価な買い物（家族旅行を含む）を
しましたか」と尋ねたところ、「買い物
をした」は60.1％であった。次に「買い
物をした」と回答した人に「具体的に

どのような買い物をしたか」と尋ねた
ところ、「国内旅行」が39.2％でトップ
となった。次に「一般家電」で33.4％、
「自動車の購入・維持」で26.5％となっ
た（図表17）。
年代別に見ると、30歳代～50歳
代のトップは「国内旅行」で、20歳代
と60歳以上は「一般家電」であった
（図表18）。

Ｄ. 家計管理の工夫について

それでは、主婦はどのように家計
管理を工夫しているのだろうか。
「あなたは家計を管理する中で、工
夫していることは何ですか（あてはま
るもの全て選択）」と尋ねたところ、「ポ
イント・クーポン・割引券等を活用す
る」が62.2％でトップであった。次に「特
売品・安価商品を購入する」で52.6％、
「必要なものだけを購入する」で

45.2％となった（図表19）。下位の項目
でも回答率が20％前後となっているこ
とから、主婦は家計管理において様々
な工夫を行っており、必要に応じて使
い分けしていることが見てとれた。
年代別に見ると、20歳代～50歳代

は「ポイント・クーポン・割引券等を活
用する」がトップで、2位は「特売品・
安価商品を購入する」であったが、
60歳以上は「必要なものだけを購入
する」がトップで、2位が「特売品・安
価商品を購入する」であった（図表
20）。60歳以上は他の年代でトップで
あった「ポイント・クーポン・割引券等
を活用する」の回答率が低いことが
見てとれた。このことから、若い年代
の主婦の家計管理の工夫は、お値
打ちに買い物をするための工夫が上
位となっているのに対し、60歳以上は、
必要でないものは購入しないことが

家計管理の工夫として上位となって
いることがわかった。
 

Ｅ. 買物場所について

では、主婦は実際に商品を購入す
る場所をどのように選択し、利用して
いるのであろうか。
（ａ）買物場所の選択基準
まず、「あなたが買物場所を選択す

るにあたり、重視する点は何ですか（3
つまで選択）」と尋ねたところ、「価格」
が72.3％でトップであった。次に「品
揃え」で50.4％、「品質」で48.2％と
なった（図表21）。
上位３項目について、前回調査か

ら「品揃え」と「品質」の順位が入れ替
わったものの、回答率には大きな増減
は見られなかった。

（ｂ）買物場所の利用頻度
次に、実際に主婦はどのような店を

利用しているのであろうか。
図表22は、主婦の買物場所（11業

態）の利用頻度を1年間の平均利用
回数に換算した結果である。
主婦が最もよく利用する店は従来

通り「スーパー」で、およそ2.6日に1度
（年間143.1回）の頻度で利用されて

いた。次に、「コンビニエンスストア」
で5.1日に1度、「ドラッグストア」で6.6
日に1度となっている。「ドラッグスト
ア」の利用頻度は、週一回以上と
なっており、2位の「コンビニエンスス
トア」のそれに年々近づいてきている。
経済産業省の「商業動態統計月
報（平成30年10月分）」によると、愛
知県と岐阜県で営業するドラッグスト
アの店舗数は、平成29年10月の
1 , 2 8 6店舗から平成30年10月の
1,359店舗へと73店舗増加している。
近年のドラッグストアは、薬だけでなく
日用品や食料品も安く買うことができ
るため、主婦にとってはスーパーの

代替としてドラッグストアの利用が進
んでいるのではないかと考える。

「平成27年度使用済製品等のリ
ユース促進事業報告書」（環境省）
によると、平成27年度のリユースの
国内市場規模（自動車・バイク除く）
は1兆1千億円となっている。近年、
スマートフォン（以下、スマホ）の急速
な普及に伴い、どこでも手軽にリ
ユース品の売買ができるようになり、

メルカリやラクマなどといったフリマ
アプリのＣＭを目にする機会も増え
てきた。
そこで、今回の時事調査では、主
婦のリユース品の売買状況などにつ
いて調査を行った。

（1）リユース品への関心
はじめに、「近年、あなたの周りにリ
ユース品の売買に関心がある人が
増えたと感じますか」と尋ねたところ、
「感じる」が54 .6％、「感じない」が
13.3％、「わからない・興味がない」が
32.1％となった（図表23）。半数以上
の回答者は、リユース品の売買に関

心がある人が周りに増えたと感じて
いることがわかった。

（２）リユース品の売買経験
次に、「あなたは、リユース品を買っ

たり、売ったりしたことはありますか」と
尋ねたところ、「ある」と「ない」の回答
率は同じで50.0％であった（図表24）。
半数の回答者は、リユース品の売買
経験があるという結果となった。
リユース品の売買経験を年代別に
見ると、売買経験が「ある」と回答した
割合が最も高かった年代は30歳代
で72.6％であった。一方、「ある」と回
答した割合が最も低かった年代は60

歳以上で31.9％であった（図表25）。
30歳代を中心に若い年代の方が、

リユース品の売買経験のある割合が
高いという結果となった。

（3）リユース品の売買場所
前問で、リユース品の売買経験が

「ある」と回答した主婦に「あなたは、
リユース品をどこで買ったり売ったり
しますか（あてはまるもの全て選択）」
と尋ねたところ、「中古品取扱店舗
（古本屋、古着屋など）」が63.4％と
トップとなり、次に「フリマアプリ（メルカ
リ、ラクマなど）」で35.2％、「オークショ
ンサイト（ヤフオク！など）」で19.4％と

なった（図表26）。
年代別に見ると、20歳代、30歳代の

トップは「フリマアプリ」で、40歳代以上
は「中古品取扱店舗」となった（図表27）。
若い年代では、スマホやパソコンと

いった非対面チャネルを活用した「フ
リマアプリ」の回答率が高いのに対し
て、40歳代以上では、対面チャネルで
ある「中古品取扱店舗」の回答率が
高いという異なる結果が見られた。
次に、売買場所の回答項目について
非対面チャネル（「オークションサイト」
「フリマアプリ」「中古品通販サイト」）を
「ネット」、対面チャネル（「中古品取扱店
舗」「フリーマーケット」「知人間での直

接やり取り」）を「リアル」と定義し、「ネット
のみ」、「リアルのみ」と回答した主婦の
割合（ネットとリアル両方の回答者は除
く）を年代別に見てみた（図表28）。
その結果、40歳代以上では、「リア

ルのみ」の回答が「ネットのみ」の回答
を大きく上回る結果となった。一方、
20歳代、30歳代では「ネットのみ」が
「リアルのみ」を上回った。特に20歳
代では、「ネットのみ」と回答した主婦
が半数近くに上った。このことから、若
い年代の主婦は、リユース品の売買
でも「ネット」（スマホ）を積極的に利用
し、高い年代の主婦に比べて「リア
ル」を利用していないことがわかった。

（4）売買したことのある
　  リユース品
次に、リユース品の売買経験が「あ

る」と回答した主婦に「あなたが、リ
ユース品を買ったり売ったりしたこと
があるものは何ですか（あてはまるも
の全て選択）」と尋ねた。
買ったことがあるリユース品は「書
籍・雑誌」が46.6％とトップであった。
次に「衣類」が42.9％、「ファッション小
物（鞄・靴・アクセサリーなど）」が
17.9％と続いた（図表29）。
売ったことがあるリユース品は「衣
類」が66.8％とトップであった。次に
「書籍・雑誌」が50.8％、「ファッション

小物」が31.1％となった。
順位は異なるものの、上位3品目は
売買ともに「書籍・雑誌」、「衣類」、
「ファッション小物」であった。また、大
半のリユース品で、“買ったことがあ
る”より“売ったことがある”の回答率
が高い結果となった。特に、「衣類」と
「ファッション小物」は“売ったことがあ
る”と “買ったことがある”の回答差が
それぞれ23.9ポイント、13.2ポイント
と大きかった。
買ったことがあるリユース品を年代
別に見ると、「衣類」は30歳代、40歳
代、「書籍・雑誌」は30歳代以外で
トップであった（図表30）。　

30歳代は他の年代と比べ「育児・
ベビー用品」や「おもちゃ・ホビー・カ
ルチャー」の回答率が高く、子育てに
リユース品を活用していることがうか
がえた。
売ったことがあるリユース品を年
代別に見ると、全ての年代で「衣類」
がトップで、2位は「書籍・雑誌」で
あった。3位は30歳代を除き「ファッ
ション小物」で、30歳代の3位は「育
児・ベビー用品」となった（図表31）。
30歳代は買ったことがあるリユー

ス品と同様に、「育児・ベビー用品」
の回答率が他の年代に比べ高い結
果となった。

（５）リユース品を買う理由
次に、リユース品を買ったことが

「ある」と回答した主婦に、「リユース
品を買う理由は何ですか（あてはま
るもの全て選択）」と尋ねたところ、
「安く買いたい」がトップで62.7％で
あった。次に「掘り出し物がある」が
40.1％、「新品を買うのはもったいな
い」が28.0％と続いた（図表32）。や
はり「安く買いたい」という動機がリ
ユース品を買う大きな動機になった。
その一方で、「掘り出し物」や「新品
で買うほどではないもの」にもリユー
ス品としてのニーズが高いようだ。
リユース品を買う理由について年

代別に見ると、60歳以上は「掘り出し
物がある」、その他の年代では「安く
買いたい」がトップであった（図表33）。
20歳代、30歳代は「安く買いたい」の
回答率が80％前後と他の年代に比
べて高く、「安く買いたい」ためにリユー
ス品を購入する傾向が見てとれた。

（6）リユース品を売る理由
次に、リユース品を売ったことが

「ある」と回答した主婦に「リユース品
を売る理由は何ですか（あてはまる
もの全て選択）」と尋ねたところ、「捨
てるのがもったいない」がトップで
76.2％であった。次に「お金が欲し

い」が32.7％、「資源の有効活用」が
31.5％となった（図表34）。不要となっ
たものでも「捨てること」に抵抗を感じ
ている主婦が多い結果が見てとれた。
リユース品を売る理由について年
代別に見ると、全ての年代で「捨てる
のがもったいない」がトップであった。
また、20歳代では同率で「お金が欲し
い」もトップであった。2位は30歳代、
40歳代では「お金が欲しい」、50歳代、
60歳以上は「資源の有効活用」で
あった（図表35）。年代を問わず「捨
てるのがもったいない」という理由は
共通している一方で、若い年代では
資金調達の手段として、50歳代以上
ではリサイクルの手段としてリユース
品を売っているようだ。

（7）売って得たお金の使い道
最後に、リユース品を売ったことが

「ある」と回答した主婦に「リユース品を
売って得たお金の使い道は何ですか
（あてはまるもの全て選択）」と尋ねたと
ころ、「生活費に使う」がトップで48.3％
となった。次に「自分のお小遣いにする」
が33.4％、「買い替える・違う商品を購
入する」が31.0％であった（図表36）。
売って得たお金の使い道を年代
別に見ると、20歳代は「自分のお小遣
いにする」、その他の年代では「生活
費に使う」がトップであった（図表37）。
リユース品を売って得たお金につ
いて、半数の主婦は生活費に充当し
ているようだ。一方で、20歳代は「貯
める」の回答率が他の年代に比べて
高かった。
また、「自分のお小遣いにする」とい

う回答率も高く、不要品を売って得た
臨時収入を自身の自由に使えるお金

にするという点も、リユース市場の活
性化に繋がっているものと思われる。

今回の調査結果から明らかになっ
た主婦の消費行動及びリユース品の
売買について、以下の3点にまとめて
みたい。
第1に、主婦の景況感は、総じて悪
化していることが見てとれた。前回の
調査では20歳代と30歳代の若い年
代で改善が見られたが、今回の調査
では、「良くなった」の回答が全年代
で低下する結果となった。また、主婦
の景況D.I.も▲15.2となり、前回より7.0
ポイント低下した。内閣府が行ってい
る景気ウォッチャー調査（平成30年12
月調査）においても、東海地域の景気
の現状判断D.I.は悪化を示す結果が
出ており、当地域における主婦の現
状の景況感は厳しいことがわかった。
第2に、主婦の物価観は、引き続き
物価上昇を実感していることが見て
とれた。物価D.I.は62.8で、前回調査
より10.3ポイント上昇した。過去3年連
続で物価D.I.は低下していたが今回
調査では反転する結果となった。夏
から秋にかけての自然災害の影響
による野菜価格の高騰や、発電用燃
料価格の高騰に伴う電気料の値上
げなどが主婦の物価観に影響して
いるのではないかと考える。
第3に、主婦のリユース品の売買に

ついてまとめてみたい。スマホの急速
な普及に伴い、どこでも手軽にリユー
ス品の売買ができるようになってきて
いる。メルカリやラクマなどといったフ

リマアプリのＣＭを目にする機会も増
えてきた。今回の調査でも、近年リ
ユース品への関心がある人が増えた
と感じる主婦は5割を超え、実際に売
買経験がある主婦も半数に達し、主
婦にとってリユース品の売買は身近
なものとなってきていることが確認でき
た。リユース品の売買場所では「中古
品取扱店舗」が63.4％とトップであっ
たが、2位、3位はそれぞれ「フリマア
プリ」「オークションサイト」と非対面
チャネルが占めた。若い年代の主婦
ほど、非対面チャネルの回答率が高
く、スマホを活用していることがうかが
えた。買ったことがあるもの、売ったこ
とがあるものは、順位は違うものの上
位は「書籍・雑貨」「衣類」「ファッショ
ン小物」であった。リユース品を買う
理由はやはり「安く買いたい」がトップ
で金銭的な理由であった。一方、売
る理由のトップは「捨てるのがもった
いない」で、売ってお金を得ることより
も「捨てること」に抵抗感を感じて売る
主婦が多いとの結果となった。売って
得たお金の使い道は「生活費に使
う」がトップで、次に「自分のお小遣い
にする」であった。不要品を売って得
た臨時収入を自身の自由に使えるお
金にするという点も、リユース市場が
活性化している要因ではないだろう
か。現在、「フリマアプリ」など非対面
を使いリユース品を売買している主
婦は、若い年代が中心であるが、ス
マホが高い年代層にも急速に普及し
てきており、非対面チャネルを使ったリ
ユース品の市場は、今後、さらに拡大
していくのではないだろうか。

リユース品を買う理由（全体）図表32

リユース品を売る理由（全体）図表34

売って得たお金の使い道（全体）図表36リユース品を買う理由（年代別）図表33

リユース品を売る理由（年代別）図表35

売って得たお金の使い道（年代別）図表37
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ＯＫＢ総研では、毎年、岐阜・愛知・
三重・滋賀県に在住の主婦を対象に
「主婦の消費行動に関するアンケー
ト」を実施している。
日本経済が緩やかな回復を続けて
いる中で、この地域の主婦がどのよう
な消費行動をしているのか、以下で
その実態を明らかにしたい。

本調査の概要は以下のとおりである。

（1）主婦の景気判断
最初に、消費行動を左右する景況
感と物価観を概観する。

Ａ. 主婦の景況感

「現在（2018年）の景気は、1年前
と比べてどうなったと感じています
か」と尋ねたところ、「良くなった」が
全体の4.1％、「変わらない」が69.9％、
「悪くなった」が19.3％となった（図
表1）。前年と比べて「良くなった」が
3.5ポイント低下し、「悪くなった」が
3.5ポイント上昇した。全体として主

婦の景況感は悪化していることがう
かがえた。
年代別に見ると、全ての年代で「良

くなった」が低下した。また、50歳代
を除く全ての年代で「悪くなった」の
回答率が上昇し、特に「60歳以上」
では前年比10ポイント超の大幅上昇
であった。就業形態別では、「専業主
婦」で「悪くなった」の回答率が大きく
上昇した（図表2）。
景況D.I.（「良くなった」の回答率―

「悪くなった」の回答率）は▲15.2。前
年より7.0ポイント低下した（図表3）。

Ｂ. 主婦の物価観

「現在（2018年）の物価は、1年前と

比べてどうなったと感じていますか」
と尋ねたところ、「高くなった」が全体
の63 .7％、「変わらない」が32 .1％、
「安くなった」が1.0％となった（図表4）。
前年と比べて「高くなった」が10.3ポ
イント上昇し、「変わらない」が10.0ポ
イント低下した。
年代・住所・就業形態別に見ると、
全ての属性において「高くなった」の
回答率が上昇し「変わらない」が低

下した。前年と比べ物価上昇を実感
している主婦が増加している結果と
なった（図表5）。
物価D.I.（「高くなった」の回答率―

「安くなった」の回答率）は62.8。前回
調査から10.3ポイント上昇した（図表
6）。

（２）家計について
次に、家計の収支動向を見てみる。

Ａ. 家計の収入

「2018年の家計収入は、1年前と
比べてどうなりましたか」と尋ねたとこ
ろ、「増えた」が全体の16.2％、「変わ
らない」が55.5％、「減った」が28.3％
となった（図表7）。前年と比べて「増
えた」の回答率は4.1ポイント低下、
「減った」は4.4ポイント上昇した。家
計の収入悪化がうかがえる結果と
なった。

年代・住所・就業形態別に見ると、
全ての属性で「増えた」の回答率が
低下した。特に専業主婦では、「増え
た」が8.0ポイント減少し、「減った」が
7.1ポイント増加した（図表8）。

Ｂ. 家計の支出

一方、「2018年の家計支出は、1年
前と比べてどうなりましたか」と尋ねた
ところ、「増えた」が全体の63 . 6％、

「変わらない」が30.8％、「減った」が
5.6％となった（図表9）。前年と比べ
て「増えた」の回答率は1.5ポイント上
昇し、「減った」は0.2ポイント低下した。
年代別に見ると、家計支出が「増

えた」は30歳代と40歳代で前年より
それぞれ2.9ポイントと4.0ポイント低
下したものの、それ以外の年代では
上昇した。また、全ての年代で「増え
た」が5割を超えており、家計の支出

は増加していることがうかがえた（図
表10）。

Ｃ. 家計支出の費目別動向

それでは、家計支出の費目別の動
向はどうだろうか。以下に詳しく見て
みたい。
（a）支出増加費目／支出減少費目
「2018年の家計支出を考えたとき、
1年前より支出が増えた費目は何です

か（あてはまるもの全て選択）」と尋ね
たところ、｢食費｣が46.7％でトップで
あった。前年同様、今年も夏から秋に
かけ台風が相次いで上陸し、野菜な
どの食材価格が高騰したことも影響
しているのではないかと考える。2位
は「光熱・水道費」で、前年より6.3ポイ
ント上昇し27.9％であった。発電用燃
料価格の上昇に伴い、直近の1年間
で電気料が上昇していることが要因
であると考える。なお、2011年から7年
連続で3位以内に入っていた「交通・
通信費」は、前年より8.1ポイント低下
し24.0％で4位であった（図表11）。
年代別に見ると、「教育費」がトッ

プであった40歳代を除き、全ての年
代で「食費」がトップであった。「光
熱・水道費」は全ての年代で回答率
が上昇した。特に30歳代は18.9ポイ
ントと大幅に上昇した。一方、全体で

4位となった「交通・通信費」の回答
率は全ての年代で低下し、特に20歳
代では16.1ポイントも低下する結果と
なった（図表12）。
次に、「2018年の家計支出を考え

たとき、1年前より支出が減った費目
は何ですか（あてはまるもの全て選
択）」と尋ねたところ、トップは「レ
ジャー費」、2位は「衣料費」、3位は
「外食費」で昨年と同じ順位であっ
た（図表13）。
ところで今回の調査から回答項目
に「支出が減った費目はない」を追加
したところ、この項目の回答率が最も
高かった。3割強の主婦はどの費目も
減っていないことがわかった。
年代別に見ると、20歳代と50歳代

は「衣料費」、30歳代は「外食費」、40
歳代と60歳以上は「レジャー費」の
回答率が最も高くなった（図表14）。

（ｂ）今以上に切り詰めたい費目／
　  増やしたい費目
続いて、今後の消費についてどの

ように考えているのかを見てみたい。
「2018年の家計支出を考えたとき、
今以上に切り詰めたい費目は何で
すか（3つまで選択）」と尋ねたところ、
「光熱・水道費」が39.7％でトップと
なり、次に「食費」で38.2％、「外食
費」で22.5％となった（図表15）。前
年の調査で3位であった「交通・通
信費」は15.5％で、10.3ポイントの大
幅な低下となり順位を4位に落とした。
年代別に見ると、全ての年代で「光
熱・水道費」と「食費」が上位を占め
る結果となった。なお、20歳代は他
の年代に比べ「外食費」、「交通・通
信費」、「保険料」の回答率が大幅
に上昇した。
一方、「2018年の家計支出を考え

たとき、今以上に支出を増やしたい
費目は何ですか（3つまで選択）」と
尋ねたところ、「レジャー費」が37.9％
でトップとなり、次に「教養娯楽費」で
11.6％、「教育費」で11.5％となった
（図表16）。今回の調査から回答項
目に「増やしたい費目はない・特に考
えていない」を追加したところ、この
項目の回答率が最も高い結果となっ
た。（２）Ａ「家計収入」の質問項目で、
家計収入の悪化が見てとれることも
あり、主婦の節約志向がうかがえた。
（ｃ）高額商品の購入
次に、高額商品の購入状況につい

て見てみたい。
「2018年に1商品10万円以上する
高価な買い物（家族旅行を含む）を
しましたか」と尋ねたところ、「買い物
をした」は60.1％であった。次に「買い
物をした」と回答した人に「具体的に

どのような買い物をしたか」と尋ねた
ところ、「国内旅行」が39.2％でトップ
となった。次に「一般家電」で33.4％、
「自動車の購入・維持」で26.5％となっ
た（図表17）。
年代別に見ると、30歳代～50歳
代のトップは「国内旅行」で、20歳代
と60歳以上は「一般家電」であった
（図表18）。

Ｄ. 家計管理の工夫について

それでは、主婦はどのように家計
管理を工夫しているのだろうか。
「あなたは家計を管理する中で、工
夫していることは何ですか（あてはま
るもの全て選択）」と尋ねたところ、「ポ
イント・クーポン・割引券等を活用す
る」が62.2％でトップであった。次に「特
売品・安価商品を購入する」で52.6％、
「必要なものだけを購入する」で

45.2％となった（図表19）。下位の項目
でも回答率が20％前後となっているこ
とから、主婦は家計管理において様々
な工夫を行っており、必要に応じて使
い分けしていることが見てとれた。
年代別に見ると、20歳代～50歳代

は「ポイント・クーポン・割引券等を活
用する」がトップで、2位は「特売品・
安価商品を購入する」であったが、
60歳以上は「必要なものだけを購入
する」がトップで、2位が「特売品・安
価商品を購入する」であった（図表
20）。60歳以上は他の年代でトップで
あった「ポイント・クーポン・割引券等
を活用する」の回答率が低いことが
見てとれた。このことから、若い年代
の主婦の家計管理の工夫は、お値
打ちに買い物をするための工夫が上
位となっているのに対し、60歳以上は、
必要でないものは購入しないことが

家計管理の工夫として上位となって
いることがわかった。
 

Ｅ. 買物場所について

では、主婦は実際に商品を購入す
る場所をどのように選択し、利用して
いるのであろうか。
（ａ）買物場所の選択基準
まず、「あなたが買物場所を選択す

るにあたり、重視する点は何ですか（3
つまで選択）」と尋ねたところ、「価格」
が72.3％でトップであった。次に「品
揃え」で50.4％、「品質」で48.2％と
なった（図表21）。
上位３項目について、前回調査か

ら「品揃え」と「品質」の順位が入れ替
わったものの、回答率には大きな増減
は見られなかった。

（ｂ）買物場所の利用頻度
次に、実際に主婦はどのような店を

利用しているのであろうか。
図表22は、主婦の買物場所（11業
態）の利用頻度を1年間の平均利用
回数に換算した結果である。
主婦が最もよく利用する店は従来

通り「スーパー」で、およそ2.6日に1度
（年間143.1回）の頻度で利用されて

いた。次に、「コンビニエンスストア」
で5.1日に1度、「ドラッグストア」で6.6
日に1度となっている。「ドラッグスト
ア」の利用頻度は、週一回以上と
なっており、2位の「コンビニエンスス
トア」のそれに年々近づいてきている。
経済産業省の「商業動態統計月
報（平成30年10月分）」によると、愛
知県と岐阜県で営業するドラッグスト
アの店舗数は、平成29年10月の
1 , 2 8 6店舗から平成30年10月の
1,359店舗へと73店舗増加している。
近年のドラッグストアは、薬だけでなく
日用品や食料品も安く買うことができ
るため、主婦にとってはスーパーの
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代替としてドラッグストアの利用が進
んでいるのではないかと考える。

「平成27年度使用済製品等のリ
ユース促進事業報告書」（環境省）
によると、平成27年度のリユースの
国内市場規模（自動車・バイク除く）
は1兆1千億円となっている。近年、
スマートフォン（以下、スマホ）の急速
な普及に伴い、どこでも手軽にリ
ユース品の売買ができるようになり、

メルカリやラクマなどといったフリマ
アプリのＣＭを目にする機会も増え
てきた。
そこで、今回の時事調査では、主
婦のリユース品の売買状況などにつ
いて調査を行った。

（1）リユース品への関心
はじめに、「近年、あなたの周りにリ
ユース品の売買に関心がある人が
増えたと感じますか」と尋ねたところ、
「感じる」が54 .6％、「感じない」が
13.3％、「わからない・興味がない」が
32.1％となった（図表23）。半数以上
の回答者は、リユース品の売買に関

心がある人が周りに増えたと感じて
いることがわかった。

（２）リユース品の売買経験
次に、「あなたは、リユース品を買っ

たり、売ったりしたことはありますか」と
尋ねたところ、「ある」と「ない」の回答
率は同じで50.0％であった（図表24）。
半数の回答者は、リユース品の売買
経験があるという結果となった。
リユース品の売買経験を年代別に
見ると、売買経験が「ある」と回答した
割合が最も高かった年代は30歳代
で72.6％であった。一方、「ある」と回
答した割合が最も低かった年代は60

歳以上で31.9％であった（図表25）。
30歳代を中心に若い年代の方が、

リユース品の売買経験のある割合が
高いという結果となった。

（3）リユース品の売買場所
前問で、リユース品の売買経験が

「ある」と回答した主婦に「あなたは、
リユース品をどこで買ったり売ったり
しますか（あてはまるもの全て選択）」
と尋ねたところ、「中古品取扱店舗
（古本屋、古着屋など）」が63.4％と
トップとなり、次に「フリマアプリ（メルカ
リ、ラクマなど）」で35.2％、「オークショ
ンサイト（ヤフオク！など）」で19.4％と

なった（図表26）。
年代別に見ると、20歳代、30歳代の

トップは「フリマアプリ」で、40歳代以上
は「中古品取扱店舗」となった（図表27）。
若い年代では、スマホやパソコンと

いった非対面チャネルを活用した「フ
リマアプリ」の回答率が高いのに対し
て、40歳代以上では、対面チャネルで
ある「中古品取扱店舗」の回答率が
高いという異なる結果が見られた。
次に、売買場所の回答項目について
非対面チャネル（「オークションサイト」
「フリマアプリ」「中古品通販サイト」）を
「ネット」、対面チャネル（「中古品取扱店
舗」「フリーマーケット」「知人間での直

接やり取り」）を「リアル」と定義し、を
「ネットのみ」、「リアルのみ」と回答した主
婦の割合（ネットとリアル両方の回答者
は除く）を年代別に見てみた（図表28）。
その結果、40歳代以上では、「リア

ルのみ」の回答が「ネットのみ」の回答
を大きく上回る結果となった。一方、
20歳代、30歳代では「ネットのみ」が
「リアルのみ」を上回った。特に20歳
代では、「ネットのみ」と回答した主婦
が半数近くに上った。このことから、若
い年代の主婦は、リユース品の売買
でも「ネット」（スマホ）を積極的に利用
し、高い年代の主婦に比べて「リア
ル」を利用していないことがわかった。

（4）売買したことのある
　  リユース品
次に、リユース品の売買経験が「あ

る」と回答した主婦に「あなたが、リ
ユース品を買ったり売ったりしたこと
があるものは何ですか（あてはまるも
の全て選択）」と尋ねた。
買ったことがあるリユース品は「書
籍・雑誌」が46.6％とトップであった。
次に「衣類」が42.9％、「ファッション小
物（鞄・靴・アクセサリーなど）」が
17.9％と続いた（図表29）。
売ったことがあるリユース品は「衣
類」が66.8％とトップであった。次に
「書籍・雑誌」が50.8％、「ファッション

小物」が31.1％となった。
順位は異なるものの、上位3品目は
売買ともに「書籍・雑誌」、「衣類」、
「ファッション小物」であった。また、大
半のリユース品で、“買ったことがあ
る”より“売ったことがある”の回答率
が高い結果となった。特に、「衣類」と
「ファッション小物」は“売ったことがあ
る”と “買ったことがある”の回答差が
それぞれ23.9ポイント、13.2ポイント
と大きかった。
買ったことがあるリユース品を年代
別に見ると、「衣類」は30歳代、40歳
代、「書籍・雑誌」は30歳代以外で
トップであった（図表30）。　

30歳代は他の年代と比べ「育児・
ベビー用品」や「おもちゃ・ホビー・カ
ルチャー」の回答率が高く、子育てに
リユース品を活用していることがうか
がえた。
売ったことがあるリユース品を年
代別に見ると、全ての年代で「衣類」
がトップで、2位は「書籍・雑誌」で
あった。3位は30歳代を除き「ファッ
ション小物」で、30歳代の3位は「育
児・ベビー用品」となった（図表31）。
30歳代は買ったことがあるリユー

ス品と同様に、「育児・ベビー用品」
の回答率が他の年代に比べ高い結
果となった。

（５）リユース品を買う理由
次に、リユース品を買ったことが

「ある」と回答した主婦に、「リユース
品を買う理由は何ですか（あてはま
るもの全て選択）」と尋ねたところ、
「安く買いたい」がトップで62.7％で
あった。次に「掘り出し物がある」が
40.1％、「新品を買うのはもったいな
い」が28.0％と続いた（図表32）。や
はり「安く買いたい」という動機がリ
ユース品を買う大きな動機になった。
その一方で、「掘り出し物」や「新品
で買うほどではないもの」にもリユー
ス品としてのニーズが高いようだ。
リユース品を買う理由について年

代別に見ると、60歳以上は「掘り出し
物がある」、その他の年代では「安く
買いたい」がトップであった（図表33）。
20歳代、30歳代は「安く買いたい」の
回答率が80％前後と他の年代に比
べて高く、「安く買いたい」ためにリユー
ス品を購入する傾向が見てとれた。

（6）リユース品を売る理由
次に、リユース品を売ったことが

「ある」と回答した主婦に「リユース品
を売る理由は何ですか（あてはまる
もの全て選択）」と尋ねたところ、「捨
てるのがもったいない」がトップで
76.2％であった。次に「お金が欲し

い」が32.7％、「資源の有効活用」が
31.5％となった（図表34）。不要となっ
たものでも「捨てること」に抵抗を感じ
ている主婦が多い結果が見てとれた。
リユース品を売る理由について年
代別に見ると、全ての年代で「捨てる
のがもったいない」がトップであった。
また、20歳代では同率で「お金が欲し
い」もトップであった。2位は30歳代、
40歳代では「お金が欲しい」、50歳代、
60歳以上は「資源の有効活用」で
あった（図表35）。年代を問わず「捨
てるのがもったいない」という理由は
共通している一方で、若い年代では
資金調達の手段として、50歳代以上
ではリサイクルの手段としてリユース
品を売っているようだ。

（7）売って得たお金の使い道
最後に、リユース品を売ったことが

「ある」と回答した主婦に「リユース品を
売って得たお金の使い道は何ですか
（あてはまるもの全て選択）」と尋ねたと
ころ、「生活費に使う」がトップで48.3％
となった。次に「自分のお小遣いにする」
が33.4％、「買い替える・違う商品を購
入する」が31.0％であった（図表36）。
売って得たお金の使い道を年代
別に見ると、20歳代は「自分のお小遣
いにする」、その他の年代では「生活
費に使う」がトップであった（図表37）。
リユース品を売って得たお金につ
いて、半数の主婦は生活費に充当し
ているようだ。一方で、20歳代は「貯
める」の回答率が他の年代に比べて
高かった。
また、「自分のお小遣いにする」とい

う回答率も高く、不要品を売って得た
臨時収入を自身の自由に使えるお金
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にするという点も、リユース市場の活
性化に繋がっているものと思われる。

今回の調査結果から明らかになっ
た主婦の消費行動及びリユース品の
売買について、以下の3点にまとめて
みたい。
第1に、主婦の景況感は、総じて悪
化していることが見てとれた。前回の
調査では20歳代と30歳代の若い年
代で改善が見られたが、今回の調査
では、「良くなった」の回答が全年代
で低下する結果となった。また、主婦
の景況D.I.も▲15.2となり、前回より7.0
ポイント低下した。内閣府が行ってい
る景気ウォッチャー調査（平成30年12
月調査）においても、東海地域の景気
の現状判断D.I.は悪化を示す結果が
出ており、当地域における主婦の現
状の景況感は厳しいことがわかった。
第2に、主婦の物価観は、引き続き
物価上昇を実感していることが見て
とれた。物価D.I.は62.8で、前回調査
より10.3ポイント上昇した。過去3年連
続で物価D.I.は低下していたが今回
調査では反転する結果となった。夏
から秋にかけての自然災害の影響
による野菜価格の高騰や、発電用燃
料価格の高騰に伴う電気料の値上
げなどが主婦の物価観に影響して
いるのではないかと考える。
第3に、主婦のリユース品の売買に

ついてまとめてみたい。スマホの急速
な普及に伴い、どこでも手軽にリユー
ス品の売買ができるようになってきて
いる。メルカリやラクマなどといったフ

リマアプリのＣＭを目にする機会も増
えてきた。今回の調査でも、近年リ
ユース品への関心がある人が増えた
と感じる主婦は5割を超え、実際に売
買経験がある主婦も半数に達し、主
婦にとってリユース品の売買は身近
なものとなってきていることが確認でき
た。リユース品の売買場所では「中古
品取扱店舗」が63.4％とトップであっ
たが、2位、3位はそれぞれ「フリマア
プリ」「オークションサイト」と非対面
チャネルが占めた。若い年代の主婦
ほど、非対面チャネルの回答率が高
く、スマホを活用していることがうかが
えた。買ったことがあるもの、売ったこ
とがあるものは、順位は違うものの上
位は「書籍・雑貨」「衣類」「ファッショ
ン小物」であった。リユース品を買う
理由はやはり「安く買いたい」がトップ
で金銭的な理由であった。一方、売
る理由のトップは「捨てるのがもった
いない」で、売ってお金を得ることより
も「捨てること」に抵抗感を感じて売る
主婦が多いとの結果となった。売って
得たお金の使い道は「生活費に使
う」がトップで、次に「自分のお小遣い
にする」であった。不要品を売って得
た臨時収入を自身の自由に使えるお
金にするという点も、リユース市場が
活性化している要因ではないだろう
か。現在、「フリマアプリ」など非対面
を使いリユース品を売買している主
婦は、若い年代が中心であるが、ス
マホが高い年代層にも急速に普及し
てきており、非対面チャネルを使ったリ
ユース品の市場は、今後、さらに拡大
していくのではないだろうか。
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フィリピンにおける
キャッシュレス決済の現状と今後

近年、世界的にキャッシュレス決
済が注目され、日本では東京五輪を
前に本格的な普及に向け、消費税
のポイント還元制度など様々なキャッ
シュレス決済の促進策が検討され
ています。フィリピンにおいてもキャッ
シュレス化の風が吹き始めています。
世界的に見ればまだ低水準と言わ
れる日本でのキャッシュレス決済比
率ですら20%程度であるのに対し、

フィリピンにおける同比率は１%に過
ぎず、加えて、フィリピンでは15歳以
上の国民の銀行口座保有率がわず
か32%程度と、日本以上に「現金主
義社会」と言えます（図表1）。フィリ
ピン政府はキャッシュレス決済比率
を2020年までに20%まで引き上げる
目標を掲げていますが、果たしてど
こまで普及するのか疑問がもたれて
います。今回はフィリピンのキャッシュ
レス化の現状と今後についてレポー
トしたいと思います。
　

キャッシュレス決済とは、モノやサー
ビスを購入した際の支払いを現金や
小切手ではなく、クレジットカードやデ
ビットカード、電子マネーなどで決済
することです。フィリピンにおける主な
支払い方法の現状をご紹介します。

（1）クレジットカード
15歳以上人口のクレジットカード保
有率は1.9%と、クレジットカードはほと
んど普及していません。大手クレジッ
ト会社によると、正確な統計はないも
のの、クレジットカードを保有できる人
は全人口の3%程度との推計値もあ
り、また、カード利用金額の約80%が
マニラ首都圏を含むルソン島で利用
されているなど所得や地域経済の
格差が明確に表れています。今後の
経済発展により市場が成長すること
に疑いの余地はありませんが、クレ
ジットカードの本格的な普及にはまだ
時間がかかるものと考えられます。

（2）デビットカード
日本と同じように銀行口座のキャッ
シュカードに付帯されているため、15

はじめに1

歳以上人口のデビットカード保有率
は21%です。ただし、キャッシュカード
としての利用が主であり、デビットカー
ドとしての取扱高はクレジットカードよ
りも少ないのが実情のようです。
上記（１）（２）に共通して言えるこ

とは、両サービスともに利用者が銀
行口座を保有していることが前提で
あることから、比較的所得が高い層
の利用にとどまっていると言えます。

（3）電子マネー
①非接触型IC（交通系カード）
日本のトイカ（TOICA）やマナカ

（manaca）のような交通系カードとし
て「beep」というカードが導入されて
います。バスや電車のほかに、高速
道路の料金所などでも利用ができ、
日本の交通系カードと同様にプリペ
イド式となっています。駅やコンビニ
などで入金できることから、銀行口座
を保有できない層でも利用できます。
最近では、庶民の足であるジプニー
（小型トラックを改造した乗合タク
シー）のEV化を推進する中で、beep

での支払いが可能な車両を試験的
に導入するなど交通機関の間では
利用の幅が広がりつつあります。た
だ、日本の交通系カードと異なり、小
売店など交通機関以外でも広く利
用ができる環境とはなっておらず、利
便性はまだまだ低いのが実情です。
②モバイル（携帯電話）型
フィリピンでは2018年、QRコードに

よる決済が本格的に始まり「モバイル
決済元年」と言われました。事実、マ
ニラ首都圏ではショッピングセンター
やレストランなどモバイル決済の取扱
可能な店舗が急速に広がっているこ
とを実感します。最大手通信会社
PLDTの「PayMaya」、アヤラ財閥
傘下の「GCash」の２強を筆頭に、今
年から配車アプリ企業グラブが小売
最大手財閥SMグループと提携し
「GrabPay」を展開しています。日本
などでは、利用者が決済にモバイル
（携帯電話）を利用する場合、自動的
に銀行口座やクレジットカードから資
金が決済されるのが主流ですが、銀
行口座保有率が低いフィリピンでは

銀行口座などとの紐づけではなく、コ
ンビニなどで事前にお金を入金する
プリペイド式となっています。現状、各
事業者が加盟店への決済手数料を
無料にしたり、利用者へのキャッシュ
バックや割引などのキャンペーンを展
開していますが、普及活動はまだ緒
についたばかりであり利用者は限定
的と言えます。また、店舗での決済と
はやや異なりますが、同じモバイル型
金融サービスとして、ブロックチェーン
技術を活用した送受金・公共料金の
支払いなどが可能なサービス
「Coins.ph」も展開されています。海
外出稼ぎ労働者が、海外からフィリピ
ンへ送金する際に、銀行を経由する
ことなく、安い手数料で送金できるこ
とから利用者が増えているようです。

各国がキャッシュレス化を進める
主なメリットは一般的に、①現金取
扱いコストの削減②現金と比較して

安 全
性 が
高 い
（ 犯
罪 や
不 正
リスク
の 減
少 ）
③ 金
融 包
摂
（ 経
済 活

動のチャンスを捉えるために、あるい
は経済的に不安定な状況を軽減す
るために、すべての人々が必要な金
融サービスにアクセスでき、またそれ
を利用できる状況）の拡大④決済
データの活用による社会利便性や
効率性の向上の４点が挙げられま
す。
各国の事情によって重視している
点は異なり、日本であれば①と④、
フィリピンにおいては②と③への期
待が高いと考えられます。フィリピン
政府はキャッシュレス化を進める目的
として銀行口座を保有できない貧困
層などへ金融サービスの恩恵を広
げること（③金融包摂の拡大）を掲
げています。前項で紹介した「Coins.
ph」は、海外出稼ぎ労働者が多く、
海外からの仕送り（送金）で家族の
生活を支える世帯が多い一方で、送
金を受け取るための銀行口座の保
有率が低いというフィリピン固有の事
情に対応した「課題解決型」の金融
サービスといえます。
フィリピンでは銀行口座の保有率

が低い一方で、モバイル（携帯電
話）の普及率は100%を超え、銀行
口座やクレジットカードは持っていな
いが、プリペイドで利用できるモバイ
ルは保有していることが一般的です
（図表2）。こうした環境に加え、フィリ
ピンよりもキャッシュレス化が一歩進
んでいるタイやインドネシアなど近隣
他国のキャッシュレス化の事例を踏
まえると、フィリピンでもモバイルを活
用した「課題解決型サービス」が一

気
に
拡
大
す
る
可
能
性
が
十
分
に
あり

ます 。
固 定
電 話
網 の
未 発
達 な
ア ジ
ア・ア
フリカ
諸 国
で モ
バ イ
ル が

急速に普及したように、従来型の金
融サービスの普及が遅れているから
こそ、一足飛びに独自のプロセスで
日本など先進国とは異なるサービス
が創造され、発展する可能性が大
いにあると感じています。

（2019.2.7）

主なキャッシュレス
決済の現状2

15歳以上における銀行口座、クレジットカード、デビットカード保有率図表1

出所：世界銀行「Global Findex Database 2017」より
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